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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ　千の水路を持つ都市







「遅おそいなあ、ベナウスは」

　飲み慣なれぬ地酒をすするのにも飽あきてきたリコルは、杯さかずきをトンと置き、伸びをしながら向かいの女戦士に告げた。

　ここは、とある酒場。

　街まちのにぎやかな一角に位置していて、雰ふん囲い気きもそう悪くはない。人魚マーマンの看かん板ばんがかかり、この街に来た不ふ慣なれな旅人が、いかにも入りやすそうな戸口をしていた。

　その奥の一つの卓テーブルで、リコルとファラータはもうすぐ来るはずの男を待ちわびていた。

　椅い子すにもたれた若者の柔やわらかい金きん髪ぱつが、後ろに揺ゆれる。年が明け、十七になったといっても、この召しよう喚かん術じゆつ師しの顔にはまだ少年のあどけなさが残っていた。

「まあ、あの人の隠おん密みつ行動はいつものことじゃない。あわてない、あわてない」

　問いかけられたファラータも同じ人物を待ってはいたものの、退たい屈くつなどしていなかった。その間にも、この街の酒場がどんな様子か、出入りする色の浅黒い連中がどんな態度で、どんなことを話しているのか、そのくりくりとした目でいつも探さぐり、いつも耳をそばだてている。

　先ほど外でちょっとした騒さわぎがあったときには、彼女が出てみようとするのを、リコルが落ち着けよと押しとどめたくらいだ。

　いまも、口をきったリコルにちらっと視し線せんを送ったものの、簡単に答えただけで、すぐにその顔は舞台でものうげに歌う吟ぎん遊ゆう詩し人じんに向けられていた。

〝クロック、外は気持ちがいいかい〟

　酔よいのせいかけだるい気分の上、女戦士もろくに相手をしてくれないと感じたリコルは、頭の中でフクロウのクロックと話してみることにした。若者はこのフクロウと離はなれていても、いつでも会話をかわせる。まるで使い魔まのようだが、クロックはれっきとした生き物で、いまでは手放すことのできない大切な仲間となっていた。

　だが、見慣れぬ地の酒場へ入るのに、フクロウなどを肩に止まらせていては、けげんな目で見られるのがおちだろう。リコルたちはその鳥を酒場に入る前に、外に放はなっておいた。そして、自由にさせてやろうと、しばらくは話をかわしてもいなかったのだ。

　答えはすぐに返ってきた。
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〝ホーホー、なんだか変わった街だな。どこまでいっても水路だらけだ。おいらは水鳥じゃないから、もっと森や林のあった方が落ち着くんだが〟

　夜になって、元気に辺あたりを飛び回っているフクロウの思考が、その生き生きした体感まで伴うかのように伝わってくる。

　冬なので、外はそれなりの寒さだ。水路近くまで降りて行くと、風がますます強く体に当たる。しかし、フクロウにとって、そうした風を切って飛ぶのはむしろ快感なのだろう。リコルは旅を続けるにつれ、以前から感じていたこの鳥との絆きずながますます深まってきているように思った。

　若者は、フクロウの言葉をぼんやりと思い返していた。

〝水路だらけか、まあ〈千の水路を持つ都市〉って言うくらいだから──〟




　そう、たしかにこの街ウォーレスは、他ほかのどこにもない特とく徴ちようを持っていた。

　東から流れてくる大河フラテスは、この街の近くで海に注そそぐ。ただ、いかなる理由か陸地が海の際きわまでせりだしているため、その注ぎ口は三角州などにならず、滝たきのような激しい流れとなっていた。

　ウォーレスはこうした大河フラテスから、少し離れた海辺に階段状に建設された街だった。

　海に出て仰あおぎ見れば、街はなだらかな段々畑が続くように、一番上の領りよう主しゆの館やかたから下方へと石造りの建物がひしめきあっている。朝、日の出とともにそうしたウォーレスを海上から見ると、陽光に白く照らされる街の美しい並びに、人は称しよう賛さんを惜おしまないだろう。だが、それだけなら、美しくはあっても、坂になった港こう湾わん都市によくある眺ながめといえるかもしれない。

　ウォーレス最高の眺ちよう望ぼうは、ひとたび上から見たときだ。巧こう妙みように造られた水路が、街のあちこちに縦じゆう横おうに走っている。幅はばの広いもの、狭せまいもの、曲がりくねったもの、まっすぐなもの──領主の館のある丘の中腹より上に登り、昼間この街を見下ろすと、そうした水路にきらきらと陽ひが反射し、まるで蜘く蛛もの巣が街を覆おおうかのような、えも言えぬ光景に出くわして人は息をのむのだった。

　水路の源みなもとは無論、フラテス河に発している。大河の分流を、街の高いところから低いところへと、溢あふれないようにうまく流して生活に給している。いつの時代にあっても、上下水の処理はこうした大都市の問題なのだが、ことウォーレスについて言うなら、そうした悩みとはまったく無縁だった。

　いま、そのウォーレスで、リコルたちはしばし観光客気分でいた。

　一行はもともと中原の大国サザンに向かっていたのだから、その街道を少しはずれて西にあるウォーレスに寄らねばならぬ義理はない。

　ただ、ベナウスが〝調査〟はサザンだけではなく、途中、港こう湾わん都市として名高いウォーレスの盗とう賊ぞく組合にも寄っておきたいと言い出したので、立ち寄ることになったのだ。

　リコルなどは早くサザンに行きたいと思っていたが、何ごとにも興味を持ちたがるファラータやクロックまでもが、いろんな経験をつんだ方がいいと主張したので、道を少し西に変え、二日前にこの街に着いたのだった。




〝いいから、クロック、しばらくそこらでも飛んでおけよ。こっちは退たい屈くつだから〟

　フクロウからも、さしておもしろそうな話を聞けないと感じた若者は、明日、この街ではそれなりに名の通った召喚術師である、サンジェリコのもとでも訪おとずれようかと考えていた。直接の面識はないのだが、同じ召喚術を操あやつる者として勉強になるかもしれない。

「なにつまらなそうな顔してるの。ほら、新しい演だしものがはじまるわよ。せっかく風変わりな街に来たんだから、リコルも楽しまなくっちゃ」

　ファラータが自分の返答に気を悪くしたのかといぶかって、リコルの注意をひいた。

　見ると舞台では、金ぴかの派は手でな衣い裳しようを着けた演芸師が、見たこともない芸を披ひ露ろうしはじめている。

　最初は、珠たまをいくつか空中に投げ上げて、それをぐるぐると回しているだけだった。やがて、そこに短たん剣けんやら、ランプが加わり、危険が増すと同時に、投げる方もいろんな動作でそれをこなしはじめる。首をかしげ、体を折り、果ては腕うでを脚あしの後ろに回して、その間から投げ上げてみせる。

　ああ、珠投げ師ジヤグラーか、とリコルが思った瞬間、思いもかけないことが起こった。

　技わざを見せていた男の両手先と、上を向けた顔の口からぴゅっと水が吹き出し、いったん掌てのひらに収まっていた珠を空中に押し上げたのだ。しかも、それだけではなく、水に浮かされた珠は、その後、三つの水流の間をまるで自在に操られているかのようにとび跳はねていく。

　珠は、それ自体が青白く輝かがやいているようだった。

「うひゃあ！」

　日ひ頃ごろこうした芸をあまり見たことのないリコルは、思わず酔よいもさめ、信じられないという目でその技を追った。

　魔ま法ほうか？　幻げん術じゆつか？　いや、どうもそうではないようだ。

　珠投げ師の口や手の中に、こうした水流を生み出す何かがおさまっているのだろうか？

　しかし、目を凝こらしてみても、そうしたものは全然わからない。

　少なくとも魔法なら召喚術をはじめとして、何かのセリフを唱となえたり、身振りや動作がありそうなものだが……。

　球投げ師はその後も、さまざまな姿勢をとって、こうした技を見せ続けた。周囲からはやんやの喝かつ采さいが起きている。

「ほらほら、いつまでぽかんと口を開けて見てるんだ？　おまえ、ウォーレスの売り物、〈水芸〉ってのを知らんのか？」

　ぽんと肩を叩たたかれたので、リコルはぎょっとした。どうにも納なつ得とくがいかなかったので、呪じゆつ圏けんが張られているかどうか確かめるために、魔法を唱えようかと思った矢先だったからだ。魔術師はこうしたとき無む防ぼう備びとなるので、必要以上に神経過か敏びんとなる。

「ベナウス！　驚おどろかさないでくれよ。襲おそわれたのかと思ったじゃないか」

　そこには見慣れた男が、見慣れた癖くせのある笑みを浮かべて立っていた。ファラータも〈水芸〉に集中していた顔をこちらに向ける。

「あら、早かったじゃない、クマさん」

　クマという愛あい称しようは、ベナウスが熊男ワーベアであることからつけられたのだが、ファラータは相手がそれをどう思っているのかもかまわず、愛着を込めてそう呼んでいた。

「おいおい、クマさんはやめてくれよ。こっちは、これでもこの街についての情報を仕入れるのに、苦労してたんだぜ」

　確かに、ベナウスが価値のある情報を聞き出すには、それだけ時間や労力が必要だったのだろう。いくら〈調和の街まち〉タシエルで〝調ちよう整せい〟役に就ついていたとはいえ、この街とつながりが深いわけではないからだ。だが、この男の世よ慣なれた様子には、いつも苦労を苦労と思わせないところがある。

　リコルはあっさりと言った。

「水だらけのこの街で、特にびっくりするようなことでもあったのかい？」

「おい、リコル、水っていうのはすごく大切なんだぞ。ウォーレスの海上貿ぼう易えきは、この近くじゃ、かなりのものだ。そりゃ、西に小島が多くて、大きな船は通れないにしても、こうした貿易ってのは街を栄えさせるしな。だから、この辺りは大昔から、いろんな街が栄えては滅ほろんだって、伝説が残ってるんだ」

　ベナウスは少しムキになってるなと若者は感じた。いつもだと、からかうような口く調ちようがあるのに、妙にまじめだ。ひょっとしたら、この街の盗賊組合で、大きな仕事にでもかかわったのだろうか。

「へ～、過去に文明の高い都市があって、それが滅んだってこと？　よくあるお宝ざくざくの伝説でも聞いてきたの？」

　リコルが答える代わりに、ファラータが茶化すように言う。

「ああ、たしかにそうした文明はあった。そいつの跡あとがいまでも西の小島の沖おきから発はつ掘くつされたりして、ここじゃ評判になったりするんだ。現に」

　急にベナウスは言葉を切って、辺りを見回した。水芸の達人はいまでは舞台から下り、酒場の喧けん騒そうももとに戻もどっている。

「何よ、わざとらしく言葉を切ったりして。いかにも口止めされたって感じじゃない？」

　ファラータは、いまでは席についたべナウスに向き直って、頰ほお杖づえをついて見つめている。一見すると退たい屈くつしているような姿勢だが、じつはその目はきらめいていた。

　ああ、例によって、相手を馬鹿にするような感じで、おもしろい話を引きずりだそうとしてるんだな、とリコルには見当がついた。

　こうしたことにかけては、彼女の勘かんは鋭するどいのだ。

「まあ、この街じゃ、周知の事実ってことだから、別にいいんだけどな。おまえさんたちは、〝魔ま神じんの壺つぼ〟って聞いてないか」

「あら、それって、よくお話に出てくるじゃない？　壺の中に魔神が封じられていて、出してやったら三つの願いを聞いてくれるってやつでしょ」

「そうだ。そいつがごく最近、西の海の底から見つかって、引き上げられたってことだ」

「またあ！　そういう伝説に関係のありそうな壺ってことだけなんじゃないの？」

「さあ、真しん偽ぎのほどはわからん。しかし、その壺のまわりには、見たこともない──か、古代文字か、そのあたりはよく知らんが──気持ちの悪い文字がびっしり書き込んであったらしいぞ。で、それを持って帰ったやつが、事故で死んだりしたものだから、呪のろいがかかっているとか言われているらしい」

「よくある話ね。だいたい、そういうものを奪とってくる人間って、危険なことをするから死にやすいのよ」

　ファラータは最初、興味を引かれたらしいが、話を伝えるベナウスのいかにもこけおどしめいた調子に、もう本気でなくなったようだった。

　しかし、リコルは逆に気にかかりはじめていた。

　魔神？　確かに、〝魔神の壺〟といった話はときどき聞く。強力な魔ま獣じゆうに近いものが封じられていて、呪じゆ文もんを唱となえたり、壺を開けたりすると、そいつがそこから出てくるというものだ。

　話自体は、魔神を解放した者には報ほう酬しゆうとして三つの願いがかなえられるが、それをいいことに、己おのれの欲望を果たそうとだけした者には懲ちよう罰ばつが、それを拒こばんで、再び魔神を封じ込めた者や、願いを他者の利益にも使った者には、真の報ほう償しようがもたらされる、という教きよう訓くんめいたものが多い。

　こうした話はたいてい子供の頃ころに聞かされるので、リコルはこれまで本気にすることはなかった。

　だが、いま思ったのだが、この魔神が召喚術で呼び出される存在と考えれば……。

　しかも、魔神と名がついているように、その正体は〝魔〟の世界にかかわっているものではないか？

　ひょっとしたら、壺つぼというのはそこに何かが封じられているのではなく、リコルの使う召喚の札ふだのように、何かを呼び出すためのひとつの道具なのかもしれない。

　どんな壺だろう。〝魔〟に関係しているのなら、それを知りたい。

「そいつを見ることはできないのかい、ベナウス」

　それまでお愛あい想そで聞いていたかのようなリコルが突然しゃべったので、ベナウスは驚おどろいたようだった。いつものように癖くせのある微び笑しようを浮かべる。

「そうそう、リコルならちゃんと聞いてくれると思ったぜ。そうだろ、誰だれでも見てみたいよなあ。だから、そいつを買い上げたアンドレアス家は、これを領りよう主しゆの陳ちん列れつ館かんで公開したらしいぞ」

「え～、そんな値打ちのありそうな骨こつ董とう品ひんを？　盗ぬすまれたら、どうするのよ」

　女戦士は、話から外れるのがいやさに急いで割り込んだ。

「普通ならそう考えるだろうが、ここは文化的にも名高いウォーレスの街、それをとりしきるこの街でも一番のアンドレアス家だ。公開は名めい誉よにもなるし、領主も街の名が高まるということでご満まん悦えつらしい。もちろん、最高の警けい備びつきだけどな。対魔法もばっちりってことだぜ」

　なんとなく、ベナウスの口調が皮ひ肉にくっぽい。一瞬、自分に向けられたセリフかと思った若者だが、ベナウスの行ってきた先を考えて、ある考えが閃ひらめいた。

「なるほど……で、泥どろ棒ぼうさんたちは、そうこられちゃ、黙だまっちゃいられないというわけだね」

「おお、さすがに察しがいい。じつはおれは、この街がタシエルをどう考えてるのか知りたくて盗とう賊ぞく組合に探さぐりに行ったんだが、そいつは大したことはなかった。それよりも、いま言ってる壺をかすめとったやつには、組合から報ほう償しようが出るって話の方が、こっちにとっちゃおもしろかったな」

「でも、そんな盗みを組合が奨しよう励れいしてるってわかったら、やっぱり街の官かん憲けんとはやばいんじゃない？」

　ファラータの疑問ももっともだ。盗賊組合というのは、街の上層部、あるいはそれとつながる保安組織とうまくやっていってこそ、利益が上がるものだ。彼らは山賊や海賊のように、盗みだけをなりわいとしているのではない。たいていはそうした犯罪をうまく支配し、操ることで成り立っているものである。

「それがおもしろいことに、この街もアンドレアス家だけに牛ぎゆう耳じられているわけじゃない。対立する商家もいくつかあるし、組合もまあひとつだけじゃないしな。なにか遺い恨こんでもあるんだろうさ」

「じゃあ、それが奪とられるのを防いだりしたら、壺を調べさせてもらえるかな」

　リコルはまだ壺にご執しゆう心しんだ。

「いや、まだ、それが奪とられると決まったわけじゃないだろ。おれの見たところじゃ、話にはのりたそうにしていたやつもいたが、どじったときの罰ばつを考えたら、さあどうするかって感じだったな」

　ベナウスは目的となる仕事を果たしてしまい、おもしろそうな話を聞いてきただけで満足しているらしい。リコルも、壺には興味を引かれていたが、残り少ない滞在日数を費やすのなら、ここはそれにかかわるよりも、召しよう喚かん術じゆつ師しサンジェリコのところに行った方が得とく策さくではないかと思いはじめていた。

　追加の飲み物が来て、三人の間にもひと心地ついた雰ふん囲い気きが漂ただよいはじめた。話は、この街のことから、さらにその先のサザンに及ぼうとする。ファラータはまだ数日はここにいたそうだったが、リコルはあと一日で充分なような気がしていた。やはりサザンが気になる。

　そのとき──

〝ホーホー、こちらは大きな時計のある教会のそばだけどな、なにか変なやつらがいる。そっちへ行って見てみるぞ、リコル〟

　クロックの声だ。これまでは気楽に空から観察していただけなのに、いまその声には急を要する響ひびきがある。

　何が起こったんだ？

　リコルはどんな状況か、知らせてほしいとフクロウに伝えた。すぐに返事がある。

〝二人組の男と変な格かつ好こうの女だ。そいつらに、洒落しやれた伊だ達て男おとこが立ちふさがって、大きな水路のそばで向かいあってる。いまにも戦いそうだ。あっ、伊達男がなにか召喚した。戦せん闘とうだ！〟

　リコルがクロックと連絡をとっているのは、その真剣な面持ちから、言わなくてもファラータやベナウスにもわかった。これまでタシエルで起こった事件で、いやというほど目にしていたからだ。しかし、もどかしいことに、二人にはそれがどんな状況かまではわからない。

〝魔物が襲おそいかかっている。女のそばに壺つぼが落ちてるぞ。こいつはまずい、おいらも行って──〟

「壺だってえ！」

　リコルが急に声を出したので、残る二人は驚いた。酒場の人間も何人かが振り返る。

　だが、続いてリコルの耳に届いたのは、フクロウの悲ひ鳴めいだった。

　〝ぎゃっ!!〟

　クロックからの連れん絡らくはそこでぷつりと途と絶だえた。後は、リコルの頭に意識を失ったかのような空白状態が伝わってくるだけだ。

「行きましょう、リコル、クロックを助けるのよ！」

　ファラータには、若者の表情から事態がわかったのだろう。三人はすぐさま酒場を後にした。







　第一章　魔ま神じんの壺つぼから








　ガスパーニュはいらだっていた。

　どうして、こんなことをやるはめになっちまったんだ？

　人目をはばかる黒い装しよう束ぞく。体にぴったりと張りついたそれは、男のひきしまった容よう姿しをくっきりと浮き立たせていた。

　背には小袋がある。そこには、これからの行為に必要なものがいくつとなく詰つまっていた。


　思っていた以上に高いな。



　辺あたりは月明りに照され、予期していたよりもよく見えた。

　窓から見下ろすと、下の人間が虫よりも小さく感じられる。

　いまからガスパーニュは盗とう賊ぞくとしての得意技を見せねばならないのだが、さすがの彼も足もとがかすかに震ふるえた。


　これにどじって落ちたら、たぶん助からないだろうな。



　そうしたとき、いつもの困った癖くせで、過去の出来事へと思考がさまよいだす。もっともこの癖が心身をなごませて、これまで不可能と思えるようなこともやりおおせられてきたことに、彼は最近ぼんやりと気づいていた。


　ま、心が落ち着くのならいいか。



　息をふーっと吐はきながら、盗賊はひととき回想の世界にふけることにした。




　はじまりはほんのささいな賭かけ事だった。

　一週間前、久しぶりに盗賊組合に行くと、卓テーブルを囲かこんで悪友連が待っていたのだ。

　近頃、お気に入りの酒場の歌うた姫ひめミランダにつぎこんで、さして持ちあわせのないガスパーニュにとっては、いつもならこいつは願ってもない状況だ。

　ミランダには、まだまだ金がないことをさとられたりしては、まずい関係にある。


　ああ、ミランダ、おまえのふくよかな腰つき、それに、あのかすれたぞくぞくっとする声のことを考えたら……おっと、ちがった、賭け事のことだったな。



　ガスパーニュは、さらにあらぬかたへと向かう空想に歯止めをかけると、そのときの場面を思い出そうと集中した。

　賭けはいつもの〝ネズミとネコ〟だった。場に出たネズミ札の数字を上回れば、ネコ札を出したプレイヤーがそれをかっさらっていける。しかし、ネズミもそこはしたたかで、たくさんかっさらったネコが枚数制限で身動きできないようになったなら、強いネズミ札でそれまでに捕とらわれていたネズミを吐はき出させ、逆にネコをぎゃふんと言わせることができるのだ。

　普段、取り締しまりとかで、痛いたい目にあってきている盗賊たちだ。もちろんこのゲームではネズミになって、思い切り〝ネコいじめ〟の快感にひたりたいと思う輩やからが大勢いた。それに賭け金までせしめられたら二重の楽しみを味わえる。そのため、この賭けは人気があり、いつも盗賊組合では誰かが卓を囲んでいた。

　ガスパーニュにとって、賭けは相手次第というのが本音だった。

　カモれやすいやつとなら、いつだってオーケーだ。そうでないなら、せめて気のあうやつと遊びたい。

　ところが間の悪いことに、そこにはいつも彼にからんでくるジョニーが待っていたのだ。

　目の脇わきに傷きずのある陰いん険けんそうな顔がこちらを向く。傷そのものより、そこから漂ただよう険のある雰囲気が、この男のすべてを物語っていた。

「やあ、兄弟、景気はどうだ？」

　いちおうご機嫌とりのセリフを口にしてみる。ジョニーというやつは、盗みの腕はさして立つ方ではないが、賭け事などには目め端はしがきき、それで仲間をすぐに作って兄あに貴き風かぜをふかす。よくいる〝小山の大将〟タイプだ。

　ガスパーニュはこうした輩がいちばん嫌きらいだった。盗みは基本的に一いつ匹ぴき狼おおかみの仕事だ。そりゃ、他の連中と仕事で手を組むこともよくあるが、腕うでよりも仲間を作っての勢力争いを気にしだしたりしたら、そいつは盗賊の堕だ落らくってもんじゃないか。

「おや、あまり顔を出さないやつが珍めずらしい。いつもの〝恋人〟はどうした。それとも、おまえがあんまりミランダのところに入り浸びたってるから、ふられちまったのか」

　取り巻きがどっと笑う。

〝恋人〟とは、吟ぎん遊ゆう詩人のエンリケのことだろう。ガスパーニュにはそれほど友人はいないが、どこか中性めいた美び貌ぼうを持つその歌い手の若者とは気があって、よく仕事を手伝ってもらうことがあった。

　ガスパーニュ本人も、目鼻だちはすきっと整ととのったタイプなのだが、どちらかというと行動的でよくしゃべる。自分の顔形をさして意識することはない。

　一方、エンリケは色の白いおとなしいタイプなので、二人がコンビでいると妙に男女のペアめいて見え、こうしたからかいの対象になるのもあながち不思議ではなかった。

　だが、軽かる口くちは言われる相手によって、受け止めかたがちがう。

　相手がジョニーだけに、一瞬、頭に血が昇りかけたガスパーニュだが、ここは抑おさえることにした。

「エンリケか。あいつはおれたちみたいな〝専プ業ロ〟じゃなくて、酒場回りの歌い手さんだからな、たまにしか使わないさ。それよりご挨あい拶さつじゃないか。おれと勝負したいのなら、いつでも相手になってやるぜ」

　そう言って、にやっとしてやる。こんなやつに、いつも青あお筋すじを立てていてもはじまらない。

「おう、じゃあ、いつもの〝ネズ公〟をやろうぜ」

　こうなれば、たとえ相手が気にいらなくとも、成り行き上しかたがない。

　もっとも、ガスパーニュはこうした賭かけにのることで、しばらく来ていない組合での噂うわさがいろいろ聞けるのではないかともくろんでいた。それに手元不ふ如によ意いだし、こいつらくらいなら、五分五分以上の勝負に持ち込める自信はある。


　だけどなあ、やっぱり嫌いやなやつとの勝負にはのるべきじゃなかったんだ。



　回想しながら、ガスパーニュはほぞを嚙かむ。

　最初のうちは勝ったり負けたりだった。相変わらず、ちくちくとジョニーからは嫌味が飛ぶものの、ガスパーニュはそれをたくみにかわしていた。

　と、途中から、ツキがかわりはじめた。どうもやることなすことすべてが後ご手てに回る。他のメンバーがジョニーとつるんでいるのかとも思ったが、それよりはしばらく来ていなかったので、賭けの雰囲気に若じやつ干かんのりきれていないようだ。

　ここは我慢だと抑おさえているうちに、突然、運が向いてきた。

「ほらよ、そこらにあるネズミはイチコロだ。全部、こっちにもらおうか」

　いくらネズミで勝ちたくても、ネコがいなくてはこの遊び、成り立たない。つまり、ネコである程度勝つというのが、基本的には儲ける鉄則だ。

　だいたいネズミで一発逆転だけを狙ねらいたい頭の回らないやつも多いから、こうしてネコできっちり稼かせがせてもらうのは楽なもんだ。ちゃんとある程度のネズミを抑える札はあるし、最強のネズミ札は場に出てしまっている。

　やっぱり、辛しん抱ぼうはするものだな、とガスパーニュはにんまりしていた。さっきまではまずいと思っていたが、今回のこれで取り返せた。久しぶりにやったにしては、いい儲もうけだ。このくらいにして、切りがいいところでやめようか。いや、ここは運気が向いてきたから、もうひと押ししてやろう。そうなりゃ、ミランダの欲しがっていた指輪を買ってやることもできそうだ。

　ガスパーニュの思考を読んだかのように、そこヘジョニーが割り込んだ。

「悪いな、〈入れ込み〉のガスも腕うでが鈍にぶったようだぜ。そのネズ公は、おれが全部逃がしてやろう」

「な、なにいっ?!」

　うかつだった。いや、そうか？

　場に出された、歯を剝むき出しにしているたちの悪いネズミ札は、たしか最初の方で使われていたはず。


　イカサマか、この野郎。



「おい、そいつは一枚だけだろうが」

「おう、おまえさん、最近来てなかったからな。ネズ公の強いのがこれだけじゃつまらないってんで、近頃じゃ、こいつが二枚入ることになってるんだ。悪いな、知らなかったなんて、いまさら言ってもらっちゃ困るぜ」

　ジョニーが、しれっとした顔で告つげる。


　はめられた！　敵の土ど俵ひようで勝負などやるべきじゃない。



　その勝負を落としたのは痛かった。ガスパーニュの負けは、これまで以上に膨ふくらんでいる。

　しかし、こうなれば、下りるわけにはいかなかった。もともと持ちあわせが少ない上、ジョニーにこんな目にあわされて引くわけにはいかない。

　ガスパーニュは完全に冷静さを失っていた。そして、冷静さを失った賭かけほど危険なものはない。

　ガスパーニュはそれから負け続けた。

　ふと気がついたときには、どうしようもない額に負けは達していた。

「おい、どうする気だ。おまえ、もう払えなくなっているはずだぞ」

　ころあいを見計らったように、ジョニーがきいてくる。

　自分自身にいらだっていたガスパーニュは、腹をくくった。

「おう、煮にるなり焼くなり、勝手にしろ。金なんてかけらもないぜ。なんなら、ここで耳をそぎ落としてやってもいい」

　耳を落とす──この世界では、盗とう賊ぞくにとって、いちばん大事なのは耳だとされている。壁ごしに声を盗ぬすみ聞きする耳。いろんな情報を持ち帰ってくる耳。だから、それを申し訳の立たないときにはそぎおとすという野や蛮ばんな風習も残っているのだ。

　もちろん、ガスパーニュがこう告げたのも、ここはいったん強気に出て様子を見るという考えもあってのことだ。

「けっ、借金の形かたに、そんなこ汚い耳をもらって嬉うれしいもんか。金は金だ。十日待ってやる。それまでに持って来い。それこそ〝耳を揃そろえて〟だぞ」

　取り巻きがまたどっと笑った。程度の低い嫌いや味みだが、弱った相手に追い討うちをかけるような言い草になると、このジョニーという男、天分とも言える冴さえを持っている。

「おいおい、おれが金なんかいまないのは知ってるだろ？　どうしたらいいんだ。できることなら、やってみるけどよ」

　強気で様子をうかがった後は、うってかわって下した手でに出てみる。こうした兄あに貴き風かぜをふかしたがるやつは、そうなると本音を出すことがよくある。ガスパーニュはこれまでのひどい生活の中から、そうした駆かけ引きは学んでいた。

「ほう、何でも言うことを聞くと。なら、おまえも〈入れ込み〉のガスさんだ。ミランダを貸してくれたっていいんだぜ。まあ、利子くらいにしかならねえが」

　ジョニーの口もとに下げ卑びた笑みが浮かぶ。まるで猫が鼠ねずみをもてあそんでいるようだ。

　一いつ瞬しゆん、この野郎、ぶち殺してやろうかと、ガスパーニュは思った。

　何も言わずに、凄すごみのある笑みを返してやる。ただ、ガスパーニュの目つきは人が変わったように険けわしいものとなっていた。

　まあ、色恋ざたは得意な方だ。ミランダだって、これまでガスパーニュが取り入って、さんざん泣かせてきた女の一人になる可能性がないとはいえない。いまジョニーの吐はいたような言葉は、下げ衆すな盗人稼か業ぎようの輩やからのセリフにしたら、よくあるようなものだ。

　だが、ガスパーニュは一度熱を入ればじめると、その演技には自分でも酔よってしまう性質だった。これが彼の〈入れ込み〉という異名のもとともなっている。

　思い入れ、思い込む、自分を騙だますくらいに──そうでなかったら、だれが相手を信じたりするもんか！

　だから、ミランダを肴さかなにしたそのセリフにかっとなったのは、演技でもなんでもなかった。

　ガスパーニュの顔つきが危険な雰ふん囲い気きをかもしたのを見て、ジョニーもちょっと考えを変えたようだ。結局、ジョニーのような男は相手をいじめる対象としか見ていない。相手が卑ひ屈くつになればなるほど、サディスティックな精神がうごめくのだろう。

「まあな、女なんていつでもいただけるし、そんなに金になるわけじゃない。おい、おまえ、アンドレアス家の壺つぼって知ってるか？　あれをかっぱらってこいよ」

　とってつけたように言い直すジョニーを見て、ガスパーニュははたと気づいた。


　そうか、こいつ、最初からそれを狙ねらってやがったな。






〝魔神の壺〟の噂うわさは聞いていた。

　西のチェザリア海の沖おきにある小島の近くで、漁師が海底になにかの遺い跡せきがあるのを見つけたらしい、と。

　こうなると、貪どん欲よくな冒険者たちの出番だ。盗人もどきや、お宝探しのプロと称する連中がその辺りに潜もぐって、古代の〝沈しずめる国〟の一部が残っていると確かく認にんしたのだ。それが、半年前のこと。

　もっとも、その辺りは渦うずの流れが激しいので、容よう易いには近づけない。その結果、渦が静まる時期を待っていた幸運な男が、ついこの前そこを探さぐって、一つの貴重品を見つけ出した。

　それが、あやしげな〝魔神の壺〟だ。

　確かに壺は壺なのだが、妙な形で、その周囲には奇き怪かいな文字がびっしり書いてある。引き上げた男は不気味がってすぐに売り渡したのだが、その後、壺のたたりで病死したとか──まあ、冒険譚たんにはこういった噂がつきものなので、ガスパーニュ自身はそれについては信じていなかった。

　だが、以来その壺には〝呪のろわれた壺〟だとか〝魔神の壺〟だとかいう噂が立っているらしい。引き上げた壺を買い取ったのは、ウォーレスでも一番の権けん勢せいを誇ほこるアンドレアス家だ。無論、彼らはその壺を名だたる賢けん者じやに鑑かん定ていしてもらいに出したのだが、壺自体にはなんらかの魔力は認められたものの、そこに書かれた古代文字は解読不能だった。ただ、似た文字から類るい推すいすると、特に壺が危害を加えることはないはずだと言う。

　それだけなら、これはただの骨こつ董とう品ひんということで、アンドレアス家の倉庫に収まったままになったことだろう。ところが、ウォーレスの領りよう主しゆがその噂を聞き、街まちの文化を誇こ示じするためにそうしたものを自分の陳ちん列れつ館かんで公開させようとしたことから、いろいろな思おも惑わくがとびかいはじめた。

　領主にすれば、純粋にウォーレスが長い歴史の上に立つ街であることを、他国にも知らせたいと思っただけなのかもしれない。当のアンドレアス家にすれば、わざわざそんなことをされるのも迷惑な話だが、壺に関して妙な噂がとぶのも嫌だったので、特にあやしいものではないと強調するためにも、やむなく供出したというところだろうか。

　問題なのは、そこで領主とアンドレアス家の面目をつぶそうと考える輩やからが、この街に存在することだった。

　文化だと？　そいつは結構。なら、その文化をちょっと〝借用〟させてもらうよ。立派な警けい備びの文化都市だものな──そう考えたのかどうか、この盗賊組合では、壺を領主の陳列館から奪うばってきた者には報ほう酬しゆうが出ると、それとなく伝えられていた。じっさいには、だれが何の目的で行ないたいのかはわからない。しかし、ガスパーニュなどもその話をちらっと洩もれ聞いていたからには、こうした動きはそれなりに広まっているのだろう。

　合点のいった盗とう賊ぞくは、もう答えを決めていた。

　即そく断だん即そつ決けつ、失敗することも多いが、これがガスパーニュの身上だ。

「おう、それが狙ねらいか。なら、まかしとけ」

　いとも簡単に引き受けるガスパーニュを見て、盗賊仲間たちからちょっと驚きの声があがった。〝こいつ本気だぜ〟とか〝まあ、見つかって、首の落ちるのがオチだな〟といったつぶやきも聞こえてくる。

　ふん、盗人のわりには、肝きもっ玉たまのすわってないやつらめ、と思いつつも、ガスパーニュの心のうちには、さてどうしようか、という悩みが渦うず巻まいていたのだった。




　月は満ち、皓々こうこうと照っている。

　まあな、やると言ったからにはやらないとな。

　体のまわりに綱を巻きつけながら、ガスパーニュはふうっと大きなため息をついた。

　あとはエンリケがうまくやってくれるのを待つばかりだ。

　そう、あいつの説明によれば……。

　ガスパーニュの思考は、ここでまた、五日前の夜に遡さかのぼっていた。




「まあ、いつものことですからねえ。しかたないですけど」

　肩から楽器コルドを外した吟ぎん遊ゆう詩し人じんは、ため息ともなんともつかない声を吐はきだした。

　後ろに下ろしたその楽器は、まさしく弓ゆみのようにも見える。吟遊詩人といえば楽器はリュートだが、エンリケは好んでこの楽弓コルドを使っていた。素材は弓そのもので、弦げんの下の方に鐘かねのようなものがついている。これによって一本の弦で奏かなでる音を増幅し、いろいろと変化をつけるのだ。リュートの方がさまざまな音が出せるのだが、ここウォーレスでは昔からあるこのコルドを使う者も多い。

「では、もっと詳くわしく話を聞きましょうか」

　長い髪かみを後ろに束たばね、なで肩でほっそりとしたその体形は、吟遊詩人という職業と重なると、見た目にいかにもやわに見える。

　しかし、このエンリケという男には一本芯しんが通っていると、ガスパーニュは思っていた。

　一度、いや、これまで幾度も窮きゆう地ちに陥おちいったとき、このエンリケにどれだけ助けてもらったことか。それはけっして、力に訴うつたえる強引なやり方でもなければ、姑こ息そくに相手の裏をかく方法でもない。

　見た目と同じようにやわらかく物事を受け流し、それでいて肝かん心じんかなめの点を正面からつくというやりかたで、この男は思わぬ手助けをしてくれるのだ。

　どうして、おれみたいなどうしようもないやつを助けてくれるんだと、以前ガスパーニュはエンリケに聞いてみたことがある。

　相手はいつものように、やわらかい微笑ほほえみを浮かべただけだった。

「さあ？　前世の因いん縁ねんでしょうかね。ぼくには、あなたが〝世界を物語ってくれる〟ような気がしてならないんですよ」

　ガスパーニュにはこうした考え方はよくわからない。かつてサザンの街から母親に連れられて逃げるようにして出てきて以来、辛つらい目に会い続けた彼の信条は、ただ一つ。相手が信用できるかどうかだけだ。興味本位にかかわったりしたら、それが死を招く場合もよくある。

「要するに、おれを見てると、何をしでかすかわからないからおもしろいってことか。そんな考え方だと、おまえもとんだ災さい難なんを背負い込むことになりかねないぜ」

「さあ、どうですかね」

　エンリケは、その鳶とび色いろの目に、おもしろさを含んだような表情で見返してくる。

　ふん、おかしなやつとコンビを組んだもんだぜと思いながらも、ガスパーニュは何か大事なことを始めるときには、よくエンリケに話をもちかけていた。

　今回もそうだ。盗みに入る手立てだけなら、自分でもあれこれ考えられる。だが、ここは失敗を許されない。領主を相手にするわけだから、それなりの慎重さは必要だ。より確実を期そうと、ガスパーニュは信頼できるエンリケに相談してみようと思い立ったのだった。

　吟遊詩人が、嫌々いやいやながらのように見せかけながら、ガスパーニュを助けてくれるとわかったいま、盗人ぬすつとはさらにだめをおそうと畳たたみかけた。

「でだな、おれが盗ぬすみに入る間に、おまえはなんとか衛えい兵へいの注意を引きつけておいてほしいんだが、簡単だろ？」

「ぼくにそんなところで、歌えとでも。まあ、変装していけば、それで何とかなるかもしれませんけどね。それより、壺つぼが飾かざられている領主の陳列館というのはどうなってるんですか？」

「ああ、それはもう調べがついた。なかなかタフな警けい戒かいをしているようだぜ」

　正確にいえば、そこは陳列だけが目的でも、領主が住んでいるものでもない。一種の別邸で、領主がよく催もよおしものに使ったりしている建物だ。

　中はがらんとして広く、天井は高い。

　今回はここに絵画や彫刻など、ウォーレスに関しての文化資産がいくつか並べてあるという。もちろん、壺もそうしたうちの一つだ。
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　話題になったこともあり、部屋の目立つところに仕切り柵さくをもうけ、かなり距離を開けた真ん中の台座の上にガラスで四方を囲かこんで見えるようにしてあると聞く。

　もちろん、これだけ貴重な代物が公開されるのだから、警備は厳重だった。建物の外には常に衛兵が四名、それぞれの角ごとに配置されている。さらに中には十名以上が待機していて、それが応援にかけつけられる。

　建物自体にも抗魔法の呪じゆ文もんがかけてあり、魔法を何か使おうとしても、よほどのものでないかぎり効果を現わさないように仕組まれていた。

　また、それぞれの公開品の仕切り柵の中側は、だれが足を踏ふみ入れようとも、即そく座ざに警報が館内に控ひかえる衛兵や魔法使いに伝わるようにもなっているらしい。

　この館が開いているのは、昼すぎから夕刻まで。夜になると、館内の警備は若じやつ干かん減るが、館の外では依い然ぜんとして衛兵が四六時中見張っているという。

「……というわけだ。まあ、組合関係から、この程度はすぐに調べがついたが、どうだ、なかなか厄やつ介かいな代しろ物ものだろう？」

「まあ、完かん壁ぺきですね。大量の軍勢で攻こう撃げきをかけるとか、よほどすごい魔術師がこの抗魔法を上回る力を見せつけるのでもない限り、盗んだりできないでしょうね」

「やけに自信ありげに言ってくれるじゃないか。それをなんとかするのが、このガスパーニュとおまえ、エンリケのコンビじゃないか」

　ちょっと不安になりながら、ガスパーニュは鼻の頭をかく。

「ま、あなたのカラ元気はいつものことでしょうけど。そもそも、外で注意を引きつけて、盗みに入ったはいいけれど、そこでどうやるんです。目当ての品まで近づくと、警報で知れわたるようになっていると、言ってるのはあなたなんですよ」

「まあな、そういった仕掛けがあるのはまちがいないようだ。少なくとも、普通に近づくのは無理だな。たとえ、透とう明めいになれたって、踏み込めばわかるんだからな」

　と言いながら、ガスパーニュの目が赤く光った。ランプの灯ひを受けてのことだが、この盗人の目が輝かがやくからには、なにか方ほう策さくを見つけているにちがいない。

　エンリケは目ざとくそれに気づいた。

「なんだかうれしそうですね。ということは、盗み取る算段がついたとでも──」

「相変わらず、鋭するどいやつだ。まあな、この図面を見てみろ」

　ガスパーニュはそこで館の図面を広げた。古びた用紙に、かなり精密に館の構造が書いてある。展示品の位置に印も付いている。おそらく、こうした建物を建てた関係者から、なんらかのつてを使って集めてきたのだろう。ガスパーニュは日ひ頃ごろ〝おれは大だい胆たんに見えるが、そいつは細心の注意を払ってからのことだぜ〟と言っているが、それもなるほどと思える準備のよさだ。

「思ったよりも広いですね」

「そうだ、それに天井が高い。逆に言うとだな、下から攻めてもだめなときは……」

「ほう、上からでも？」

「そう、吊つり上げる。この建物の天井は石造りでがっしりしているが、一部外せるようになってるんだ。もともと天井の装そう飾しよく画がを修復したりするときの出入り口として作られたってわけだ」

「展示品には上にガラスがかぶさってないんですか？」

「ああ、ガラスってのは高価だからな。変なところで金をしぶる領主だぜ。ま、それがこっちの狙ねらい目だけどな」

「そりゃ、上からなんてだれも考えないから。でも、そんな出入り口の真下に、この壺が置いてあるんですか？」

　見りゃわかるだろ、まあ、近くにはあるが、真下にあるなんて幸運なわけないじゃないか、とガスパーニュは思いながらも、とっておきの秘ひ策さくには自信があったので、得々と説明する。

「ほら、こいつを見てみな」

　盗賊は妙なものを取り出した。

　木で組んだ杖つえくらいの長さの道具だ。片方の端には、細い指のような金属があって、まるで掌てのひらを二つ合わせたようになっている。そして、反対側の端には握にぎりが二本ある。その握りの下に紐ひもが付いていて、一見して何かをつかむための道具というのはわかった。

「これがあるとだな、たとえば、そのおまえさんの大事な商売道具だって」

　道具の端を握ったガスパーニュは、それをぐっと握りしめた。

　と、エンリケが思ってもみなかったことに、その杖のような道具はたちまち蛇へびのように鎌かま首くびをもたげると、あらぬ方へすっと伸びて行くではないか。よく見ると、組みあわさっていた木が伸び、それでこんなに長くなるのだとようやく納なつ得とくがいった。

「ほう、なるほど。それでつかもうというわけですね、器用なことだ。だけど、ぼくのコルドとは向かっている方向が全然ちがいますけど」

「へっへっ、そいつはおまえさんを驚おどろかすためなんだよ」

　まるでいたずら好きな少年のような笑みを浮かべると、ガスパーニュは握りを片手に持ち替え、空いたもう一方の手でそばの紐をぐいと引いた。

　すると、伸びていた長い腕のような組み木が途中からぐいと曲まがり、エンリケの後ろにあった楽弓に向かったではないか。見る間に、そいつは先の掌になったような部分でコルドを持ち上げようとする。

「ふーん、それくらいの重さのものをつかみ上げられるとなると、壺くらいなら大だい丈じよう夫ぶでしょうね」

　大事な商売道具が、ガスパーニュの思いのままにつかみ上げられるのを見ても、エンリケはあわてる風もなく答えた。このあたり、物に動じないところがいかにも彼らしい。

「とまあ、こういうわけだ」

　相手がもっとあわてふためくことを予期していたガスパーニュだが、期待外れに終わったのでちょっとつまらなさそうだ。

「だから、おれがあの館やかたの天井裏に忍しのび込めれば、もうこっちのものってことよ。問題はだな──」

「どうやって、そこまで行くかってことですか？　いやいや、あなたのことだ、それももう解決済みなんでしょうね。館が閉まるまで、中に隠かくれている？」

「ちがうちがう、そんな安直な手が使えるか。館内は衛えい兵へいがちゃんと見回ってるしな。隣となりから忍び込むんだよ」

「隣りって……あっ、そうか。坂道にこの建物は建ってるんですね！」

　これはエンリケにとっても、盲もう点てんをつかれたといっていい。

　普通の街なら、そんな天井の高い建物に、衛兵の注意を引かず、地面から忍び込むことは難むずかしかっただろう。ところが、ここは坂の街ウォーレスなのだ。背面に普通の高さの建物があるだけで、その上からの高さは陳列館の天井くらいにはなるはず。

　なるほどと、エンリケはうなった。

「そうだ、あそこの近くを調べたが、ちょうど裏には金持ちの別宅となっている建物がある。ふだん主人は住んでおらず、家の管理を任まかされている夫婦がいるだけだ。昨日きのう外から見たら、館の天井と三階の窓は同じくらいの高さだった。ま、綱渡りはしないといけないが」

「もう、調査済みってわけですか。それで忍び込む間、ぼくにおとりとなってほしいと」

　ガスパーニュは当然というようにうなずく。自信満々といった顔つきだが、じっさいに気づかれずに渡れるかどうか、そいつは当たるも八はつ卦け、出たとこ勝負というようなことはおくびにもださない。

「おとりといっても、裏にいる衛兵が簡単に誘おびき出せるとは思えないですが。目立ちすぎると、中も警けい戒かいされるでしょうしね──」

「だから、おまえさんに、こうして何とかならないかと頼たのんでるんじゃないか」

「そうですね。じゃあ、まあ、なんとかしますよ。そういえば、ミランダの知り合いの占いばあさんがなんか妙なことを言ってたのを思い出したので、ちょっとそれにも当たってみましょう」

「おい、ミランダが何か言ってたのか？」

「ミランダじゃありませんよ。その知り合いのばあさんです。みっともないから、ちょっと名前が出たからといって、あわてないでください」

　こうして、エンリケは楽弓を肩にかつぐと、何事もなかったかのようにガスパーニュの隠かくれ家を去った。

　翌日、ガスパーニュは頼んでおいたエンリケが、衛兵を引きつけるのは大丈夫だろうと告げたので、ほっとはしていた。と同時に、思いもかけない説明を受けたのだが、それは信じるよりほかなかった。

　盗とう賊ぞくははやる気持ちを抑おさえて、続く四日間を待った。




　かくして、いまガスパーニュは隣りの建物に忍しのび込み、そこから綱を投げわたそうとしていた。

　綱をしっかりと掛ける自信はある。陳列館の屋根は丸い帽ぼう子しをかぶったような形をしていたが、真ん中に尖せん塔とうのような飾りが細く突っ立っているので、これに引っ掛けるのは楽だ。

　こうしたものを引っ掛ける術は、盗賊組合で嫌いやというほど叩たたき込まれる。綱は特別に人間の髪かみで編んだもので、軽くて丈夫。ガスパーニュくらいの体重がかかっても簡単に切れたりはしない。

　窓から建物までの距離はそれほどではなかった。彼くらいの盗賊になれば、これを渡りきることくらい難しくはない。小さい頃から鍛きたえた腕わん力りよくと、日頃贅ぜい肉にくをつけないようにしている彼のひきしまった体つきなら、ものの数分もあれば渡りきれるだろう。

　問題はただ一つ。たまたま下から見上げられて、見つからないかということだけ。

　綱くらいなら、細いからわからないだろう。だが皓こう々こうと月が照る中、いくら黒装しよう束ぞくに身を固めたとはいっても、そんなものが動いていたなら、だれも鳥だなどと思わないはずだ。

　斜ななめ下を見ると、衛兵が一人見える。さっきからその辺りを行きつ戻もどりつしながら、角の向こうにいるもう一人と近づいては離れたりを繰くり返している。

　こいつ、どうせなら真下でじっとしていてくれれば楽だな、とガスパーニュは思った。

　人間は、真上には意外に気がつかないものだ。真下にさえいてくれる限り、見つからない自信はある。困るのは、ちょっと離れたところから上を見られたら、そう、建物の角を曲ったとき、なにかの拍ひよう子しに斜め上を見られたりしたら、たちまち見つかってしまう。

　おい、ほんとにエンリケは大丈夫なんだろうな、とガスパーニュが不安に思った瞬間──

　建物の向こう側から、弦の調べがかすかに流れてきた。

　始まったか、と思っていると、しばらくして呼び笛ぶえも聞こえた。

　斜め下にいた衛兵も、それには気がついたようだ。ちょっと躊ちゆう躇ちよしたものの、角を回ってそちらへ向かおうとしている。

　いまだ!!

　ガスパーニュはぐいっと綱を握った。




　ボイドはいい加減、嫌気がさしていた。今回の陳列館の警備というのは、そりゃ、名めい誉よある仕事かもしれない。いつもの水神祭で群衆を遠のけるような、体力のいるわりにつまらない仕事よりましなのはまちがいないだろう。

　だが、それも警けい戒かいする価値があってのこと。最初の数日は、ここの展示物を狙ねらう輩やからがいるかもしれないと肩に力がはいったし、盗賊組合が狙っているという噂うわさもどこからか流れてきて、神経の張り詰めた一日を送ったものだが、それもいまではばかばかしくなるほどの平へい穏おん無ぶ事じぶりだった。

　そのくせ仕事そのものは変わらない。ほとんど立ちっぱなしで、用もなく見張るというのは、ボイドのような血けつ気き盛さかんな若者にとっては苦痛でしかなかった。

　ちっ、おもしろくもねえ、ちょっと用をたしにでも離れてやろうか──そう思ったときだった。角の正面に、だれかの白い姿が浮き出たのだ。

　ぼ、亡ぼう霊れい?!

　途端に、ボイドは出したいものも出なくなった。もともと、この館に今回展示してある品にはあやしいものも多い。呪のろわれた壺つぼとか、あやしの笛とか、妙な因いん縁ねんのあるものばかりだ。こんなものを街の文化資産だとかいって展示する領主の気もしれないが、そうしたものを嬉うれしそうに見にくる輩が多いのにもあきれるばかりだった。

　ふん、俗っぽくて迷めい信しんぶかいやつらめ──ところが、そうしたボイド自身、何だかんだいって、実は亡霊めいたものに恐怖心を抱いていた。

「き、きさま、怪あやしいやつ、正体を名のれ！」

　と、相手は、肩にかけていた何かの道具を手に持つと、それを撫なではじめた。かすかな曲の音が辺りに響く。

　このときになって、ようやくボイドにも相手が亡霊などではなく、生なま身みの人間であることがわかった。

　男だ。黒髪をしたなで肩の、ひげ面だがなかなかの美男といってよいだろう。手にしている楽器はコルドか。普通のものよりやや大きいが、そこから流れだす響きは、思った以上に人の気持ちをなごませるようにも感じられた。

　だが、いまはそんな気分に浸ひたってはおれない。

「おい、貴様、あやしい曲を流しおって。流しの唄うたうたいが、いま頃何の用だ。それをやめんか！」

　ボイドは怒ど鳴なりながら、まだ不気味な気もしたので、用意していた、仲間を呼び集める呼び笛を鳴らした。

　かん高い音に、相手は楽器にかけていた指を止め、にこりとする。この男、妙に落ち着いている。

「冬の寒空にお役目大変と思い、一曲つまびかせてもらおうとしただけなのに、不ぶ粋すいな方だ」

　衛兵が二人、駆かけつけてくる。後の一人も、何事かと建物の角から首をのぞかせた。

「こんな夜よ更ふけに不ふ審しんなやつだ」

「そもそも、ここがどこだかわかっているんだろうな？」

　駆けつけた二人が詰きつ問もんしてくる。全員が若い。

　紋もん切きり型がただなあ、だから、見張りでお役目大変と言ってるじゃないか、と内心思いながら、エンリケは答えた。

「お言葉ながら、わたしも歌い手でして──吟遊詩人というのはそういうものです。歌いたくなったら、歌う。決して日々の生活のためだけに楽器を奏かなでているのではありません。今こ宵よいは特に月も冴さえざえとして、気がたかぶるものですから、散歩がてらに一曲と思っただけです」

　このまましばらく話を続けていれば、ガスパーニュのことだ、すぐに陳列館に潜せん入にゆうして目当てのものを盗みだせるだろう。エンリケは時機を慎しん重ちように測はかっていた。

「馬鹿もの！　いまここの建物には重要な逸いつ品ぴんが展示されておる。貴様のようなうろんな風体の者にうろつかれても困るのだ。早く立ち去るがいい」

　相手が危険でないと見てとったか、若い中でも隊長格の男が傲ごう慢まんな態度で口を切る。

　その厳しい言葉にもエンリケは落ち着いていた。思ったよりも簡単に、多くの衛兵が集まってきてくれたものだ。おそらく、本音は彼らも退屈で、何か事件のきっかけがほしかったのだろう。

　吟遊詩人の頭には、あともう少しで充分という考えがあった。歌一曲くらいだろうか。粘ねばるとややこしいことにもなりかねないが、交こう渉しようには自信がある。ここは予定どおり押し通してやろう。

「ほう、これは険けん吞のんな。わたしも歌い手のはしくれ。では、別れの歌だけでも一曲。あなたがたも、人に厳きびしく当たってばかりいると、この曲のようになりますよ」

　そう言って、エンリケは弦げんをかきならした。




　これは　とある国での物語──




　かつて　弓ゆみの名手と呼ばれる若者がいた

　その腕うでは見事　若者の弓にかかれば

　落ちぬ鳥はなく　逃のがれる獣はないというほど

　ある日　この若者の技わざを見た王女は

　たちまち若者に恋をしてしまった




　だが　いかに弓の名手とて　世の中にはうとい

　王女の想おもいに　若者を妬ねたむ者がいた

　それは王女を守る衛士の長
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　かの男も見み目め麗うるわしく　弓の腕確かにて　王の受けもよく

　やがては王女の夫にと　栄達の道は開けていた




　エンリケの歌は続いた。最初はどうすべきか迷っていた隊長格の男も、まあ普通の歌くらいならと考えたようだ。いや、むしろその体つきからは想像できないエンリケの朗々たる声に、少しは引き込まれていたのかもしれない。

　エンリケはときどき辺りを見回しながら、歌を続けた。




　やがて　王は王女の相手を決めねばと考えた

　王女の想いは若者にあるが　衛士の長もなかなかの男

　ここは弓の試合で　決着をつけさせよう

　的には小さな鳥を放ち　それを射い落おとすがよい

　それを見れば王女とて　心を決めねばならぬはず




　衛士の長はこれを聞き　なんとかせねばと考えた

　あんな男にむざむざと　己おのれの邪魔をさせてはなるものか

　そして　試合に近い夜　長は衛士と計らって

　若者を捕とらえて詰つめ寄った　貴様　王女を諦あきらめねば

　二度と弓を引けぬ体にしてやると




　若者にとって　弓の腕こそ己れの命

　それを捨てよと言うのは　あまりに酷むごい

　けれども若者は　王女への想いも強かった

　ここで　弓を取って消えるなら　王女の悲しむ顔が目に浮かぶ

　これを聞いた衛士の長は激げつ昂こうし　無む残ざんにも若者の腱けんを断ち切った




「もういい！」

　さすがに侮ぶ辱じよくされたと思ったのか、隊長格の男が割り込んだ。しかし、エンリケは意に介さない。その声にはますます張りが出て、周囲を圧するようだ。




　さて　当日の弓比べ

　想ったとおり　若者は現われず

　衛士の長は楽々と　居並ぶ鳥たちを射落とした

　さあ　王女よ　気づかれたか

　わたしの腕に　かなう者がおりましょうか




　そのとき　意外なことに　件くだんの若者が現われた

　若者は言う　事情によって　鳥は射落とせませぬが

　それでも　わたしはこの方と　弓を比べて見せましょう

　驚く王と王女の目の前で　取り出したるはいつもの弓

　それを胸に当てつつ若者は　片手で弦をつまびいた




　そこに流れたるは　王女への熱き想いを語る歌

　その音色　その言葉　すべてがこの世のものとは思われず

　みながみな　しばし想いにふけりて　言葉もない

　何より驚いたのは　居並ぶ小鳥たちもがこの曲に

　魅みせられ　すべてが若者に寄り添そったこと




　衛士の長は顔色を変え　これは認みとめられぬと叫んだが

　いずれが見てもこの勝負　若者の勝ちはゆるがない

　王女はこの若者に駆かけ寄って　その姿をかき抱く

　王もこれに　言葉を添そえて祝しゆく福ふくした

〝楽と武とを備そなえたおまえこそ　まさしく娘にふさわしい器うつわかな〟と──




「もういい、と言っておるのだ。おい、こいつをふんづかまえろ！」

　衛兵たちが向かってきた。

　そのとき、エンリケは待っていた時が到来したのを知った。

　空を見上げて、指を差す。

「見よ、あれを！　あなたたちのように呵か責しやくなき者の上には、天てん罰ばつが下るのだ！」

　詰つめ寄ろうとした一人は、しかし、横のもう一人が口をあんぐりと開け、立ち止まったのを見て、自分もそちらに視し線せんを向けた。

　月が暗くなっている。

　雲か？　おかしい、今日は雲ひとつない月夜だったのに──

　おおっ、月が！　月が消えていく。

　丸く、青白い光を投げかけていた夜空に輝かがやく白球に、いま黒い影がくっきりと重なりつつあった。いや、こうした〈蝕しよく〉のあまり知られていない世界にあっては、まさしく月がその姿を消していくように映ったとしてもなんら不思議はない。

「つ、月が……」

「どうなったんだっ?!」

　二人の衛兵は、気もそぞろな表情だ。

「うぬっ、貴様、妖よう術じゆつの使い手であったか！」

　隊長格の男は必死の形ぎよう相そうだ。

「ちがう、わたしは何もしていない」

　エンリケは両手を広げて、何も知らないという動作をしてみせた。先の大おお仰ぎようなセリフに比べると、拍子ぬけするような気弱な態度に見えるが、それが似あうところがいかにも彼らしい。

「……ただ、こうしたことが起こるのも、あなたがたの心が疑ぎ心しん暗あん鬼きで曇くもっている証しよう拠こ。それでは、天が怒って、どのようなことが起こるやもわかりません。そうならないためにも、ここはまず心を開き、祈いのったほうがよいと思いますね。このままだと月は消えてしまいますよ」

　言葉どおり、月はますますその姿を欠けさせていく。暗さが増してきた。

　衛兵たちは不安に畏おそれおののいている。

　無理もない。かれらはただの警備兵なのだ。そして、若い。もし、かなり年長で、さまざまな世界を旅でもしておれば、〈蝕〉について経験していたかもしれないが、そうではなかった。こんな天てん変ぺん地ち異いにも似た状じよう況きように放り込まれれば、おのれに力がないと思い込んでもしかたがないだろう。

　エンリケはひざまずいて、それらしい祈りの姿勢をとった。うっすらと目を開けると、衛えい兵へいの一人がたまらずひざまずくのに応じて、全員が両手をかかげて祈りはじめている。

　人間って、もろいものですね。

　内心そう思いながら、エンリケは月の姿が完全に隠れてしまうのを待った。




　衛兵が必死の思いでひざまずきながら祈っている頃ころ、ガスパーニュも必死の思いだった。

　綱を掛けるのは楽らく勝しようだったが、張り渡されたその上を這はうように進むのは、いつもながらじれったい。直線の距きよ離りにしてみればそう大したことはないが、いつ衛兵が戻もどってくるかわからないという焦あせりで、かえって進行が遅おそいように思えるのだ。

　ガスパーニュの装しよう束ぞくは、まさしく〝闇やみ夜よのカラス〟だったが、こんな頼りない格かつ好こうでナメクジみたいに進んでいるカラスは見つかったら最後、射落とすには最高の標的だろう。

　幸い、建物の表からは、エンリケの楽の調べがかすかに聞こえてくる。まだ、衛兵たちを何人かは引きつけていてくれるのだろう。

〝……つっ！〟

　そのとき、手が滑すべった。盗とう賊ぞくの体はたちまち反はん転てんしてしまう。

　くそっ、よりにもよって、こんなときに──と呪のろったガスパーニュは、ふと空を見上げて驚おどろいた。

　月が欠けばじめている！　これは、エンリケの言っていたとおりだ！

　こんな経験は、盗賊にもなかった。吟遊詩人が月に妙なことが起こると告つげていたものの、所しよ詮せんは相あい棒ぼうが衛兵を引きつけてくれればいいとだけ思い込んでいた彼は、予想外の出来事に心底びっくりしてしまった。

　だが、驚くと同時に、そうした事態にもすぐ適応できるのが、ガスパーニュのいいところだ。

　これならうまくいく！　エンリケ、おまえはたいしたやつだ。

　確信にも似た思いで、盗賊はそれならと態勢を逆にしたまま、館やかたへと進んで行った。月が徐々に欠けていくのを興味深げに見守りながら。




　館へと渡りきれば、屋根から中へと侵しん入にゆうするのは造ぞう作さもない。頭に叩たたき込んだ建築様式についての図面に沿そって行けば、中への入り口はすぐに見つかった。

　そして、もくろみどおり、天井の一部をはがして下を覗のぞき込む。

　館内はもちろん暗い。だが、外の闇夜とはちがって、真っ暗ではなかった。

　片かた隅すみがぼんやりと明るいのは、中を警けい備びしている者のランタンによるものだろう。

　外ばかりか、中もちゃんと警備させている領主の抜け目なさはさすがと思えたが、ランタンがちらとも動かないのを見れば、ここの衛兵も自分の職務に飽あき飽きしているのはまちがいなかった。

　ぐずぐずしてはいられない。背中に畳たたみ込んでいた〝魔法の手〟を取りだす。目指す壺つぼは、予想どおり部屋の真ん中辺あたりに展てん示じされている。

　もちろん、館内はランタンの灯りくらいではほとんど見えないが、ガスパーニュも盗賊だ。暗くても少しばかりの光があれば、もののありかを見抜く技量は身につけている。

　そっと道具の腕を伸ばしていく。壺は台座の上に、四辺を透とう明めいなガラスで仕切られて、鎮ちん座ざしていた。遠くからでも、妙に存在感があるように思えるのは気のせいだろうか？

　しかしなあ、こんなに四辺を仕切って、抗こう魔ま法やら、罠わなを下に仕掛けても、上側がお留る守すだとはねえ。頭隠かくして尻しり隠さず、いや、その逆か、かわいいもんだぜ──と、盗賊は口くち笛ぶえでも吹きたい心しん境きようだった。

　ある距離まで伸ばした〝手〟を、今度は下に向ける。手の先が仕切りの中に潜もぐり込んだ。

　よしっ、つかんだ！　後は、持ち上げればいいだけだ。

　そう思った瞬間、自分の脇わきを何かが走ったので、ガスパーニュの指先の感覚が微び妙みように狂くるった。

　ネズミか?!

　ほっとはしたものの、〝魔法の手〟は敏びん感かんなもので、せっかくつかみかけた壺が滑すべって落ち、ごとりという嫌いやな音とともに、ケースの中で横倒しになってしまった。

　まずい!!

　さすがにその音には、衛兵も気づいたのだろう。遠くのランタンの灯あかりが動きはじめる。巡じゆん回かいしようとしているのだ。

　ガスパーニュはこれまでにもまして、指先に集中した。さいわいランタンの灯りくらいなら、見える範はん囲いは限られている。しかも、人間なら、こうした場合、本能的に真横か下を注意するはずだ。早いうちに吊つり上げれば、いや、待てよ、このまま何もせずにいて、やり過ごすというのは……駄だ目めだ、壺は横向けに倒れている。見回られると、ここが妙だと気づかれてしまう。いましかチャンスはない。

　用心深く、再び〝魔法の手〟を操そう作さする。今度はしっかり取っ手に引っ掛かった。思い切って、すっと真上に吊り上げる。それから、角度を調ちよう節せつしつつ、伸びきった〝手〟の長さをあっというまに縮ちぢませた。

　やった！　お宝いただきよ!!

　いつも思うのだが、この釣り上げた瞬間の快感。これがあるから盗賊はやめられない。もちろん、金目あてで盗ぬすむ輩やからや、人をいやな目にあわすのが快感でこうした職業を営いとなむ者も多いのだろうが、ガスパーニュにとって自分が盗賊であることを実感できるのは、やはりこの瞬間以外にはなかった。

　警備の衛兵は、さっきまで壺があったところにようやくたどり着いたところだ。

　ガスパーニュは相手が驚く様さまを目にしておきたかったので、天井の蓋ふたをほんの少しだけ開けて、それを眺ながめていた。急いで逃げるにこしたことはないが、おまけの楽しみを少しくらい味わわせてもらってもいいだろう。

　案の定じよう、衛兵は壺がきれいに消えているのを見つけると、口をあんぐりと開けた。オーバーにランタンまで床ゆかに落としている。それからあわてて、外の衛兵に知らせようと、出口に駆けだした。

　あいつ、外に出てからもまた驚くことになるんだろうなあ。

　そこまで見届けることなく、ガスパーニュは来た道を音もなく引き返しはじめた。天井ではネズミだけが、何があったのかわからないまま、あたりをうろついていた。




「しっかしまあ、おまえの言った通りだったぜ。こんなこともあるんだなあ」

　しばらく後、ここは領主の陳ちん列れつ館かんからかなり離れた水路沿いの道。ガスパーニュとエンリケは肩を並べながら、先日二人で作戦を練った隠れ家へと向かっていた。

「ミランダの知り合いの占うらないばあさんに教えてもらったんですよ。ばあさんは予言めかすので、何が起こるのか理解するのにちょっと時間がかかりましたけど。まあ、ぼくはこうした〝月隠し〟の話を、東の地に行ってた頃に聞いてましたから」

「だけどよ、月にちょっと変わったことが起こるから、あの時刻に忍しのび込めとだけ言われたときにゃ……おれは悩んだぜ。おまえが、その楽器でなんとか引きつけてくれることだけは信じてたけどな」

　ガスパーニュは壺をお手玉のように弄もてあそびながら、正直に告つげる。こんなに気分が浮き浮きするのも珍めずらしい。

「まあね、歌である程度の時間を稼かせげるのはまちがいなかったですから。それはそうと、その壺どうするんです？　組合に渡すのなら、早くした方が。まあ、すぐに衛兵に見つかることはないでしょうけど、組合に渡してしまっておけば、こちらは何の心配もないし」

　いつもと同じ口く調ちようながら、エンリケの顔を見てガスパーニュはにやっとした。吟ぎん遊ゆう詩し人じんはもう変へん装そうを落としていたが、それでも髪かみの色とか普段とちがう感じなのがおもしろい。

「実はな、最初のうちは奪とってきたら、即そくジョニーに叩たたきつけてやろうかとも考えたんだが、いまとなっちゃなあ。言われたとおりにするのも、ちょっと癪しやくに触ると思わないか？」

「ま、あなたにしたらそうでしょうけど……」

「せっかくのお宝だ。もっとよく見てみよう」

　いまはもとに戻もどった月が皓こう々こうと照らすなか、盗賊は立ち止まって壺を掲かかげた。

　これまでは盗み出すことに必死だったせいか、二人ともそれを間近に見てはいない。

　壺はやはりここでも、不気味というか、特異な存在感を持っていた。首が細く、取っ手が大きい。ウォーレスの流儀では、普通、そんなに大きな取っ手がついた壺は作られないことから、やはりこれが遠い過去の遺い物ぶつであると納なつ得とくさせられた。表面には複雑な渦うずの紋もん様ようが描えがいてあり、それに沿って見たこともない文字が印しるされている。

「何て読むんだろうな、これ」

　盗賊は柄がらにもなく、字を読みたげにためつすがめつした。

「さあ、ぼくにもわかりませんね。こんな字は見たこともない」

「だけど、なかなか綺き麗れいな形をしてるじゃないか」

　盗賊はあらためて惚ほれ込んだように言う。

　不思議なことが起こっていた。壺をじっと見つめるガスパーニュの心には、それを不気味に思ったり、金目当てに売り払いたいというような気持ちは、いまはまったくなかった。自分に美術品の価値がわかるとは思えなかったが、なんだか妙に手になじみ、おそろしいというよりも、むしろ美しくて保持しておきたいという気になってくる。

　どうせ盗賊組合に渡したところで、故買屋に売り払われるか、街との間で争そう奪だつ戦せんが繰くり広げられるに決まっている。手て触ざわりといい、形といい、これは一つの芸術品──というよりも、造つくり主が愛着を込めて作ったのがありありとわかるのに。

　それくらいなら、これでもうお尋たずねものとなる身だ。こいつを持ったままトンズラしたってかまわないじゃないか。

　確かにそれは、盗賊組合に属ぞくす者にとっては、らしくない思考といえるだろう。彼らは盗みのプロだ。奪ったものは、ちゃんと組合を通す。そうしないと、報復が恐ろしいこともあるが、通す方が楽だし、むしろそうした手順が日常となっていて、誰だれも疑問に思わないのが普通だった。

　だが、ガスパーニュにとっては、じつはきちんと仕事をこなすことより、こうした不可能と思える盗賊行為に挑いどもうということ自体が重要だったのかもしれない。それが果たされたいま、壺を見ていると、あとは盗賊の義務を果たすだけ、なんていうのは馬鹿馬鹿しくも思えてくる。

　こいつをミランダに贈おくってやろうか。あいつなら大事にするだろうしな。そうか、このままミランダと壺でも持ってウォーレスから逃げだしゃいいじゃないか。

　そのときだ。


　ワレニ従イテ、文字ヲ唱となエヨ



　ガスパーニュの頭のなかに響いてくる言葉があった。

　それは唐とう突とつで、一瞬、誰だれかがしゃべったのかとも思えたが、口く調ちようからしてそばにいるエンリケでないことは確かだった。


　んっ？　この文字のことか？



　いまのは何だったのだろうといぶかりつつ、盗賊は壺の字を眺ながめてみる。

　急に目の前の焦しよう点てんがぼやけ、それが再びあわさるような感じがした。

　それは、めまいにも似ていた。

　と同時に、壺の文字が蛇へびのようにのたくったかと思うと、これまでとはちがって理解できる文字に変わったのだ！

　ガスパーニュは呆ぼう然ぜんとする。

「どうしたんです。なにか遠いものでも見るような顔つきしてますよ。あなたらしくもない」

　エンリケが茶化すように言う。ガスパーニュは首を振った。

「いや、なんかここに書いてある文字が読めるような気がするんだ。ちょっと唱えてみようか」

　思いもかけない言葉に、またこの男特有の冗じよう談だんでも言っているのかと、吟遊詩人は相手の顔をまじまじとみつめたが、ふざけた様子はかけらもない。

「まあ、無理でしょう。止めた方がいいですよ。〝魔神の壺〟だって評判もあるくらいですから、そんなものが出てきたら、こっちはとても手に負えない」

「だけどよ、逆にそいつが恩に着てくれたら、三つの願いとか聞いてくれるかもしれないじゃないか」

　そんなことはいま思ってもいないのに、おくびにもださずガスパーニュはそう主張する。

「まあ、本当にそうなら好こう都つ合ごうですけどね。やりたければどうぞ」

　エンリケの言葉に盗賊はムキになったかのように答える。

「おい、おれだって、一度は召しよう喚かん術じゆつを習ったこともあるくらいなんだぞ。やればできるかもしれん」

　まじめな顔つきの盗賊を見て、エンリケもひょっとしたらと思い直した。これだから、この男につきあうのはおもしろい。ときどきトラブルを抱かかえてくるのが難なん点てんだが。

　エンリケはガスパーニュが壺を置くのを半信半疑で見守っていた。




　ガスパーニュは地面の壺のそばに立ち、頭に焼きついた言葉を唱えた。

　意味はまったくわからない。ただ、どう読めばいいのかがわかり、そこそこ長い文句だったのに、自然と頭に入ったのだ。

　詠えい唱しようはほんの短い間、続いただけだった。

　壺に変化は見られない。

　警けい戒かいしてちょっと遠のいたエンリケも、拍ひよう子し抜ぬけしたようだった。

　間の悪い沈ちん黙もくがある。

　ガスパーニュはますます意地になったのか、少し顔を赤らめて、もう一度唱えはじめた。今度は前よりもはっきりと、歌うようなリズム感がある。確かに本人も言うように、だてに召喚術を習ってはいなかったようだ。

　と、壺の口から煙けむりのようなものが立ち昇のぼりはじめる。

「こ、これは……」

　冷静なエンリケは、さっと警けい戒かいの姿勢に入った。これまで肩にかけていた楽器を弓ゆみのように構え、片手をすばやく背にまわして矢をつかむ。さっきの彼の歌ではないが、この楽器はいつでもこうして武器に早変わりさせられるのだ。

　ガスパーニュはいまでは没ぼつ入にゆうしきっているのか、瞑めい想そうするように目をつぶって古いにしえの言葉を詠唱し続けるだけだ。

　月明りのなか、まだまだ冬のさなかにあるウォーレスの水路のそばに、こぶりな壺が鎮ちん座ざし、そこから煙が上がっているさまを人が見れば、それはなんとも幻げん想そう的てきな光景に映ったことだろう。

　煙は地面のそばで大きな塊かたまりになったかと思うと、きらきらと輝きだした。

「ど、どうしたんだっ?!」

　ようやく瞑想から覚さめたのか、ガスパーニュが大きな声を出す。しかし、それに答えるものはいない。

「魔ま神じんか！」

　ガスパーニュとエンリケはいまや完全に警戒態たい勢せいに入っていた。とても太た刀ち打うちできない化け物が現われるにせよ、せめてそれを見み極きわめなければ。

　いったん塊となった煙は、折からの水路をわたる風によって晴らされつつあった。

　その後に見えたものは──

「な、なんだあ?!」

　二人の口から、すっとんきょうな言葉が発せられた。

　無理もない。

　煙の消えた後には、魔神どころか、小こ柄がらな若い娘がきょとんとした顔をして取り残されていたからである。

　若い娘？　そう、確かに見た目はまだ十代だ。ウォーレスでは目にすることもないような、異国風の飾かざりの多い派は手でな衣い裳しようを着ている。

　あどけない顔だちをしているが、そこにはどことなく気品も漂ただよっている。特に目立つのは、きりっとした目だろう。吊つり上がっているとか、切れ長とかいうのではなく、くっきりとしているのだ。特に隈くまどりをしているのでもないのに、相手を吸い込むような印象を与える。そう、何か、猫ねこを思わせるような目。

「お、おまえ……」

「何者？」

「あなたたちは？」

　三人が三人とも、まるで奇き妙みようなものでも見るような顔つきで、互いを見やった。

「こ、これはランプの精せいか？」

　横のエンリケに、ガスパーニュがつぶやく。

「ランプじゃなくて壺つぼでしょう。まあ、それはどうでもいいか……言葉がなんとなくわかりますね。発音は妙だけど」

　娘は何も言葉を返さない。まじまじと見つめながら、二人のやりとりにただ耳を傾けている。

「おい、エンリケ、何とかの精ってことは、こいつもとんでもない力を持っていて、壺から出してやった礼にこっちの願いを聞いてくれるってことか？」

「さあ、そういうのにもいろいろいますけど、見たところ壺の精というより、使い魔かもしれませんね。猫みたいな感じもするし」

　相変わらず、相手はこちらを見つめている。しばし考えたガスパーニュは、やおら口を開いた。

「やあ、壺の精さん。あんた、とんでもない力を持ってるよな」

　娘は少し首を傾かしげる。

「ちから？」

「ああ、願い事をかなえるような不思議な力さ。そいつを貸してくれるよな。壺から出してやった代わりに」

「ねがい　かなえてくれる？　ちから　かす？」

「ああ、だから、あんたの力をちょっと見せてくれ。宝でも何でもいい」

「かわりに　たから　ほしいのか」

　首を傾げていた娘は、やがて理解したのか、こっくりとうなずいた。そして、ちょっと背を向けたかと思うと、また向き直り、片手を差し出した。

　その掌てのひらの上には、なにやらきらきらと光るものがある。

「おっ、そいつは」

　ガスパーニュはすばやく手を伸ばして、それをかすめとる。娘はあわてて手を握にぎったが、さすが盗賊、ガスパーニュは奪うばったそれを、もう目の前で念入りに調べていた。

　その顔が驚きとも喜びともつかぬものに変わる。

「おい、エンリケ、とんでもないぞ、こりゃ、アーモンド石みたいだ！　それもでっかい」

　思いがけない状じよう況きようになったことで、さっきまでの壺への思いはどこへやら、ガスパーニュの盗賊としての本能がむくむくと頭をもたげていた。


　こいつは、思ってたよりすごいお宝を見つけたのかもしれないぜ。



　状況に適てき応おうするのがすばやいのは、彼の持ち味でもある。だからこそ、彼は何のつてがなくとも、この街で盗賊として生き抜いてこれたのかもしれない。

「なあ、娘さん、三つの願いはこれからだからな」

　ガスパーニュは冗じよう談だんめかして、自分をじっと見つめる娘ににっこりしながら指を三本たてた。魔神の聞いてくれるという三つの願いを、これくらいで浪ろう費ひしてしまってはたまらない。

　と、それを見た娘は驚おどろいたように口を開いた。

「ねがいを　みっつ　きいてくれる？　ほんとう？」

　その表情は、これまでのとまどったようなものから、明らかに喜びに変わっている。

「ん？　願いをきけ？　それはこっちの言い分だろうが」

　もくろんでいたのとまったくちがう話のなりゆきに、ガスパーニュはあっけにとられた。

　しかし、娘は、目を剝むいている盗賊にもまったく臆おくしていない。

「よかった　かみよ　かんしゃします！」

　何やら両手を広げて、感かん謝しやしているようだ。

「ガス、ガス、話が通じていませんよ。どうも片かた言ことなので聞き違えているらしい。もっと、落ち着いたところでゆっくり話した方が……」

「わかった、わかった。話をゆっくり聞いてやろう」

　うなずくガスパーニュ。と、相手に承しよう諾だくされたと思ったのか、突然、娘は感きわまったように盗とう賊ぞくに駆かけ寄ると、その体に両腕を回した。小柄な娘だと思っていたのだが、予想以上にその手ごたえはしっかりしている。彼女の周囲から、ガスパーニュがこれまで嗅かいだことのないような気持ちのよい匂においが漂ただよった。普段なら、まあ、いつものことさと、にやつくガスパーニュだが、さすがにこの成り行きには焦あせっている。

「ちょ、ちょっと待てよ、あんた、そんな勝手に決められちゃ……」

　エンリケは、こうしたことには慣れっこになっているので、ああ、またかと肩をすくめ、顔を横に向けた。

　どうも何だかよくわからないが、この娘は魔神や使い魔とは思えない。あまりにも人間くさいからだ。とにかく話を聞いてみるのがいちばんだろう。

　そのときだった。

　横を向いたエンリケの視し界かいの隅すみで、ちらっとマントのようなものが動いた。角の建物の奥だ。

　誰かいる！

「ガス、そんなことをしている場合じゃない！　貴様、何者だ!!」

　指を差して叫ぶ。

　追っ手の官かん憲けんか？　エンリケの頭には、まっさきにそのことが頭に浮かんだ。〈蝕〉の後、数十分はかれらもまごついただろうが、それが終われば、自分たちがハメられたとわかって、すぐに捜そう索さくの手を伸ばしはじめるはず。

　ガスパーニュもすぐに娘の抱ほう擁ようを振りほどき、彼女を後ろにかばいつつ、エンリケの差す先を見つめた。

　答えはない。

　が、やがて、角から男の姿が一つ現われた。

　追っ手ではないだろう。一人で現われたことからもそれは推すい測そくできるが、それよりも男の服装が衛兵風のそれとはまったくちがっていたからだ。

　赤紫の派手なマントをまとっている。頭には羽は根ね飾かざりのついた帽ぼう子し。口にはチョビ髭ひげを生やし、腰にはレイピアのようなものを差している。

　どこかの高級官かん吏りだろうか。だが、そんな男が、この夜よ更ふけにどうしてこんなところに？

　男は、ガスパーニュたちがなおも詰きつ問もんしようとするのを制するかのように、自ら喋しやべりだした。

「ネズミに名をなのる必要はないだろう。見たところ、どうやらその壺は領りよう主しゆの館やかたに飾ってあったものだな。貴様たちの方が、何者と訊きかれねばなるまいな」

　そう言って、にやっとする。その笑えみには暖かさなどかけらもない。それに、その言い草には、どことなく男が壺について何かを知っているにちがいないと感じさせるものがあった。

「さあ、何のことだ。上流階級のお方は、関係ないことに口をつっこまずに、おねんねしておいた方が身のためだぜ」

　ガスパーニュがすごむ。こうしたときの彼は、いかにも柄がらの悪い盗賊っぽく見える。普通の人間ならこれで尻しつ尾ぽを巻くはずだ。

　だが、男はまったく動じなかった。

「その壺は、おまえたちが持つようなものではない。素直に返してもらおうか。それに、そこのお嬢じようさんもな」

「断ると言えば？」

　ガスパーニュの答えに、男は顔をゆがめると、懐ふところに手を入れた。

　金でも渡すつもりか？

　だが、盗賊の思おも惑わくは見事に外れた。

「ならば、ゆっくりとあの世で反省してもらうまでだな」

　懐の手が現われたかと思うと、そこには一枚の札が握にぎりしめられている。ぎょっとするガスパーニュとエンリケを尻しり目めに、男はそれをさっと空中に投じた。




　風よ、波よ、遥はるかなる地より、

　われに従いし鱗うろこの強者どもを運べ！
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　札は折からの風にひらひらと舞い、水路の上に落ちていくかに見えた。が、落ちる寸前にある一点で静止すると、見る間に扉に変わり、その扉とびらがゆっくりと開きだす。

「貴様、召喚術師か！」

　愕がく然ぜんとしたガスパーニュが叫んだ。たしかに、召喚術師に定きまった服装というものはない。だが、たいていそういった者たちは、ローブ姿やもっとおとなしめの服装をしている。このいかにも洒落しやれ者ものといった風ふう体ていの男が、突然、そうした技わざを見せたのには、さすがの二人も虚きよをつかれた。

　扉から現われたのは、ぬめぬめとした膚はだをもつトカゲのような怪かい物ぶつだ。二本の足で立ち、そのいかにも爬は虫ちゆう類るいめいた顔からちろちろとした舌したを出している。リザードマンだろう。そいつらが三体、見る間に水路を登ると、腰に差していた反そり身みの剣を抜いて、盗賊たちに躍おどりかかってきた。

　二人のうち、先に反応したのはエンリケだった。最初、男を射とうかと考えた彼は、このリザードマンの突進にそちらに狙ねらいを変えた。

　それまで楽器であった弓ゆみが、たちまち武器としてうなりを上げる。

　矢は狙い過あやまたず、先頭の一体の目を射い抜ぬいた。そいつはたまらず、その場に立ち止まってもがく。

　しかし、もう一体が吟遊詩人に襲おそいかかった。

「うぉっと……危あぶない」

　エンリケは、かろうじて弓ごとその攻こう撃げきをかわした。

　後の一体は、当然のごとくガスパーニュに切り掛かっていく。

「てめえ、トカゲ野郎、丸まる腰ごしの盗賊しか襲えないなんて、なさけないぜ！」

　そいつが大きくぶんと振り回す剣を身軽な動きで切り抜けようとしたものの、ガスパーニュは娘をかばう姿勢でもあったので、脇わきに少しばかりの傷きずを負う。

「おい、エンリケ、召喚術師を狙わないとやばいぞ」

　ちょっと離れたところにいる吟遊詩人に、盗賊はわめく。

「でも、まずこいつをなんとかしないとね」

　さすがに弓をその場に捨て、小こ脇わきから抜いた小剣でリザードマンの剣を防ぎながら、エンリケは言い返した。

「それより、あなたも召喚術を使えるんじゃなかったんですか、ガス。なんとかしてくださいよ」

　危あやうい戦いであるにもかかわらず、エンリケの物言いはいまだ柔やわらかい。それを聞くと、ガスパーニュも少なからず心が落ち着いた。

「あいにく、いまは札の持ちあわせがないのさ。それより、壺の精さんよ、この場をどうにかしてもらえたら、助かるんだがなあ」

　下がるように後ろ手で押しながら、ちらっと見ると、娘はおびえたような目つきをしているだけだ。

　やっぱり、この娘、生なま身みの人間か。
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　ガスパーニュにも、いまはそう思えてきた。

　リザードマンは容よう赦しやなく武器を振り回してくる。なんとかその攻こう撃げきをかわしつつも、たちまち二人は娘を後ろに抱かかえ、水路際に追い詰つめられていった。

　そのとき、敵の召喚術師が懐ふところから新たな札を取りだした。

「少し下がれ、獣けものたち。てこずっているようだから、援えん軍ぐんを呼んでやろう。これで決まりだ！」

　そう言って、水路に向かってまたもや札を投じる。リザードマンはいったん下がり、新たな突とつ撃げき姿勢を整えていた。




　嵐あらしよ、水よ、われのもとに、

　猛たけき水の子らを運べ！
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　札が舞う。おそらく新たな水の怪かい物ぶつを呼び寄せるつもりなのだろう。

　盗賊と吟遊詩人は焦あせった。いまでも二人は丸腰に近く、攻撃を防ぎきれるかどうかわからなかったのだ。

　これはまずい、はさみ討うちだと逃げきれないぞ！

　ガスパーニュとエンリケが絶望感に捕とらわれかけたとき、意外なことが起こった。

　召喚術師の顔に、急に何かがかぶさったのだ。鳥のようなものが舞いおりてきて、ばたばたと男の顔をひっかく。

「うっ、なんだ、これは！」

　男はさすがにたまらず、集中を解といた。

　投げ上げられた札はむなしく弧こを描き、宙ちゆう空くうに一瞬とどまったかと思うと、その場で燃えつきる。

　召喚は失敗したのだ。

　しかし、リザードマンたちは召喚術師のあわてぶりもどこへやら、敵てきと見定めた二人に向かって、いままさに突とつ進しんしようとしていた。ガスパーニュたちに後はない。このまま、突つっ込まれれば、だれかが大きな傷きずを負わされるのは目に見えている。

「まずいな、水に飛び込むか」

「でも、水中でも負けますよ、やつらには」

　万ばん策さく尽つきようとする二人に、後ろから声がした。

「かがんで　めをつぶって!!」

　決心したのだろう。さっきからとまどいを見せていた娘は、そう告げるや、さっと薬指を伸ばすと、突進しようとするリザードマンの剣に向けて何かをつぶやいた。

　その瞬間、トカゲの剣が炎ほのおとも閃せん光こうともつかないめくるめく輝かがやきを発した。

　同時に、激はげしい爆ばく発はつ音おん。

　リザードマンに近い位置にいた召しよう喚かん術じゆつ師しは、この爆風をもろに受ける。

「ぐわっ！」

　悲ひ鳴めいとも叫びともつかない声を上げ、男は仰あお向むけざまに倒れた。男を襲った鳥も──どうやらフクロウだったらしい──その影えい響きようを受け、気絶してしまったようだ。

　しかし、もっとも影響を受けたのは、そばにいたリザードマンたちだ。剣を握にぎっていた一体は、激しい爆発に体を熔とかされて消しよう滅めつ。後の一体も致ち命めい傷しようを負って、倒れてしまった。

　後には、何もなかったような静せい寂じやくだけが残される。

「な、何だったんだ、いまのは」

「おそらく魔術か、この娘さんの力でしょうね」

　エンリケはじっと娘を見つめる。

　彼女は何も答えず、たたずむだけだ。

「あの鳥もか？」

「さあ、それはわかりません。フクロウみたいですけど。でも、あまりかかわっている時間はないですよ。こんなやつが現われたってことは、壺やこの娘さんを狙ねらってる連中がいるってことですから」

　エンリケは楽弓を拾い、大切そうに肩にかけた。

「そうだな、はやく隠かくれ家がに行こう」

　二人は壺つぼを持ち、娘の手を引くと、謎なぞの召喚術師とフクロウの出現に首を傾げながらも、足早にその場を去った。







　第二章　火トカゲ狩がり







　リコルらは入り組んだ街路を抜け、駆かけていた。クロックがどこでその争いを目もく撃げきしたのか、最初はわからなかった。しかし、フクロウが伝えてきた周囲の状じよう況きようを話すと、ベナウスにはおおよその見当がついたらしい。

「そいつは、〈時計小路〉を東に抜けた水路沿いの場所だろう。教会の時計塔がそばに見えてたんだからな。水路も幅はばが広かったようだから、そうなると、〈山の手水路〉の流れだと思うぞ」

　さすがに街まちをうろついていただけあって、道には詳くわしい。

　リコルもファラータも、通りの名前を聞いてもチンプンカンプンだったので、熊男が先導して進んでいく。

　街は夜もそこそこ遅おそい時間になって、人通りは少なくなっている。少し前に〈蝕しよく〉があったときには、外に出ていた人々が驚おどろいて、何事かとの喧けん騒そうもひとときはあったのだろうが、それも収おさまってからはふだんの様子に戻もどっていた。

　しばらく街を斜ななめに突つっ切って行くと、大きな水路が南北に流れているのに出くわした。これがベナウスの言う〈山の手水路〉らしい。

「そろそろ近いと思うんだが」

　ベナウスがそう言って周囲を見渡す。三人はここで二手に別れたが、水路沿いに少し南に歩いていったファラータが叫んだ。

「クロック！　大だい丈じよう夫ぶ？」

　フクロウは地面に伸びていた。

　いつもは、さっそうとは言えないものの自由にはばたいているので、地面に伸びた鳥というのはなんとなく無ぶ様ざまだ。

　駆け寄った三人にようやく気づいたのか、フクロウは起き上がって羽根をばたばたさせ、身づくろいをした。

〝ああ、まいった。何がなんだかわからないうちに、すごい光の爆発が起こったからなあ〟

　まだ意識がちょっぴり朦もう朧ろうとしているようだ。

　ベナウスはクロックをファラータとリコルに任まかせて、辺あたりに不ふ審しんな様子はないかと見回っていたが、もはや静まりかえった水路の流れがあるだけだった。周辺には人家ではなく、倉そう庫このようなものが立ち並んでいるだけだ。

　こうなると、クロックの証言にすべてがかかっている。

「ねえ、クロック、どんなやつにやられたのよ？」

　ファラータはリコルのように直接交信していたわけではないので、まだそのときの状況をつかみかねている。

　リコルは、クロックの話を思い返そうとした。


　たしか、おまえ、派は手でな身なりのやつが召しよう喚かんしてるって言ってたよな。



〝ホーホー、そうだよ。最初は手だしなんて考えてなかったんだけどな。どう見ても、そいつが召喚術を使って、他の三人に害を与えようとしてたんで、こっちも向かっていったんだ。まあ、余計なことはするもんじゃないな〟


　そいつにやられたのか？



〝いや、たぶん、ちがう。おいらはよく見なかったけど、あれは相手の方からだ〟


　ということは、そいつらも魔ま法ほうを使うのか？　あっ、壺つぼというのはどうなったんだ！



　ここで思い出したのか、リコルは大きな声を出した。

「ないみたいだな。持って逃げたようだぜ」

　ベナウスが自分に話しかけられたのと勘かん違ちがいしたのか、振り向いて答える。リコルはここで、クロックとの会話を二人に伝えた。

　クロックが見た壺は、やはり領りよう主しゆが公開していたものらしいと、ベナウスが推すい測そくする。一行も、いまではそうにちがいないと確信に似た思いを抱いた。

　ということは、やはり盗とう賊ぞく組合の差し金か？

　と、続いて、ベナウスが意外なことをしゃべりだした。

「その派手な身なりの召喚術師というのもわかるかもしれんぞ。たぶん、貴き族ぞくか高級官かん吏りなんだろう。おれはあまりこの街に詳しくはないが、あの盗賊組合の後ろで糸をひいているカタリ家のやつかもしれない」

「えっ？　貴族が盗賊組合の後押しをしてるの？」

　ファラータがけげんな顔できく。まあ、普通に考えると、貴族と盗賊は持てる者と持たざる者の関係で対立するはずだからだ。

「おいおい、お嬢じようさん、世の中にはいろんな関係があるのさ。特にこのウォーレスみたいにいくつかの豪ごう商しようが貴族となって支配している街じゃ、領主はいても名目みたいなもんだからな。そいつら豪商同士が盗賊組合まで巻き込んでいろいろ策さく謀ほうしてるのさ」

「ふーん、そういうものなのね」

　ファラータは納なつ得とくしたようだったが、リコルはだまされなかった。

「でも、変じゃないか。あんたの説だとその盗賊組合のやつらは、壺を盗ぬすもうとしてたんだろ？　その組合の後ろにいるやつなら、壺が盗まれたら都合がよくなるはずなのに──」

「そうだな、そいつはおれにもわからん」

「クロック、相手はどんな連中だったか、もっとよく見てないの？」

　ファラータはクロックに話しかけるが、もちろんフクロウには言葉が返せない。

「どうやら、相手の一人は盗賊臭くさかったらしいね」

　リコルが通訳した。

「じゃあ、仲間割れかもしれんな。どっちにしろ、何かおもしろい事件が臭におうぜ」

　そのとき、どうやらこの辺りにも、衛えい兵へいの捜そう索さくの手が伸びてきたようだ。遠くから何人かの近づいてくる姿が見えた。

「まずいわよ、壺が盗まれたらしいから、それを調べてるんでしょうね」

「ややこしいことに巻き込まれるのはまずいな。ここは、いったん消えよう」

　ベナウスの言葉には三人ともが賛さん成せいだった。いずれにしても、手がかりはもうないようだった。

　しかしリコルは、ちょうど酒場で話題にしていた壺が偶然のように盗まれ、それにクロックがからんだことに複雑な思いを抱いていた。もう少し、ここウォーレスにいてみるのも悪くない──若者はそう思った。




　ギョーム・ド・ポリの腹立ちは、なかなか収おさまらなかった。

　ガスパーニュたちと戦った後、気がついた彼は、相手が消え去っているのを知り、自分のもくろみがあと一歩で失敗したことを知った。

　ちょっと離れたところに、フクロウらしき鳥が落ちている。どいつの使い魔だろうと思ったが、あれこれ詮せん索さくしている暇ひまはなかった。疲ひ労ろうが激しいし、誰だれかが近づいてくるような気もしたからだ。とりあえず、この場は引かなければ。

　そうして、かれは自分の住まいに戻もどったのだが、その間も、もう少しで壺を取り逃した悔くやしさはずっとついてまわった。

　じっさいに壺を盗む輩やからが、あの盗賊組合から出たとわかったときには小こ躍おどりしたものだが……。

　ポリはもともと、一種の保険のように考えて、盗賊組合に壺を盗み出せたら高く買うと持ちかけていたのだ。

　もちろん、できることなら自分自身で奪うばいたかった。

　だが、館の展示を見た途と端たん、これはとても無理だと悩んでいたのだ。自分で直接狙ねらうなど、危ない橋はとても渡れない。

　そもそも彼は、このウォーレスではそれほど地位の高くない役人だった。有力な豪商の一つ、カタリ家の末席を汚けがす者として、とりあえずは街の貿ぼう易えき税ぜい務むの手助けをしていたのである。

　税務の手伝いだと?!　このギョーム様が。

　常つね日ひ頃ごろ、かれはそうした地位に鬱うつ屈くつしたものを抱いていた。かつては有能な魔法の使い手となるべく、若い頃には都サザンに遊学した身だ。確かに、そのときは筋すじのいい召喚術師の卵として、教師にも高く評価されていた。

　だが、そこで天てん狗ぐになったポリにとって、サザンは誘ゆう惑わくのタネが多すぎた。ある女をめぐっての決けつ闘とう沙ざ汰た。それも、禁きん断だんの魔法を使ってのものだっただけに、これは醜しゆう聞ぶんとなり、ポリは魔法の学業半ばにして、ウォーレスのカタリ家のもとに送そう還かんされるはめとなったのである。

　いちおう一族のはからいでウォーレスの官吏にはなることができたものの、彼の評価は極きよく端たんに下がってしまった。

　しかし、この汚お点てんによって、召喚術をはじめとするポリの魔術への思いはますます強烈なものとなっていた。いや、魔術そのものよりも、それを利用しての力への思いというべきだろうか。

　つまらぬ過あやまち一つで、おれの将来の芽めを摘つみとった俗物どもめ。いまに見ておれ、おれが魔術を究きわめたおりには、そのおそるべき力できさまらどもを平へい伏ふくさせてやる。いまに……。

　ゆえに、彼は平へい素そは魔術の研究などおくびにもださず、改心した好人物を演じていた。いや、むしろ派は手でな衣い裳しように身を包んで、ちょっと変わった洒落しやれ者ものだという印象を与え、過去へのこだわりなどはきれいに捨て去ったように見せかけていたというべきだろうか。

　だが、じつは密ひそかに召喚術をはじめとして、それなりにこれまでの技わざに磨みがきをかけていたのである。

　しかも、こうした行動には金がかかることから、彼はサザンの秘密組織ともつながりを持っていた。さして価か値ちのある情報は流せないものの、ウォーレスの動静について、いくつかの噂を伝えることで小こ銭ぜにを稼かせぎ、それを魔法の研究に使ったりもしていたのだ。

　ただ、悲しいかな、独学によっては、そうそう簡単に高度な魔法の技には到達しえない。限界を感じはじめたポリにとって、ウォーレス近海に眠る〝沈しずめる国〟の魔法技術への憧あこがれは日増しに募つのるばかりだった。

　そうしたおり、あきらかに古代王国の魔力を秘ひめた壺つぼが見つかったというではないか。ポリの研究によると、そうした王国の時代には〝魔〟を利用した高度な品が完成していたと言う。ポリはこれこそが、自分にとって千せん載ざい一いち遇ぐうの機会だと思った。

　何とかして、その壺を手に入れたい。

　たいして地位の高くない役人の身としては、それを手にすることなどほとんど無理だ。まして、カタリ家と敵てき対たいするアンドレアス家の所有物である。盗賊組合につながりはあるが、ここで直接の盗ぬすみを依い頼らいなどして、それが知れたら、もう二度とまっとうな人生は送れないだろう。もっと微び妙みようなやりかたを考えなければ。

　そこで、彼は知りあいのコネを通じて、壺が公開されるべきだという意見がうまく広がるようにしつこく画かく策さくした。そうなれば、なんとか目にして獲かく得とくできるチャンスがあるのではないか。

　いかにも小役人めいた発想と言えるかもしれない。だが、わがまま勝手とはいえ、かつての直情な若者は役人としての人生を送るうちに、こうしたこずるさもいやというほど身につけていた。

　だが、これは思いのほかうまくいった。領主が気に留め、壺は公開されたのだ。

　ポリは用心を重ね、変装してそれを見に行った。もちろん、そこで壺に書いてある文字が読めれば、即そく座ざになんとかしようという思いだった。だが、それは無理だった。しかも、警けい戒かいは厳げん重じゆうで、とてもその場であれこれできる状じよう況きようにはない。

　そこで、彼は盗賊組合にうまく話して、もし壺が盗まれるようなことがあれば、高く買い取ると伝えた。盗んでくれ、というのではない。あくまで冗じよう談だんめかすことで、自分が画策していることをぼかそうとしたのだ。

　それから彼は、また館やかたに行き、なんとか壺の位置を知ることができるようにと、しっかりと目にその姿を焼きつけた。ポリの魔法には、対象となるものが動けばそれを知ることのできる術が含ふくまれていたからである。ただし、これは対象がそこそこの近さにないと、感じ取ることはできない。ポリは陳ちん列れつ館かんの近くに住まいを借りることにした。

　これでもし、盗賊組合の輩やからが奪うばうようなことがあっても、それと知ることができる。まさかそれほどうまくやるやつは現われないだろうが、壺を奪って、それを別なルートで流そうとしても、その前に何とかできるはずだ……。

　その、まさかが、こんなに早く起きようとは、彼も驚おどろいた。

〈蝕〉が起きたとき、外が騒さわがしいのでポリも何事かと表に出た。月食自体には知識もあったので驚かなかったが、そのとき遠くで、壺が動かされているのを感じたのだ。衛兵が触さわったのか？　いや、ちがう、もっと大きな距離を移動しつつある。これは?!

　いてもたってもいられなくなったポリは、その追つい跡せきを始めた。水路近くに来たときに、盗賊組合でちらっと見たような二人が、壺をそばに置いて何か行なっているではないか。

〈魔法の耳〉で一部始終を聞いたポリは、もう隠かくれていられなくなった。

　あの壺には、やはりこんな力が！　しかも、それをこの二人が自由にして、持ち逃げしようとしている。

　そうはいくか!!

　だが、彼は失敗した。あんなチンピラ二人によもや勝てないとは思っていなかったが、わけのわからないフクロウと、壺の精せいとかがとんでもない力を見せたからだ。

　本来なら、あれはわたしの手に渡るべきはずのものだ！

　しかし、これで壺の力はわかった。何としてでも取り返す。

　いま壺のありかは、ポリの探たん知ち範はん囲いを出たのか、まったくわからなくなってしまっていた。だが、心配はいらないだろう。

　やつらが盗賊組合に属しているのはまちがいない。

　そこから網あみを張っていけば、そう遠くないうちに引っ掛かってくるはずだ。

　ようやく、落ち着いた召喚術師は、その案を練ねろうと再び自室へと引きこもった。




「なんだって、こんな娘の面倒みなきゃならないのよ！」

　美しい細ほそ面おもての眉まゆが吊つり上がっている。日ひ頃ごろから、ややきつめの顔だちだなと思っていたが、こうして怒ると、けっこうまじで怖こわいなあ、とガスパーニュは改めてその顔をまじまじと見つめていた。もっとも、怒っても可か愛わいいと思えるんだから、おれもまだミランダに惚ほれてるんだろうな、と思い直す。

　一行は、先ほどの出来事からガスパーニュの隠かくれ家に戻もどるのはまずいと思い直し、ミランダの住まいを訪おとずれたのだ。そこでとりあえず説明しようとしたのだが、盗賊が言葉をはしょったのがまずかったようだ。

「いや、面倒って、そんなに大したことはないんだ。そもそも普通の娘じゃなくって、こいつ、壺の精だからな。いざとなりゃ、壺に入ってくれるさ、なあ、お嬢さん？」

　期待をこめた視線を送るが、相手はきょとんとしたままだ。

「壺に　戻るのですか？」

　ガスパーニュがゆっくりしゃべったこともあって、言葉は少し通じるようになったらしい。

「ああ、あんた壺の精だから、いつでもそこに入れるんだろ？」

「いやです。入りたく　ありません！」

「ああ、もう出してもらえないと思ってるな。大丈夫、おれだって、あんたの力を借りたいから、絶対出してやるって。まあ、試ためしに一度入ってくれよ」

「嫌いやです！」

　娘は丸くふっくらした顔に唇くちびるをきゅっと結ぶと、いやいやをした。さらっと流れる長い髪かみに着き飾かざった衣い裳しようを見ていると、普通の若い娘にしか見えない。いや、むしろ、どこかの王女のような気品が漂ただよっている──まさに、お嬢様だ。それに、きままで頑がん固こそうなところまでまさしく。

「なにを壺の精だとか、ねぼけたこと言ってるのよ。そんなことでわたしをだまそうったって、うまくいかないからね。はやくこんな泥どろ棒ぼう猫ねこみたいな娘なんて追い出してきてよ」

　ミランダは、あくまでガスパーニュを信用していない。まあ、これまでのガスパーーニュの女への接し方を知っていれば、警けい戒かいするのも無理はないだろう。

「まあまあ、壺の精はいったん外に出たら、中には戻もどりたがらないもんですから」

　エンリケがとりなすものの、他ほかの三人が三人ともそれぞれの主張を譲ゆずりたがっていないのは明らかだった。

「そうか、なら、壺に戻るのは諦あきらめてもいい。ただし……」

　しびれを切らしたのか、まずガスパーニュが折れた。

　あれ？　という顔の娘にかわって、ミランダが言葉の穂ほをつぐ。

「ただし、何さ？」

　ガスパーニュはミランダを無む視しして、娘に言った。

「ただし、あんたがさっき出したような魔法で、ミランダが喜ぶようなものを何か渡してくれたらいい。それをプレゼントしたら、彼女だって喜んでしばらくここにいられるようにしてくれると思うぞ」

　なるほどとエンリケは思った。ものを贈おくるよりも、彼女の不思議な力を見せるという手か。この辺りのもっていきかたのうまさは、さすがに盗とう賊ぞくだ。

「あんた、まだそんなこと言ってるの？　こんな小娘になにもできるわけないでしょ？」

　対してミランダは、あくまで現実に固こ執しつしている。こちらも立派なものだ。

　すがるような目つきでウィンクするガスパーニュに、娘も理解したようだ。

「わかりました。ここには　ありませんから　すぐに呼び出してください」と言うが早いか、すっと消えてしまったのだ。

　ミランダは啞あ然ぜんとしている。ガスパーニュもエンリケも、娘がその場でなにか取り出すのを期待していたのだが、こうなってくれると好こう都つ合ごうだ。彼女が普通の娘でないことを証明できたようなものだから。

「なっ、おれの言ったとおりだろ。あいつはおれたちに無限の富を約束してくれる壺の精なのさ」

　そう言って、いまだに驚き顔のミランダを抱き寄せる。さすがにいまの出来事に納なつ得とくしたのか、酒場の歌姫は最初は嫌いや々いやというふりながら、やがてガスパーニュの耳元であれこれ囁ささやきはじめた。

　ああ、いつもの調子ですねと思い、苦笑しつつも、ころあいを見計らってエンリケは二人のお邪じや魔まに入った。

「ところで、お二人でつもる話もあるんでしょうが、ガス、ぼくはあの娘にもっと聞いてみたいことがあるんで、そろそろ呼び出した方がいいんじゃないかと思うんですが？」

「そうだった。この続きは後でまたたっぷりとな、ミランダ」

　名な残ごり惜おしげな視線をミランダに送ってから、その豊ほう満まんな体から離れる。

　ガスパーニュは壺を手に取って、じっと見つめた。以前と同じように、蛇へびののたくったような文字が自然と頭のなかで動き出す。盗賊はその文字が語るがままに呪じゆ文もんのような言葉を唱となえた

　煙けむりが渦うずを巻き、娘が再び現われる。

　手に、宝石のいっぱいついた首くび飾かざりを持っている。ガスパーニュの、いや、それ以上に、ミランダの目がたちまちきらきらと輝かがやいた。

「おう、これは、ありがと……」

　手を伸ばした盗賊に、娘は両手で抱えていた首飾りをさっと引く。今度はさすがのガスパーニュも取ることのできないすばやさだった。

「おいおい、おあずけはないだろう」

　口を突つき出したガスパーニュの姿は、まさしくエサを前におとなしくするよう言いつけられた犬そっくりだ。

「その前に　あなたは　わたしの願いをきいてくれる　と言いました。それを　果たしてください」

　そのセリフを聞いたエンリケが、ぷっと吹き出してから、話に割り込んだ。

「まったく、もとは魔神に願いを聞いてもらうはずだったのに、反対じゃないですか、ガス。お嬢さん、言いたいことはわかります。でも、その前に、あなたがどういう方で、どうして願いを聞いてほしいのか話してもらえませんか」




　娘は身の上を語った。ガスパーニュらがあるいはと思っていたとおり、もともと彼女はウォーレスに近い西の島に栄えた古代王国の王家の娘らしい。名前は、メイファーレンだという。

　ところが、ある日興味本位に、その王家が所持していた壺を弄もてあそんでいたところ、突然、中から魔神が現われた。

　魔神が言うには、よくもおれを閉じ込めてくれたな、これからおまえに呪のろいをかけて、この壺の中に閉じ込めてやる。壺の中では時間が経たたないが、いつ出られるとも知れぬから、今度おまえが外に出た時には、とほうもない年月が経っていて、おまえの国が存在しているかどうかもわからぬ。その上、おまえはおれの呪いによって、壺と一心同体化し、離れられなくなってしまうのだ。そうした呪いを解とくためには、これから言う〈三つの願い〉を果たしてくれる者を探すんだな。それがおれの復ふく讐しゆうだ、ということだった。

　こうした説明を聞き出すのは、言葉が通じにくかったこともあり、なかなか容よう易いではなかった。ところが、ふと思いついたエンリケが、楽弓ではるか過去に滅ほろんだ国の伝でん承しようの歌をつまびくと、なんとこの王女はその歌に別の歌でもって、答えを返したではないか。

「なるほど、ということは、この人はエルダースヴェンの国に住んでいたというわけだ。これで彼女の出しゆつ自じがはっきりしましたね」

　エンリケは満足げに語り、それから歌にあったような古語でしゃべると、会話がもう少しつながりはじめた。

　もっとも、そうなると、古いにしえの王女はいまがいつなのかを知りたがった。

　さすがに、エンリケは答えに窮きゆうしていたが、ガスパーニュが思い切って告つげた。

「お嬢さん、いや、いまでは王女様かな、ちょっとあんたには告げにくいんだが、後々のためにもはっきりしておこう。いまはあんたの国の時代から、はるかに何百年もが過ぎ去っているんだよ」

　王女はこの答えに、さすがにびくっと肩を震ふるわせた。だが、それも覚かく悟ごはできていたらしい。そして、沈み込んだ顔つきながら、さらに聞き返した。

「そうですか……では、わたしの国は」

「いまは海の底だろうね」

「ちょっと待ちなよ、あんた、そこまではっきり言わなくても」

　あわててミランダが制したが、もう遅おそかった。王女はそれを聞くと蒼そう白はくになり、がたがたと震え出して、いまにも気を失いそうになった。

　それでも、気き丈じようになんとか耐たえている。ガスパーニュはあえてこうした言い方をしてみたのだが、気丈に耐えている王女の姿を見て、なかなか芯しんが強い娘だと感心してもいた。

　しばし、沈ちん黙もくがあたりを覆おおう。

　これを破やぶったのは、やはりガスパーニュだった。

「で、王女、いや、メイファーさんと呼ばせてもらおうか、あんたは〈三つの願い〉をきいてほしい、と言ってたが」

　ようやく気を取り直したのか、彼女は盗とう賊ぞくに顔を向け、まじまじと見つめる。相変わらず、吸い込まれるようなまなざしだ。

「それを果たしてもらえるんですか？」

「そりゃ、まあ、話によってはな」

　いかにも盗賊のガスパーニュらしい答えだ。

「ええ、もちろん、この壺から出してもらえた上に、たいしたお礼もできず、お願いばかりはできないでしょうね。でも、もしそれをきいていただけるなら、わたしの力でできることなら、なんでもして差し上げますわ」

　あんたの国のお宝は……いや、無理だよな。海の底では。

　内心そう思ったものの、さすがにいまの状況で、これを面と向かって口にするほどガスパーニュも馬鹿ではない。それに、この王女の魔力はさっきから見ていても、かなりのものだ。おそらく、もとからそうした教育を受けたのか、魔神によって力を授さずけられたのだろう。そうした力が手に入れば、これは金銀財宝などよりもっとすごいことかもしれない──おれにもついに運が回ってきたかなと、盗賊はしたたかな計算をしていた。

「大丈夫ですよ、このガスパーニュは口は悪いけれども、ご婦人にはやさしいから」

　盗賊が答えるよりも早く、エンリケが口を切る。

「おいっ、おまえ、おれはまだ答えちゃいないんだぞ、そりゃ、メイファーさんのように美しい方なら、願いを果たすのにやぶさかじゃないが──」

「はいはい、ちゃんと、そこはもらうものはもらって、それだけの契けい約やくだよ。変なこと考えるんじゃないよ！」

　ミランダが、ここですばやく割って入る。彼女もなかなかの美び貌ぼうなのだが、たしかに落ち着いてみれば、王女の気品には勝てそうもないと感じとったのだろう。さすがに、酒場で百戦練れん磨まだけのことはある。

　王女はこのやりとりを聞いて、くすっと笑みをもらした。そういえば、この前笑ってからどれくらいの時間が経たっているのだろう。

「まあ、先にその願いというのをきいてみようじゃないか」

　ちょっと焦あせり気味に盗賊が言う。

「わかりました、それならお願いを言います。一つ目は、〈サラマンダーの憩いこい〉を手に入れてほしいのです」

「〈サラマンダーの憩い〉だって!!」

　奇くしくも盗賊と吟ぎん遊ゆう詩し人じんは、同時に声をあげていた。




〈サラマンダーの憩い〉、それはなかなか貴き重ちような植物だった。見たところ、シダのような形をしていると伝えられている。

　伝えられて──そう、実際に目にしたものは数えるほどしかいない。それによると、これは山深い洞どう窟くつの中などに生えていて、燃えるようなリン光を発し、触さわってみると通常の植物とはちがって暖かいというのだ。

　たしかに珍めずらしい草なので、観かん賞しよう用に珍ちん重ちようされて当然かもしれない。ある宗派など、これを聖なるものとして崇あがめているとも言われている。

　だが、この植物の名を聞いて人がまっ先に思い浮かべるのは、その名の由ゆ来らいとなっているサラマンダーだろう。

　サラマンダー、それは全身から強烈な熱気を発する怪かい物ぶつだ。見た目は人間くらいの大きさのトカゲのような生いき物ものだが、これがひとたび攻こう撃げきしてこようものなら、災わざわいが周囲にふりかかる。

　サラマンダーは体内から強烈な熱を放ほう射しやするのだ。その炎ほのおは辺りをなめつくし、まわりのものに火をつけてまわる。山火事などが起こるのは、そもそもサラマンダーがこうした炎を発するからだという説もあるくらいだ。

　この別名〝火トカゲ〟と呼ばれる生き物は、六門世界の火の元素エレメントの強いところに生まれると言われているが、真相ははっきりしない。数が少ない生物であることはまちがいないものの、それが徘はい徊かいする場所は危険な地として警けい戒かいされる。ただ一方で、希き少しような生物だけに、このサラマンダーを捕とらえてきて、その臓ぞう物もつを食べれば、長命のもとになるという伝説もある。

　そして、火の怪かい物ぶつサラマンダーが常食としているのが、〈サラマンダーの憩い〉だと言われているのだ。

　食するエサが珍しいからこの怪物が少ないのか、逆にサラマンダーが食いつくすから、この草が少なくなるのか、いずれにしてもそれぞれが貴重な存在であって、それを捕ほ獲かくしようとする者がいたとしてもなんら不思議はなかった。




「〈サラマンダーの憩い〉か、たしかに難なん物ぶつだな。そんなものを集めてどうするんだ？」

「わかりません、でも、わたしを閉じ込めた魔神はたしかにそう言ったのです」

「あとの二つも、先に聞いておきましょうか」

　エンリケの疑問ももっともだ。吟遊詩人はいまでは椅い子すに深く腰かけて、コルドの弦げんをもてあそんでいる。

「いえ、まず最初のものを集めるようにしろと言われています。順でなければ、ならないのだそうです」

　言われてみればなるほどとも思えるが、それでも腑ふに落ちないものを感じたので、ガスパーニュはなおも聞いた。

「いいじゃないか。別に先に知っておいたって」

「やっぱり駄だ目めです。まず最初の願いを果たせないような人には、他は無理だとも言われています」

　正直すぎて相手の気を悪くすると思ったのか、王女は言いにくそうだった。

「まあ、確たしかにそうだが、後にもっとぶっそうなものが出てくるのか。そりゃ、聞かない方がいいかもな。ところで、サラマンダーってことは、エレメントに関係してるのかな」

「エレメントだと火でしょうね。あるいは、植物だから、地も兼かねてるのかな。それはともかく、ガス……」

　盗賊は腕うで組ぐみをしていた。

「本当に助けてもらえるんでしょうか」

　不安になったのか、王女が改あらためてきいてくる。

　確たしかにそのとき盗賊は、こんなややこしい願いをきかなくてはならないのなら、どうしようかとも思っていた。

　王女の持つ魔力には魅み力りよくがある。それに、無理を言えば、あのアーモンド石や首くび飾かざりのようなものも、さらに手に入るかもしれない。

　しかし、じっさいにガスパーニュが心の奥底で感じていたのは、数百年も前に自分の国を失ったというこの娘の境きよう遇ぐうだった。

　自分がそんな目にあったとしたら、何もかも嫌いやになるのではないか。その上、呪のろいとやらに縛しばられている。やけくそになっても不思議はないのに、この娘、けなげにそれに耐たえているようだ。

　そんな立場の者を見たら、それこそ相手が王女であろうとなかろうと、ひとつ手助けしてやろうという気にもなってくる。

　これは損そん得とくずくの問題じゃないな、とガスパーニュは思った。日ひ頃ごろは隙すきを見せるのが嫌さに、つまらぬことにはかかわらないと宣せん言げんしているが、それとこれとは別だ。

　妙みような壺つぼとかかわったのは、自分の行動の結果だ。それじゃあ、そいつに最後までつきあってみてもいいんじゃないか。こんなところで、盗賊の常識というやつに縛られて動いていてもつまらない。そんな生き方をしていても、所しよ詮せんはチンケな盗賊の一生で終わるだろう。それなら、何百年も前のお姫様の願いというのをきいてやる方がずっと格かつ好こういいじゃないか。


　おい、エンリケ、どう思う？



　盗賊が口には出さずに、そう見やった瞬間、吟遊詩人はすでに口に出していた。

「いや、さっき助けるといったでしょう。ガスに二言はないですよ。ぼくが保証しましょう」

　そう言って、にっこりする。

　あちゃ、おいしいところをとるやつめ、と思いながら、ガスパーニュはエンリケと気心が通じあっているのを知って、ほっとした。

　王女もだいぶ気が楽になったようだ。

「ああ、確かに二言はないんだけどな。問題は、その〈サラマンダーの憩いこい〉をどうするかだ」

　二人にとって、その怪かい物ぶつはどの辺りにいるのか皆かい目もく見当がつかなかった。エンリケはぼんやりと、ウォーレスから北東の位置にある火山の近くでそうしたものが出しゆつ没ぼつするという噂うわさを聞いたような気もしたが、はっきりとは憶おぼえていない。

「まあ、ここであれこれ言っていてもな。おれは盗賊組合に出向く……おっと、まずいか。

　この壺が盗ぬすまれたってのは、もう評判になってるだろうしな」

「そうですよ。ぼくも、たぶん組合には行けないでしょう」

「それじゃ、明あ日すあたしがいろいろ聞いてきてあげようか。占うらないのばあちゃんもこういうことはよく知ってるしね」

　二人が悩んでいるのを見て、ミランダが助け舟を出す。こうしたときに、第三者がいてくれるのはありがたい。ガスパーニュは喜んでまかせることにした。

「そうと決まりゃ、こっちは狩りに出向く準備だけでもしておこうぜ。街を離れるのは、ほとぼりをさますにゃちょうどいい機会かもな。ミランダも気をつけろよ。さっきも変なやつが襲おそってきたし。おれがおまえにご執しゆう心しんなのは、評判だからな」

「何いってるの、男はあんただけじゃないんだからね」

「はいはい、では、そういうことで。こっちはサラマンダーをどうするかを考えておきましょう」

　エンリケの言葉で、その夜はお開きとなった。




　ミランダは、翌日の夕方になって戻もどってきた。いつもなら、そろそろ歌姫として酒場に赴おもむかなければいけない時間なのだが、その日は休むことになっている。

「ちょっと、あんたたち、もう評判になってるわよ」

　彼女はいろいろと情報を仕入れたのだが、そのなかには盗賊組合に属する輩やからもいて、すでにガスパーニュらが壺を手に入れたのではないかという噂が流れていたというのだ。

　もちろん、組合には彼らが行なったとジョニー経けい由ゆで知れているだろう。官かん憲けんにまでそのことが伝わっているかは、神のみぞ知るだが、遅おそかれ早かれ、そうした噂は〝悪事千里を走る〟で広まるにちがいない。

「まあな、これでやつらも少しはおれを見直しただろう」

「自じ慢まんしている場合じゃないでしょうね、ガス。どうして届けにこないとジョニーは思ってますよ。やつのことです、トンズラしたと思ったら、報復と同時に、即、官憲に知らせるでしよう」

　エンリケはのんびりした口く調ちようでいうが、その目は早くこの街から出た方がいいと言っていた。

「おう、わかってるさ。誰だれが、あんなやつの言いなりになるか。それはそうと、ミランダ、火トカゲの居場所の方はどうだったんだ？」

「ああ、だいたいのことはわかったわよ。やっぱり、普段は火山の方にいるらしいけど、最近こっちにも近いシリエルの森辺りに出没してるって。一いつ攫かく千金を狙ねらってる連中が何人かそっちに行ってるらしいわ」

「おお、さすがだねえ、ミランダ。それだけ手回しよく聞いてこられりゃ、情報屋として組合が雇やとってくれるぞ。シリエルの森なら、ここから馬で二日くらいか。ちょっと姿を隠かくすにはぴったりだな。それなら、明日には出かけようぜ。おい、ミランダ、おまえはどうする？」

「どうするって、あたしまでいなくなっちゃ、いっしょに逃げたって思われるのがおちじゃない。知らん顔しておいて、もし何かあったら教えてあげるよ」

　ガスパーニュはついこの間まで、ミランダがわりと気のない素そ振ぶりをすることもよくあったのに、壺の件以来、ほとんど仲間意識に近いものを持っているのを驚おどろきながら見つめていた。

　まあな、こいつがわくわくするような出来事なのはまちがいないからな。

　ガスパーニュの思いは、早くも翌日からのサラマンダー狩がりに飛んでいた。




　シリエルの森は、二人だけでたやすく捜そう索さくできるような場所ではなかった。

　ウォーレスから二日。馬で北東に進むと、うっそうとした原生林が広がる手前の小さな村に着く。

　レントンの村だ。なにか目立った特とく徴ちようがあるというわけではない。森で採とれるものの商あきないで人々が暮らしている普通の村だ。ただ、ここはガスパーニュたちのように、あえて目的があってシリエルの森に踏ふみ込もうという者たちにとって、冒ぼう険けんの起点となる便利な場所でもあった。

　二人は村に着くとさっそく、サラマンダーについての聞き込みをした。村人たちも、そうしたことを訊きかれるのには慣なれているらしい。確かに数か月前から、北の谷でそうした怪かい物ぶつらしい姿を見かけたという情報が多かった。この辺りでは、何年かに一度、それらが出没し、いざサラマンダー狩りということになるようだ。それは森林や人の往ゆき来きにこの怪物が害をなすからだが、中にはもちろん怪物を捕とらえて一攫千金を夢見る冒険者たちも混じっている。

　今回もガスパーニュたちの前に、三、四組ほどの冒険者たちが谷に分け入っているという話だった。

　二人は森に不案内だったので、サラマンダーの出る場所の見当がつくという案内人を雇やとって、ただちに森へと踏み込んだ。

　森といってもまだそんなに深くない茂しげみをかきわけつつ、徐々に山がちとなっていく中を二日ほど進む。遠くに有名な火山ロスウェルをのぞみながらの行程は、単調ではあるもののピクニックみたいで、ときにガスパーニュは口笛を交まじえるくらいだった。連れの案内人は反対に無口なタイプだ。もちろん、王女はこんな道行きには慣れていないだろうと、盗賊が頼たのみ込んで壺に入ってもらっていた。

「サラマンダーの肝きもって、どんな味がするんだろうな、おい。きっと熱くてふうふう言いながら食べるんじゃないか？」

　ガスパーニュは、出会う前からもう捕ほ獲かくしたつもりでいる。いつもの調子だなと思いつつ、無口な案内人が答えないのを見て、エンリケは相の手を入れた。

「長ちよう寿じゆに効きくってことですけど、あんまりうまそうじゃないですね」

「でもよ、そんなに熱いっていうのなら、なにも殺して食べなくっても、飼かっておいて、寒いところで暖房に使ったらよさそうなもんじゃないか。その方が役に立つぜ」

「いや、寒いところには、氷の息で凍いてつかせるフロスト・サラマンダーってのがいると聞いてますよ」

「なんでえ、要するに、おれたちに嫌いやがらせをしたがるだけの生き物かい。そいつは狩かっちまわないとな」

　いとものんきそうな会話に、さすがに案内人もあきれ顔だ。

　こうした行程を続けながら、もう目当ての枯かれ谷が近いというとき、前方の少し下がって空き地となっている場所で何か動くものが目に入った。

〝おいっ！〟

　声よりも目で合あい図ずする。案内人も気づいたようだ。ゆっくり近づこうというような仕し草ぐさをする。そういえば、何かこげ臭くさい匂においも漂ただよってきている。

　気がせきながらも、こっそりとその坂となっている茂みにたどり着き、身を伏せるようにして三人はのぞきこんだ。視線の先には──

　やはり、探さがし求めていたサラマンダーとおぼしき怪かい物ぶつがうごめいていたではないか！

　火トカゲとはよく言ったものだ。冷れい静せいに見ると、その姿は四つ足のトカゲに変わりはない。かなり大きくて人間ほどもある点を除のぞけば。

　しかし、そいつの全身から発している熱気はただの熱ではなく、まるで霊れい気きのようにゆらゆらとたちこめている。それは、辺りを攻こう撃げきし、すべてを燃やし尽つくしてしまおうという悪意に満ちた感じがした。

　確かにこんなやつは、うろつくだけで周囲に迷めい惑わくをまき散らしそうだ。

　だが、そいつは、ただうろついていただけではない。明らかにこの化け物を狩ろうとする男と対たい峙じしている。周囲に煙けむりが立ち込めているのを見ると、すでに激しい戦いが行なわれた後と考えるべきだろう。

　目のいいガスパーニュは子し細さいに見て、どうも煙を上げているのは、この連中が基地にしていたテントではないかと推すい測そくした。男も一人だけというのはおかしい。仲間はすでに倒されて、それがぶすぶすといぶっているのだろうか。

　とにかく、そうした判断ができたのも一瞬だった。

　向かいあっていた男が何かを投げつけるよりも早く、相手の怪物の口からまっ赤な奔ほん流りゆうが走ったからだ。それは炎ほのおが辺りを包み込むというより、何かの流れがまっしぐらに男に向かったと表現すべきだろう。

「ぐわっ!!」

　激しい叫びが聞こえた。男はたちまちにして紅ぐ蓮れんの炎に包まれ、その体は止まりかけたコマのようによろよろとまわりながら、やがて地面にどうと倒れる。

　強い煙の流れは、そのあとも周囲の空気を汚よごしていた。

　ガスパーニュたちは瞬しゆん時じのことに声を立てることもできず、ただ見つめ続けるばかりだった。

　ふと気がつくと、火トカゲはゆっくりと向きを変え、茂しげみの中に消え去ろうとしている。

「追いかけよう！」

　われにかえった盗賊は、がばっと立ち上がろうとした。

　それをエンリケが必死につかむ。

「待った、いま近づくと危ないです。興こう奮ふんしたサラマンダーは辺りかまわず火を吐はき回るにちがいない！」

「だけど、追わないと」

「大丈夫、化け物の行動範はん囲いは広くないと聞いています。ここで見たということは、この辺りを探さがし回れば、絶対にねぐらを見つけられるはず」

　エンリケはそう言いつつ、案内人に同意を求めた。

　が、案内人はただがたがたと震ふるえるだけで、何も言い返さない。無理もないだろう。人がサラマンダーにその場で焼き殺されるのを、実際に見たのは初めてだろうから。火トカゲの熱攻撃は、それほどすさまじいものだった。

　動どう揺ようした案内人を見た盗とう賊ぞくは、逆に冷静になれたようだ。しかたなく、もう一度、腹はら這ばいの姿し勢せいに戻もどる。

「おまえさん、これ以上の追つい跡せきは無理みたいだな。まあ、道案内を頼たのんだだけだから、もう戻ってもいいぞ」

　案内人はなんとなくほっとしたようだ。いまにも逃げ帰りたいという素そ振ぶりだ。

「でも、その前に……これまでも聞いてたように、〈サラマンダーの憩いこい〉は洞どう窟くつの中にあることが多いんですね、まちがいなく」

「そ、そうだ、こんな昼間にサラマンダーがうろついてるのを、見、見たのは初めてだ。普通は、洞窟の中であの草を食ってる」

「わかりました。じゃあ、あとはぼくたちで何とかしましょう」

　その言葉に救われたように、しばらくすると案内人は去っていった。

　残されたのは、二人だけ。

「しっかしよ、あんな出来事を見たら、これが役に立つとはとても思えんな」

　そう言ってガスパーニュが差し示したのは、〝あなたにも火トカゲが捕とれる〟という言葉につられて買った〈水の種たね〉だ。水の街まちウォーレスのこと、一部にそうしたサラマンダー捕ほ獲かく者に向けて、こうした装そう備びを売っている店もあったのだ。

　サラマンダーは火のエレメントによる化け物だ。現に、炎による攻撃を得意にしている。ならば、エレメントの法則からいっても、それに対立するエレメント、水を利用した装備さえあれば、相手は嫌いやがって簡単に逃げ出すだろう。そこを捕つかまえれば簡かん単たんだ──ということらしい。

　投げつければ、たちまちそこに水の塊かたまりが現われるという〈水の種〉、それに、火トカゲの炎にも耐たえ得る熱反射の盾たてみたいなものが、この二人の主要な装備だったのだ。

　もちろん、二人もそれらが本当に役に立つとは思っていなかった。お守りのように考え、買ったというのが本音だった。しかし、あのサラマンダーの熱攻撃を目まの当たりにしたいまでは、とてもそんなものが役に立つとは思えない。いつもは用意万ばん端たんのガスパーニュだが、今回は追われるように旅立ったので、やむをえなかったとも言える。

「たしか、あいつが最後に投げようとしてたのも……」

「〈水の種〉みたいだったですね」

「あっという間に蒸じよう発はつしてたぞ」

「盾もどろどろに溶とけてましたよね」

　二人で顔を見あわせて、ついおかしさに笑い出す。それは──ま、いつものことさ、こんな状じよう況きようはいつでも起こるし、いつでもそれを何とかしてきたぜ──という、一種の開き直りにも似た笑いだった。

「とにかく警けい戒かいしながら、あいつのねぐらというのを探そうか。たぶんトカゲだって動物だ。あれだけ攻こう撃げきしまくったら、いまごろ疲つかれて休んでるだろうしな」




　案内人の言葉にまちがいはなかった。探し回ること数時間、谷のちょっと奥まった岩肌の陰に何やらそれらしき洞どう窟くつがある。

　二人が観かん察さつしていると、例のサラマンダーらしいものがそこから顔を出し、這はって行ってから、しばらくすると戻ってきたではないか。

　見つけた！　しかも、ねぐらにいるやつなら対処しやすいにちがいない。

　ガスパーニュの心中を読んだかのように、エンリケが口をはさむ。

「まあ、あの中にいるんでしょうけど、いぶったりしてめちゃくちゃにしたら、中の〈サラマンダーの憩い〉までどうなるかわかりませんしね」

「そりゃ、おまえ、おびきだすんだよ」

「そうなると、対決ですよね。どうするんです、二人がかりで抑おさえ込むんですか？」

「馬鹿なこというな。まあ、おれの武器は飛ばせるし、それに、おまえさんの楽弓コルドが、こういうときに役に立つんじゃないのか」

「そりゃ、いざというときには使いますが、それで止とどめを刺さないとまずいしなあ。それよりも、ここは王女にも出てきておいてもらった方が」

「そうだな、かなりの魔法の技わざを使えるんだろうし」

「そう、それに彼女の魔法は、多くが水系の魔法じゃないかと思ってるんで、サラマンダーには効果的でしょう」

　ガスパーニュはそれを聞くと、何粒つぶも買った〈水の種〉が哀かなしくなったが、ここはそうも言っていられない。危険ではあるが、王女を壺つぼから呼び出すことにした。

　現われた王女を見て、ガスパーニュは舌した打うちした。そうか、こんな山の中での活動を考えると、彼女にもそれらしい服装をさせておくべきだった。

　王女はいつものように装そう飾しよく過か多たな姿で煙けむりの中から出現したのだ。

　それでも、彼女にこれからの作戦を伝え、後方に控ひかえておいて、いざとなったときには援えん助じよをしてくれと頼む。王女はサラマンダーの迫力をじっさいには目にしていないので半信半疑だったが、それでもこっくりとうなずいた。

　待つこと半時間、だが、当の怪かい物ぶつはまったく姿を見せる気け配はいはない。

「やっぱり、さっきの戦いで疲つかれて眠ってでもいるんでしょうかね」

　エンリケが肩をすくめていう。日はもう落ちかけており、あたりに冬のもの淋さびしさが募つのるようになってきた。このまま夜になってしまってまで、待ち伏せをするわけにはいかないだろう。

「うむ、困こまったやつだ。出てこないときにはしかたがない、おびきださないとな」

　そう言って、ガスパーニュは背中の袋からなにやら取り出した。見たところ小さな塊かたまりだが、強烈な臭においを放っている。どうやら肉を腐くさらせたものらしい。もともとトカゲ類が好むと言われる腐ふ肉にくを、いざというときサラマンダーをおびきだそうと仕込んでおいたものだ。

　それを盗賊は物陰から、例の〝魔法の手〟で洞窟の入り口へ差し出そうと考えたのだ。さすがに自分でそばまでいく勇気はないらしい。

　一方、エンリケは矢をいつでも取り出せるようにしていたが、いまは楽弓を手に、それとなく曲を軽くつまびいている。怪物の気を静めようとでもいうのだろうか。緊きん張ちようする場面なのに、その顔には相変わらずこれといった特別な表情はない。

　王女は、二人の様子を見ながら、果たしてこんなことでうまくいくのだろうかという顔をしていた。たしかに、外から見れば、まるで猫を手なづけようとしているとしか思えない。しかし、盗賊と吟遊詩人の二人は大まじめなのだ。

　だが、〝魔法の手〟が奥まで届かなかったためか、はたまた、怪物はエンリケの曲に興味がないのか、大した変化はない。

　そのうちじれたのか、ガスパーニュはもっと近づいてみようとした。物陰からでは充分でないと考えたのだろう。立ち上がると、〝魔法の手〟を伸ばしたまま、洞どう窟くつの入り口に近づいていく。

　もう少し行けば、入り口の奥にまで腐肉を差し出すことができるだろう。これなら、もっと効果があがるにちがいない。

　と、その瞬間、ガスパーニュの足元で砂がぱっと跳はねた。

〝何だ！〟

　盗とう賊ぞくは思いもかけない出来事に、さすがに泡あわを食った。まさか自分の足元に何かがあるとは信じられなかったのだ。

「罠わなだってえ?!」

　罠、まさしく、言葉通り、それは罠だった。

　無論、怪かい物ぶつが仕掛けたものではない。サラマンダーを狩かろうと、それらしき洞窟の前には罠が仕掛けられることがよくある。ここにも、すでに先行した狩りの一隊によって、足をはさみこむ罠が置いてあったのだ。わざわざそんなものに捕つかまる盗賊も盗賊だが、笑い話ですむような状況ではなかった。

　悲鳴をきいたためか、あるいは、奥にまで近づいた腐ふ肉にくの臭いに誘さそわれてか、ちょうどこのとき穴の奥から、のっそりと件くだんのサラマンダーが姿を現わしたのだ。

「痛いててて……おい、なんだってこんなものが、うわっ!!」

　必死に罠をはずそうとするガスパーニュ。それを見て、敵に気づくサラマンダー。ふだんは沈ちん着ちやく冷れい静せいなエンリケも、さすがにこのときばかりは焦あせった。

　弦げんをひく手を止め、すばやく矢をつがえる。

　ガスパーニュには体勢を立て直す暇ひまがなかった。怪物も驚いたようだが、そこは本能で相手を敵だと認にん識しきしたらしい。

　たちまち、舌のちろちろ出る大きな口を開け、そこからすべてを溶とかしてしまう熔ほのおを発射しようとする。

　もう駄だ目めだ──その様子を目にし、諦あきらめにも似た気持ちを持ちながらも、盗賊は最後の抵てい抗こうをしようと、懐ふところから自分の武器を取り出していた。

　くの字に曲った大きめの短たん剣けんだ。握にぎりは端はしではなく、真ん中についている。両端は鋭するどく研とがれ、なんでも切り落とせそうだ。その端を握って、彼は怪物めがけて投じようとした。

　だが、サラマンダーの炎の方が早い。

　エンリケも必死に弓ゆみを射いた。しかし、これも一瞬の焦りからか、狙ねらいをそらしてしまった。もう、トカゲの炎を阻はばむものはない。

　紅蓮の炎が盗賊の体をなめつくすだろう──エンリケが思わず目をつぶりかけたとき、奇き跡せきが起こった。

　怪物より早く、後ろで何かの動作があった。吟遊詩人も盗賊も気がつかなかったが、王女が以前と同じく、その細い薬くすり指ゆびをガスパーニュに向けたのだ。

　火の玉のようなサラマンダーの息は、確実に盗賊を捕とらえた。本来なら彼は、たちまち先ほどの冒険者のようにぱりぱりに焼かれて、崩くずれ落ちたはずだった。

　ところが、一瞬の後、エンリケが目を開いてよく見ると、王女の指さした先にいるガスパーニュには何事も起こっていない。それどころか、じっさいに途中まで届いた熱い炎の吐と息いきは、まるで存在しなかったかのように消えてしまっている。

　これは、いかなる技わざだ？

　まさか、即そく座ざに攻撃を防ぐという〈防御プロテクシヨン〉の魔法をかけた？

　エンリケはその効果の見事さと、おそるべき出来事にも、驚おどろくことなく瞬時に抗こう魔ま法ほうを唱となえた王女の勇気と頭のよさに、称しよう賛さんの念を禁じえなかった。

　だが、ガスパーニュは、そんなこととはおかまいなしに必死だった。

　やられたか！　だが、おれだって一矢くらいは報むくえるはず!!

　いかにも彼らしい、やけくそとも言えるその一投はきれいに弧こを描えがいて、怪物の背後から後頭部を襲おそった。ぐさっと音を立てて、曲った凶きよう悪あくな刃先が火トカゲの頑がん強きようなうろこをも貫く。

〝ぐがっ！〟

　さすがに、これは怪物にも効きいたようだ。だが、頑強な体質を誇ほこるサラマンダーだ。これくらいで致ち命めい傷しようを与えることはできない。
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　いや、むしろ思いもかけない攻撃によって、怪物はますます激げつ昂こうしたようだった。もともと炎のように赤かった目が憎ぞう悪おの念に燃え上がる。

　明らかにそいつは、これまでよりも大きく口を開け、さらに激しく空気を吸い込んでいた。特に狙いを定めず、周まわり全体に破は壊かいの炎をまきちらそうとしているのだ。

　これこそ、先ほどのテントを襲った、あるいは、多くの山火事のもとともなっている炎のバーサーク──燃える火の玉が花火のように全体に散らばる攻こう撃げきだ。どれだけ周囲が炎の惨さん禍かに犯おかされようと、サラマンダーは気にしない。彼こそは炎の中の王者でもあるから。

　それを、この怪物はいままさに吐はこうとしている。眼前にいるガスパーニュは罠わなにまだ捕つかまっているので、逃げることは無理だろう。それに近くにいるエンリケや王女すらも……。

　吟遊詩人は覚かく悟ごを決めた。いまさら楽弓の攻撃で致命傷を与えるのは無理だろう。剣で直接攻撃しなければ駄目だ。エンリケは、幸い怪かい物ぶつから見て、陰かげになる角度にいる。ここから突っ込めば、なんとかなるかもしれない。

　ガスパーニュは、いまは王女をなんとかかばおうとしていた。丸腰となった盗賊には、これくらいしかすることがないのだろう。

　だが、すべては遅おそいように思われた。

　トカゲの咆ほう哮こう。

　だが、今度も王女の方が早かった。巨大な怪かい獣じゆうが息を吸い込んでいる間に、彼女は指を掲かかげ、何事か唱となえた。すると、それまで晴れていた空の一角がにわかにかき曇くもり、暗あん雲うんが現われたかと思うと、そこから激しい雨、というより集中的な雨あま粒つぶが、怪物を打ちすえるように降ってきたのだ。

　これには火トカゲも驚いた。その激しい雨粒の流れに、さすがに抵抗できず、立ち往生している。それはまさに火のエレメントが水のエレメントの攻勢に会い、どうすることもできないといった姿に見えた。

　この機をエンリケは見逃さなかった。

　小剣を脇わきに構かまえたまま、どんとサラマンダーに体当たりをする。

　トカゲの鱗うろこは固く、またそれは燃え上がるような熱を発しているため、通常ならそうした攻撃は通らなかったかもしれない。だが、いま鱗は雨粒に叩たたかれ、いつもの強固さを持っていない。ずぶりと、小剣は首くび筋すじを貫かん通つうした。

　どうっと火トカゲが倒れる。

　それこそ、まさに炎の王者の最後だった。

　後には、激しい雨にびしょぬれになった三人が取り残された。

「ガス、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　エンリケが駆かけ寄る。

「いやあ、九死に一生か。いつもとちがって、エンリケに止どめはとられたがな。それにしても、おれが〈壺つぼの精せい〉と呼んだだけの人だ。見事なお手並みを見せてもらったぜ」

　盗賊は、かなりの痛みがあるだろうに、それでもまだ軽かる口くちを叩くのを忘れてはいなかった。片手に外した罠わなを下げている。

「ま、おれはあまりいい格かつ好こうじゃなかったが、これでも罠の先っぽのエサとしては、なかなかいい役目を果たしたんじゃないかと思うぜ、ハハ……」

　そう言ったまま、かれは白目を剝むくとその場に崩くずれ落ちた。




　幸い、ガスパーニュの傷きずはそうひどくはなかった。気絶はどちらかというと、それまでの極度の緊きん張ちようによるものだろう。

〈サラマンダーの憩いこい〉はその中心である怪かい獣じゆうを倒してしまうと、なんなく手に入れることができた。

　洞どう窟くつの中はいくつもの分ぶん岐きに別れており、それをすべてたどっていくことは難むずかしかったが、いくつかの湿しめった壁かべには、伝え聞くとおり、赤いリン光を発するシダのような草が生えていたからだ。ちょっと見て回っただけでもこれだけ生えているところを見ると、あの獣けものにとってはここは天国でもあったのだろう。

　もちろん、持って帰ればウォーレスのような街でなら、それなりには買い取ってもらえるとわかっていたものの、ガスパーニュはちょっと採さい集しゆうしただけで引き返すことにした。これだけ〈サラマンダーの憩い〉があるということは、他にもあの生き物が潜ひそんでいる可能性がある。とてもじゃないが、もう一度あんな怪物と戦うのはごめんだという思いが一行の胸にはあったのだ。

　洞窟の入り口に倒れている火トカゲのそばで、ひと心地つく。

　ガスパーニュは倒した証しよう拠こにと、その怪物を解体する作業に入っていた。

　それも済すんで、さあ、これから引き返そうというときになり、盗賊と吟遊詩人は、サラマンダーとの戦いの後、口にしていなかった疑問をようやく王女に投げかけた。

「さあて、これであんたの願いはひとつ果たせたよな。もうそろそろ、後の願いというのを聞かせてもらってもいいと思うんだが」

　王女は、覚かく悟ごしていたように口を開いた。

「ありがとうございます。大変な仕事を手伝ってもらって、すぐに二つ目をお願いするのは気が引けてたんですけど」

「いやあ、これくらい、たいしたことには入らないね」

　成功裡りに終わったので、ガスパーニュは気が大きくなっている。

「それに、こちらは最後まで済ませたら、報ほう酬しゆうをもらうという契けい約やくだからな。遠えん慮りよすることはないぜ。つぎは何だい？」

「じゃあ、お願いしますけれど、水成岩の宝石が必要なんです」

「水成岩の宝石？　何だ、そりゃ？」

「ああ、水成岩っていうのは、昔、地層が海の中にあったことでできた石ですよ、なるほど、これは地と水のエレメントがかかわっているわけか」

　エンリケは納なつ得とくできたというように告つげる。だが、これだけでは、ガスパーニュは納得しない。

「それはいいが、じっさいにはどんな宝石なんだ。それに、そうしたものなら何でもいいということなら、街まちの市場にでも行きゃ見つかるだろうが」

「いえ、かなり、純度の高い宝石でないとだめなんです。どこにでもあるようなものは……」

「たしかに、宝石となると、なかなか見つからないでしょうね。ぼくが推測のつく水成岩の宝石は、たぶん」

　ここでエンリケは言いよどんだ。

「なんだ、早く言えよ」

「カプチニオ家の〈憂うれえる瞳ひとみ〉なんかが代表でしょうね」

　これにはガスパーニュも目を丸くした。

「〈憂える瞳〉って、あのカプチニオ家の家宝ってやつか！　そんなものを奪うばえって、おまえ、いまでさえあの壺つぼを盗ぬすんだことで、おれたちはウォーレスのお尋たずね者になってるかもしれないんだぞ!!」

　王女は相変わらずきょとんとしたままだ。無理もない。何百年も昔に生きていた彼女にとって、いまのウォーレスの豪商やその力関係などぴんとこないのは当然だろうから。

「どうします、ガス。ほかの水成岩の宝石を探さがしたっていいですけど」

　しばし、考え込んだガスパーニュは、そのうち決心したような顔つきとなった。

「大きなものを一つ盗もうが、二つ盗もうが、どっちにしたって、変わりはない。それに、こそこそ隠れているっていうのは、おれの性分に似あわないしな。でっかい仕事を二つやって、ウォーレスとおさらばっていうのも、盗人ぬすつとらしくていいかもしれないじゃないか。まあ、三つ目もあるらしいけどな」

　そういって不敵な笑みを浮かべる。王女やエンリケの手前もあって、いきがっているようにもとれるが、彼のことだ、それだけではないだろう、とエンリケは感じた。逆に考えれば、まさか二つも続けて大きな盗みに向かうなんて、だれも想像しないにちがいない。

　そう思うと、このガスパーニュが考えていたよりも大きな人物であるように見えてきて、吟遊詩人はますます自分の直感が正しかったのではないかと思いはじめた。
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　ここは、召しよう喚かん術じゆつ師しサンジェリコの居室だ。

　そこで、先ほどから二人の男が語りあっていた。

「魔ま法ほうって、〝魔〟の法則だったんですか！」

　リコルの口から、驚おどろいたような声が上がる。

「ある意味ではな。理由はこれから説明しよう」

　相手であるいかにも魔法使いめいた老人は、若者が驚くのを楽しむようにそう告つげた。

　リコルたちは、壺をめぐる奇妙な事件に遭そう遇ぐうしたことから予定を少し変え、後あと十日ほどはウォーレスの街に滞たい在ざいしようということになっていた。

　そうなると、ベナウスはもう少しこの街をさまざまな角度から知りたがり、盗賊組合をはじめ多くのところに出入りしようとした。

　ファラータはもともと好奇心の塊かたまりのようなものだ。彼女らしく観光名所などいろんな場所に行きたがり、ときにはベナウスについて行ったり、リコルを引っ張り回したりした。

　リコルは特に当てもなかったので、ファラータに付きあったりもしたが、すぐに飽あきてしまった。そこで、前から一度会いたいと思っていた、魔法学の大家ともいわれるサンジェリコのもとを訪れたのだった。

　最初は、まああいさつ程度のもので、もう一度来てもいいと言われたリコルは、今日、クロックを連れて二度目の訪問をしているところだ。壺の事件があってからもう十日が経っていたものの、その行方ゆくえは依い然ぜんとしてわからないままだった。

　さすがに魔法学の大家と言われるだけあって、サンジェリコの部屋にはさまざまな本が詰つまっている。

　サンジェリコその人は、もうかなりの年配で、白いヒゲを蓄たくわえた姿はまさしく老魔法使いというにふさわしい。だが、本人は闊かつ達たつによくしゃべり、その精神はまだまだ若いことをうかがわせた。

　リコルは召喚術についての基本的な考え方と、〝魔〟の世界がどんなものなのか知識を得たいと思って来たのだが、そこでいきなり、魔法自体が〝魔〟の法則なのだ、と告げられて面食らってしまった。

　確かに、普通の人から見たらそうかもしれないが、リコルは小さい頃から召喚術師の父親に育てられたため、そんな見方はこれまでしたこともなかったのだ。

　しかし、言われてみれば、なるほどとも思える。


〝魔〟の〝法〟だもんなあ。



　なんだか自分が幼い頃ころから、とんでもないものにかかわってきたのではないかという気がしてくる。

　サンジェリコは、そうしたリコルの様子をおもしろそうに見ていた。

「きみはまだ若いのに、ずっと召喚術を勉強してきたんだな。内側にいたままだと、そうした見方に驚くのも無理はない。まあ、気を楽にしなさい」

　そう言って立ち上がり、今度は生徒に言い聞かせるように、彼の魔法論を述べはじめた。

「もちろん、魔法を聖も魔もなく、常識では理解できない不思議な技わざ、と捕とらえる考え方もある。まじないや占うらないから発展してきた最初の頃は、本来そうだったのではないかとわたしも思う。しかし、それからかなりの月日が経たっているのだよ。今こん日にちのこの世界では、大きくわけて魔法には三種類あるといってもいい。きみはそれが何だと思う？」

　リコルはちょっと首を傾かしげてから答えた。

「召喚術と、神の癒いやしと、不思議な技をまとめた一般の魔法ですか」

　まあ普通はこんなものだろうと思ったリコルは、サンジェリコが首を振ったので意外な気がした。

「一般にはそうかもしれないが、それだとただの分類にしかならない。ちがうな」

　こうはっきり言われると、それがどんなものなのか聞いてみたくなる。リコルの表情を見抜いたように、サンジェリコは言葉を続けた。

「たとえば、神の癒しというが、それはどんな神なのだ？　サザン辺りに栄えて、ある程度、各地に影響力のある〈聖者修道会〉の癒しのことか？　それとも、原始的な生活をしている文化の果てのまじない師の癒しの技か？　これだって、彼らの神の癒しなのかもしれないぞ。だが、彼らは一人の魔法使いが、癒しもやれば、人を呪のろう魔術とかも行なう。むしろ、こうしたまじない師は、きみの言う不思議な魔法の技を主に使っていると言ってもいい」

　そう言われれば、そんな気もしてきた。神の魔法とまじない師の魔法には、確かに明確な区分がないような気もする。リコルは召喚術師だったので、そんなに信心深い方ではない。

　魔法学の大家はさらに言葉を続けた。

「まあ、こうした考えは分け方のちがいと言えば、それまでかもしれない。あまり不ふ遜そんな言い方をしていると、神官たちに抗こう議ぎされるかもしれないしな」

　サンジェリコは、ここでにやっとする。

「わたしのような魔法使いの立場からだと、魔法はそうしたまじないなど昔からあったもの、それに地水火風の元素エレメントの研究から発展した魔法、そして、生き物を呼び出すことのできる召喚術、この三つの分類になる。最初のものは、確たしかに宗教に近いが、後の二つは、じつは学問であり、技術でもあるんだよ」

　それだと、何か魔法使い寄りの立場に立ちすぎた分類のようにも思えたが、リコルとて魔法使いのはしくれ、サンジェリコの言い分には納得がいった。

　魔法学の大家は、リコルがうなずいているので、説明に熱中してきたようだ。自分に言い聞かせるようにしゃべっている。

「そもそも原始的な魔法にも法則がある。それは、元素魔法、召喚術となって、ますますはっきりしてきた」

〝おい、リコル、このじいさん、かなり興こう奮ふんしてるぞ〟

　肩にとまったクロックがこっそりリコルに告つげる。

〝しーっ、ぼくはまじめに聞いてるんだ。とっても、参考になる〟

　若者は生意気な鳥をたしなめた。

「どんなものかというと、まず、一番目に〈相そう似じの法則〉だ。これは似ているものは、お互いに通じあっているという考え方だ。よくまじない師が、人間の代わりにワラ人形とかを使って、呪のろいをかけるあれだ」

「人形のお腹に針を刺すと、そこが痛いたくなる、とかいうやつですね」

「そうそう、それから二番目に、〈分離の法則〉がある。これはもともと一つに集まっていたものは、離れるとそれぞれが元のものを覚おぼえていて、それに似るという法則だ。ちょっとわかりにくいかもしれんが、例えば、ある人間の爪つめなどは元の人間に属ぞくしていて──」

　説明しにくそうにするサンジェリコに、リコルは閃ひらめいたので口を出した。

「さっきのワラ人形で言うと、人形に呪う相手の髪かみなど添そえると、効果が大きいということですか」

「おお、きみは理解が早いな。さすがに、若い頃から召喚術を習っているだけのことはある」

　サンジェリコは、見直したようにリコルを見つめる。若者はなんとなく嬉うれしかった。

「三番目に〈あいまいの法則〉というのがある。これは、法則という言葉自体に反するかもしれんがな。魔法にはどこか不確定で、よくわからない部分がつきまとうのじゃよ。元素魔術などというのも、エレメントの組み合わせを繰くり返し試ためすことによって、ようやくだいたいのことがわかるようになったが、どこか不確定なところもある」

「魔法には、常に失敗の可能性があるというのもこれでしょうか」

　リコルは自分の経験と、サンジェリコの考えがすっと一致していくのに驚おどろいていた。

「そのとおり。これは魔法が人間の心理とかかわっているからかもしれんがな。そして、四番目は〈補ほ償しようの法則〉、あるいは〈均きん衡こうの法則〉ともいう。きみは本当に理解が早そうだな。この言葉から、どんなものなのか想像できるのではないか？」

　サンジェリコも、リコルがのみこみの早いのに驚いている様子だ。

「それって、ひょっとしたら、生けにえのようなものですか」

「そうだ、あるいは、自己犠ぎ牲せいとかな。大きな効果を得ようとすればするほど、それに対する犠牲も大きなものになるという考え方だ。これは身体に不利な条件がある者ほど、何か別なものに優すぐれるといったことと結びつく場合もある。それにしても、きみはなかなかのものだ。もう少し、話を続けたくなった。しかし、ちょっと待ってくれ、しゃべりすぎて、喉のどが乾かわいてきたのでな」

　サンジェリコはそう言うと、お茶を入れに隣となりの部屋に向かった。魔法学の大家ともなれば使用人がいてもおかしくはないのに、そうではないらしい。彼はどうもそういうのが嫌きらいなようだ。

〝ホーホー、変わってるが、いい人みたいだな〟

　クロックが告つげる。

〝何を言ってるんだ、すばらしい人だ。いまの独どく創そう的てきな魔法論を聞いたかい〟

〝まあね。おいらはそれに似たような分類を、賢けん者じやマルベロスの『金の枝』って本で読んだことがあるけどな〟

　何て口のへらないやつだ、と憮ぶ然ぜんとした面おも持もちでリコルはフクロウを睨にらんだ。

　窓からは、ウォーレスの坂になった街並みと、そこから先の海が見える。今日はとても天気がよく、晴れた向こうには沖おきの小島がいくつも見えた。船が数すう隻せき往ゆき来きしている。何ともいい景色だ。

　リコルはふと、サンジェリコのように、こうして魔法をいろんな角度から見つめられるのはうらやましいなと思った。父親も魔法を研究していたが、父はどちらかというと召喚術そのものに凝こり固まっていた。この魔法学の大家には、もっと幅はば広ひろい知識への興味があるようだ。

　しばらくすると、サンジェリコは本を一冊抱かかえて現われた。

「まあ、これまでしゃべったのは、この本にも書いてあることなので、興味があるならのぞいて見たらいかがかな？」

　本には『金の枝』と書いてある。

　リコルは、この正直な学者がこれでいっぺんに好きになった。この人なら信用できる。ほら見ろ、ちゃんとした人だろ、という顔をして、フクロウに唇くちびるを突き出してやる。クロックは顔を横に向けて身づくろいをしていた。きっと照れ臭くさかったのだろう。

「魔法に法則めいたものがあるというのはよくわかりました。でも、それがどうして〝魔〟の法則なんでしょう。例えば、呪のろいが魔だとしても、癒いやしは聖と考えてもいいと思います。それに元素魔術は、地水火風が中心で、聖や魔はあまり関係していません。もともと魔法はそれらすべてを含んでいるのではありませんか？」

　若者は考えていることを素直に述べた。自分の知識がまだまだ足りないことは承知の上だ。

「その通りだ。だから、わたしは、〝ある意味で〟と言ったのだよ。〝魔〟が大きくかかわるのは、そうした三つの魔法のうち、最後の召しよう喚かん術じゆつについてだ」

　藪やぶをつついて、蛇へびを出す。まさか自分のもっともかかわっている魔法について、それが当てはまろうとは。リコルは愕がく然ぜんとした。

「きみが召喚術師である以上、この考え方にショックを受けるのはしかたないかもしれないな。まあ、わたしの論は、そうした考え方もある、程度に聞いてもらったらいい」

　サンジェリコは茶をすすった。リコルの顔を見て同情したのかもしれないが、若者は驚きのあまり、出されたお茶に手もつけられない。

　まさか、そんな、ぼくが小さい頃から学んできたものは、〝魔〟についての法則だったのか？　そんな、恐ろしい。

「召喚術というのが、どうして見つかり、どのようにして発展してきたのか、というのはいまだにわかっていない。もっとも魔法というのは、原始呪じゆ術じゆつにしても、元素魔術にしても、どれもそうなのだが……ただ、古代六王国の時代には、召喚術が大いに発展したのはまちがいないようだ」

　古代六王国。以前、タシエルの冒ぼう険けんでも耳にした、エルフたちが繁はん栄えいを極めた時代に存在したという国々だ。

「ある説によると、召喚術に使われる〈真の名〉は神々、もしくは〝聖〟と呼ばれるものによって、存在する事物に隠かくされていた暗号のようなものだと言われている。それによって、存在そのものが規き定ていされ、それを知ることは、そのすべてを知って支配できるというようにな」

「支配だけでしょうか。ぼくには、それが意い思し疎そ通つう、お互いをわかりあえるようになる力だとも思えるのですが」

　リコルは最近、自分に起こった認識について伝えた。

　サンジェリコはそうした考えにも驚かず、平然と聞いている。

「そう、確かに、そうも言えるだろう。神々の本意がどこにあったのかは、われわれにもわからない。いずれにしても、それは事物の表に現われずに裏に隠されていたものだ。そして、それを〝魔〟が盗んで、古代の人々に伝えたとも言われておる」

　こうした説を聞くのは、リコルは初めてだった。フクロウも興味ありげに聞いている。

「〝魔〟って、何でしょう？　もちろん、そんなもの簡単にはわからないかとも思いますが……」

　たぶん無理だろうなと思いつつ、あるいは、この人なら答えてくれるかもしれないと感じたリコルは、必死の面持ちでサンジェリコを見つめた。

「さまざまな説がある。きみもわかると思うが、その概がい念ねんは神や〝聖〟と結びついているからな。しかし、わたしが納なつ得とくできるものに、もともと〝聖〟と〝魔〟は神の両面であり、それが兄弟のように別れたという説がある。唯ゆい一いつの神が、自らの自己完結を認めたくなかったためにな──この辺りの説明は、いろいろと長くなるので、簡単に言おう。〝聖〟とは正せい統とうであり、〝魔〟とは反はん逆ぎやくというイメージで捕らえるとわかりやすい」

「ぼくは聖とは善ぜんなるもの、魔とは悪なるものと思っていましたが」

「まあ、普通にはそう考えられやすいが、わたしはそう簡単に割り切れるとは思っていない。確かに、この世の習わしでは、そう見えやすいこともあるがな」

　リコルは召喚術が〝魔〟の法則であるにしても、それが悪だけではないと言われたのに、ちょっぴり救すくわれたような思いだった。まだ、なんだか気持ちが悪かったが。

「そして、反逆の弟神〝魔〟が、隠されていた禁断の知識〝召喚術〟というか、そのもととなる〈真の名〉を人間に伝えた、というのだ」

　ここでリコルは閃ひらめいた。

「それなら、もともとは意思疎通にも使えた〈真の名〉が、魔によって支配の道具になったというのもわかりますね」

「そうかもしれぬな。そうした危険があるので、禁断の知識となっていたのかもしれぬ。いずれにしても、そうしたことがわかれば、人間の性さが、それを個人として利用したり、あるいは、国家が軍として利用するために、召喚術は古代王国の時代にどんどん研究された。だが、もともと難なん解かいな上に、弊へい害がいも多いということで、それが禁じられたり、弾だん圧あつされたりすることもよくあったのだよ」

「みだりに使うべきものではないのですね」

「そう、すべての召喚術師に、それがわかっておれば安心なのだがな。このウォーレス近くにあった〝沈める国〟では、召喚術が別な形で発達し、それが大きな弊害を呼んで破は滅めつの原因になったとも言うからな」

〝沈める国〟の話題が出たので、ちょうどよい機会だと思ったリコルは、〝魔神の壺〟がそうした召喚術に関係しているのかも聞いてみた。

　だが、それについては、サンジェリコははっきりしたことは言えないということだった。確かに、召喚術の道具と関係しているとも考えられるとのことだ。

「結局、そうした研究がいまの時代にも伝えられて、〈真の名〉を札に込めたりすることができるようにもなった。都サザンではこうしたもので闘たたかいを行なう場もあると、聞いておる。もっとも、高級なものを召喚するには儀式や書が必要なのは、きみも当然知っておるだろうが」

「要するに、召喚術は〝魔〟の世界と、もともと密接にかかわっているということですね。魔法が〝魔〟の法則と考えられるくらいに」

「そうだ、だから、その研究は慎しん重ちように進めないとな。きみは大丈夫かもしれんが、特に反逆的な人はかかわるべきではない、とわたしは思っているのだがな」

　一気にしゃべって、サンジェリコは気分も晴れたのだろう。それに、リコルが予期していたよりも頭の回転が早いので、かなり気にいったようだった。

　リコルは思っていた以上に収しゆう穫かくがあったので、そろそろ暇いとまを告つげようかなと思った。

　そう考えていると、思い出したかのように、この魔法学の大家は話しかけてきた。

「そうだ、きみのように優秀な召喚術師なら、わたしに依い頼らいがきている件でも手伝ってもらえるかもしれないな。きみ、しばらくウォーレスにいるのかね？」

　この学者に誉ほめられるというのは、なかなかいい気分だ。リコルはちょっと考えて言った。

「あと二、三日なら、いようかとも思っていましたが」

「おお、それなら、この件を引き受けてくれないかな。わたしの知りあいのカプチニオ家の者が心配しておって、警けい備びしてもらいたいので、ぜひ召喚術の使える人がいたら推すい薦せんしてもらいたいということなのだ。こうした手紙が来ているらしい。わたしはまあ、いたずらじゃないかと考えておるのだが」

　サンジェリコはそう言って、そばにあった書状らしいものを取り上げた。

　リコルもフクロウもそれをのぞきこむ。

　それには、こうあった。




〝拝啓　ジョルジュ・カプチニオ殿

　　貴き家かの所有しておられる〈憂うれえる瞳ひとみ〉を、近々いただきにつかまつる。

　　警けい戒かいされようとも無む駄だなので、諦あきらめられること。

　　こちらには、無敵の魔神を召喚し得る壺があるゆえに。


敬具

名もなき盗賊より〟






「これは？」

「つい昨日きのう、ある者がことづかったと言って、カプチニオ家に届けに来たのだ。もちろん、いたずらとも考えられるのだが、なにしろあの領主の陳ちん列れつ館かんでの壺の盗難事件があったばかりなので、ジョルジュも心配してな。わたしに腕うでに自信のある召喚術師がおらぬか頼みに来たのだよ」

「街まちの当局には知らせてあるのですか？」

「いや、知らないのかもしれぬが、カプチニオ家と領主の仲はあまりよくないのだ。というのも、アンドレアス家が領主と親しいので、そうした理由もある。カプチニオ家としては、あまり領主の手をわずらわせたくはないらしい。どちらにしても、まだいたずらではないかという疑いもあって、カプチニオ家としてはあまり公にはしたくないらしいのだ。考えてみれば、どこにこれから盗みに入るのに、それを宣せん言げんする盗賊がおるのかという気もするし」

「それは確かにそうですね」

　答えながら、リコルはクロックにもきいていた。

〝どう思う、クロック？〟

〝ホーホー、妙だな。まさかあの召喚術師が奪うばい取って、それで魔神を呼び出したとは考えにくいしな。そうするつもりなら、さっさとそうするだろうし。どっちにしろ、壺にはかかわってるぞ。あんたの考え次第でいいんじゃないか〟

　それをきいて、決心もついた。リコルはこの老魔法使いに依頼されたのなら、それはぜひ果たしたいと思っていたからだ。そろそろウォーレスを去ろうかと思っていたが、これくらいならいいだろう。

「わかりました。師のご依頼ですから、お引き受けいたしましょう」

「そうか、それはありがたい」

　サンジェリコも助かったようだった。リコルらは、カプチニオ家への紹介状を受け取り、また困ったことがあったら来たらよいとの言葉とともに、その家を去った。




　坂のある街を登っていくと、そこにカプチニオ家の屋敷が塀へいに取り囲かこまれてあった。辺りは閑かん静せいな住宅地だ。領主の陳列館は、同じくらい街の上方に位置しているが、もっと北側にあたる。いまは冬なので、屋敷の塀からもれ見える木々も茂しげっているとはいえないが、これが春ともなると緑鮮あざやかになり、またさまざまな花が咲き乱れるのだろう。

　いずれにしても、傾斜のある街では金持ちは上の方に住まいを構えるという法則が、ここでも成り立っているなあと、リコルは思っていた。

　一行は、サンジェリコからの紹介状を手にカプチニオ家に向かっていた。

　リコルからの報告を聞いて、まっさきに賛さん成せいしたのはファラータだった。

「盗ぬすみの予よ告こくなんて、怪かい盗とうみたいでかっこいいじゃない。それを阻そ止しするなんて燃えるわあ」

「だけどなあ、わざわざそんなことをするのはなぜだ？　盗賊っていうのは、おれもよく知っているが、よほどの理由がない限り、そんなことはしないものだぜ」

　例によって、水を差したのはベナウスだ。

「それに、魔神とかに盗ませることができるのなら、何も言わずにそうすりゃいいじゃないか」

「それもそうね。この手紙を送ってきたのは、本当にあの壺を盗んだ連中なのかしら？」

　女戦士の言葉を聞いた若者は、それについての疑問がもう一つあると思った。

「盗んだ連中って、ファラータ、どっちが奪ったのか、まだわからないんだぜ。あの召喚術師だったのかもしれないし。クロックは気絶してたんだから」

　そう言ってフクロウを見やる。クロックは顔を横に向ける。おいらは知らないということだろう。

　ベナウスがこれに続けた。

「盗もうとした男のあたりはだいたいついている。盗賊組合の賭けで負けたガスパーニュというやつが、盗んでやるとか言っていたそうだ」

「だけど、魔神を召喚してとか言っている以上、あの召喚術師かもしれないわけだしね」

　一行は首をひねった。いずれにしても、詳くわしいことは話を聞いてからにしようということで、カプチニオ家にいま向かっている途上だったのだ。

　大きな庭園を囲かこった塀へい沿ぞいの道をしばらく行くと、やがて立りつ派ぱな門もん扉ぴがある。警けい戒かいするような顔つきの門衛が二人立っていた。

「やっぱり、あんな手紙が来たから警戒が厳重になってるのね」

　身分を照会され、門を通されてからも、長い道のりが続いた。かなり広い庭だ。そして、ようやく立派な屋敷の中の立派な応接室に通された。

「やっぱり豪ごう商しようって、すごいわねえ」

　ファラータが目を丸くしている。

　部屋は家具も立派だったが、それよりもあちこちに目を引く彫ちよう像ぞうや絵かい画がが飾かざってある。いかにも豪商が世界の各地からそれらを収集してきたという雰囲気があった。

　やがて、執しつ事じに案内されて、一人の恰かつ幅ぷくのよい男が現れた。

「どうも、これは皆さん、わざわざお越しいただいて。当家の主のジョルジュです」

　物もの腰ごしのやわらかい、いかにも商家の主人といったしゃべり方だ。腹は少々出ているが、それよりも、丸くて小さな眼鏡めがねをかけているのが、この世界では珍めずらしい。

　それぞれを紹介した後、早速リコルらは事情をきいてみた。

「いや、それが突然のことで、わたしにもよくわからんのです。もちろん、いたずらだという可能性もあるのですが、なにしろあの壺つぼが盗ぬすまれたところでしょう。よもやと思うのですが、念のために警戒も増やし、それとサンジェリコ先生にもあなたがたを紹介してもらったという次第です」

「〈憂うれえる瞳ひとみ〉というのは、有名なんでしょうね。わたしたちはこちらでまだ日が浅く、よく知らないものですから」

　ファラータが口を切った。

「いやあ、すばらしい芸術品です。先だっての陳ちん列れつ館かんの展示の折にも出品してくれと言われたのですが、出さなくてよかった……あっ、いやいや、とにかく街の文化資産にはまちがいない、という意味ですが」

　ジョルジュの言葉には、言外に領主への嫌いや味みが感じられる。これがウォーレスの豪商間の関係なのかと、リコルは改めて可お笑かしく思った。しかし、この街で三番目と言われるカプチニオ家でもこれだけの資産を貯ため込んでいるのだ。アンドレアス家やカタリ家などはどんなものなんだろう。

「というと彫ちよう刻こくなんですか？」

　リコルの物思いにお構かまいなく、ファラータがジョルジュに答えている。確かに彼女をはじめ三人とも、その名前から考えて、〈憂える瞳〉は宝石かなにかだろうと思っていたので意外な気がした。

「はい、それはすばらしいハープをひく乙女おとめの像です。ただ、それだけではありません」

「というと？」

「乙女の目に、水成岩でできた大きな宝石が二つはまっておりまして、それが光の輝かがやき具合によっては、じっさいに表情が憂いを帯びているように映るという、それはもう見事な芸術品なのです」

　なるほど、宝石と彫刻の合体したものなのか。それは確たしかにすばらしいだろうな、とリコルは見る前から頭の中にイメージを作り上げていた。

「こう口で申しましても、そのすばらしさはわからないでしょうね。これから、それがあるところにご案内しましょう、ついでに、いまの警けい備び状じよう況きようも説明できるでしょうから」

　そう告げると、ジョルジュは立って、自ら一行を案内しようとした。部屋を出たところで、着飾った背のすらりとした婦人に呼び止められる。

「あら、あなた、明日のレン夫人の舞ぶ踏とう会かいはいかがなされるのでしょう？」

　たぶん、ジョルジュの妻なのだろう。さすがにその姿には、ファラータはとてもかなわないなあと、羨せん望ぼうのまなざしを送ったくらいだ。高く結った髪に、孔雀くじやくの羽根の扇おうぎ、裾すその長い目も鮮あざやかな衣い裳しように、大きな耳みみ飾かざりをつけている。豪商の妻ともなれば、普段から派は手でだなあ、とリコルも目を丸くしていた。

「ん……いまはまずい時期なのだが、そうも言っておれないしな。準備だけはしておこう」

　一応それぞれを紹介した後、豪商は足早に庭園に出た。

　館やかたの裏うら手ての──といっても、これがまた広いのだが──奥に、こざっぱりした四角い建物がある。途中もそうだが、その辺りには武器を手に警戒する衛えい兵へいが何人も立っていた。カプチニオ家の私兵だろうが、その数をいまはかなり増やしているにちがいない。

　建物の中は、ごく普通の広くて四角い部屋だった。本来ならそこには、さっきの応接室にも増して彫ちよう刻こくや絵かい画がが並べられ、ここを訪れた人々はカプチニオ家の芸術収集への熱意を見ることになるのだが、いまはちがった。

　部屋の中にも、兵がかなりの数詰つまっている。中には、明らかに魔法を使うのであろうローブ姿の者も一人、二人いる。

「〈憂える瞳〉は大丈夫か？」

「はっ、確かに、ここに」

　部屋の中央に、その彫像はあった。

　思ったよりも大きい。言われたとおり、立ハてー琴プを手に乙女おとめがそれをつまびこうとしている。そのいまにも曲が流れてきそうな姿もすばらしかったが、乙女の目にある青い宝石は、大きさといい、そのきらめきといい、まさしく至宝と呼ぶにふさわしかった。

「きれいだわあ！」

　ファラータのみならず、男二人も吸いつけられるように、その彫像に注目している。

　ジョルジュはそれを満足そうに眺ながめていたが、やおらリコルに振り向いた。

「このように、見張りを厳げん重じゆうにして警戒しているのですが、召喚術師の目から見て、大丈夫でしょうか？」
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「まあ、小さなものならいざ知らず、これだけ大きなものを直接、力で奪うばおうとなると大変ですね」

「ここに攻せめてくるには、軍隊でも要いりそうよ」と、ファラータ。

「しかし、あの領主の陳列館でも壺が見事に奪われたのでしょう。油断はできません。それに、今度はなにやら怪あやしい力を使えるとも書いているのですが、それについての心当たりは？」

　リコルは、敵てきがじっさいに魔神を使えるのか疑問だったが、たとえ魔法を使っての襲しゆう撃げきにも、この用心深さなら耐たえられるようにしてあるのでは、と推すい察さつした。

「魔法には、何か対たい策さくはすでに？」

「はい、ここにはこれ以外にも貴重な品物がありますので、建物には〈鍵かぎ外はずし〉など直接の魔法はかけられないようにはなっておりますが」

「それだと直接ここに何かを送り込むとか、ここにあるものを直接、呼び寄せるというような魔法も無理でしょうね」

「そんなことができるのですか？」

　ジョルジュは半信半疑だった。

「力ある魔法使いにはそうしたことも可能だとは聞いているのですが、そこまでできる者はめったにいません」

「それ以外にあるとしたら、地下に穴を掘って、そこから急に飛び出してくるという手もあるな。おれは昔、敵に人ひと質じちに取られた者を救い出すのに、そんな手が使われたって聞いてるぞ」と、ベナウス。

「それから、何かの容いれ物にはいって、忍しのび込んだというのも聞いたことがあるわ」

　ファラータの言葉に、まわりの者がいろんな彫像を気味悪そうに見た。

「それは大丈夫です。ここには物の出入りはさせないように命じました。地下からの襲撃についても、ここまでくるのは大変でしょうし、いまのところ庭を調査してみて、そうした兆ちよう候こうはありません」

　衛兵の隊たい長ちようらしい男が、横から口を出す。

「そうした点は大丈夫のようですね。やっぱり、空から庭に降りてきて襲撃という可能性がいちばんでしょう。とりあえず、われわれは庭や塀へいの外で警備しておくというのがいいように思いますが」

　リコルはフクロウにもどう思うか、こっそり心の中で聞いてみたが、そんなものだろうという返事だった。

「それに、ぼくのこの仲間は夜も目がよく見えますから、上空からこいつにも見張らせておきますよ」

　それまでフクロウをペットかなにかのように思っていたジョルジュは、ただの鳥ではないと知り、驚いたように身を引いた。クロックはそれを見て、おおげさに羽ばたいた。彼なりのパフォーマンスなのだろう。

　このクロックに言げん及きゆうしたことで、信しん頼らいも結構厚くなったようだ。

　一応、指し揮きはその隊長役の男がとるが、リコルたちは特に対魔法使い用の独立部隊として、屋や敷しきの警備をすることとなった。




「あ～あ、見張るっていうのも、退たい屈くつよねえ。クロック、ちょっとこっちにおいで」

　仕事の依頼を受けた翌日の夜、ファラータは物もの陰かげから立ち上がって伸びをした。

　上空から音もなくフクロウが舞い降りてきて、女戦士の腕うでに止まる。フクロウは飛んでいるとき羽ばたきしないので近寄るまではそれほど気け配はいがない。しかも、夜には目がよく見えるので、こうした監視には最適だ。

「それで、リコルたちもちゃんと見張ってる？」

　質問というよりは、確かく認にんするようにのぞきこむと、クロックは首を縦たてに振った。言葉はリコル以外には伝えられないが、この鳥は人間の言うことなら理解できる。

　その何とも神しん妙みような顔に、思わずファラータは吹き出しそうになった。

　一行は、ファラータとベナウスがそれぞれ外に出て、怪あやしいものがいないか見回り、リコルは中の庭園にいて、いざ魔神などが現われたときに備そなえようということになっていた。

「どうも、今晩も現れそうにないわねえ。やっぱりいたずらだったのよ、きっと」

　そうかな、というようにクロックは首を傾げた。

「あっ、そうそう、さっきこの辺りを見回っていたら、壁かべに穴が開きかけてたところがあったわ。きれいなお屋敷なのに、意外に見落されてんのよね。あそこら辺りが狙ねらわれるかもしれないから、行ってみようか」

　フクロウもそれは意外だ、という顔つきをしている。見に行きたいらしい。ファラータは鳥を片手に、塀に沿って歩いて行った。普段は明かりもないのだろうが、それではまずいということで、ところどころにかがり火がたかれている。まるで臨りん戦せん体勢にあるようだ。いや、まさしくいまの状態はそうだといってもよいだろう。

「ここよ、ほら、木の陰になってるのでちょっとわからないけれど、壁にひびが入って、ちょっとくずれてるでしょ？」

　見上げると、確かに木が張り出していて、その葉陰の塀が上から少し崩くずれている。何か歯の上が欠けたようでみっともない。木に隠れていたので、見過ごされていたようだ。

「ちょっと背が届かないからなあ。何か踏ふみ台があったら飛び上がれるんだけど」

〝…………〟

「クロック、あんたなら飛べるから、のぞいてみてよ、ん？」

〝…………〟

　さっきからクロックが肩をつつくので、何だろうと思って振り返った彼女は、向かいの空き地に立つ姿を見て、言葉が出てこなかった。

　こ、こいつは、あの召しよう喚かん術じゆつ師し?!

　ファラータの斜ななめ向かい、少し離れたところにマント姿がある。言われていたほど派手な色ではないが、その口ヒゲ、かぶった帽ぼう子しなど、あの壺つぼをめぐって争っていたやつにまちがいない。

「き、来たわね──」

　彼女がしゃべるよりも早く、相手が口を切っていた。

「見つけたぞ、おまえがそのフクロウを操あやつって、わたしの企たくらみを阻そ止ししたのだな！　予想していたとおり、またしても……今度こそ決着をつけてくれるわ」

　言うが早いか、そいつは隠かくし持っていた懐ふところから、見る間に召喚の札を宙に投げ上げたのだった。




　ギョーム・ド・ポリの、その後の行動は当を得たものだった。

　壺を取り逃がした翌日、彼は盗とう賊ぞく組合に使者を送り、その件で話がしたいと申し出た。待つことしばし、彼の住まいに二人連れの男たちがやってくる。

　一人はもともと彼が組合との連絡係に使っていた小男だ。狐きつねのような感じの目立たないタイプだが、これが意外に便利で役に立ってくれる。いわば組合の渉しよう外がい係がかりといった存在だ。

　もう一人は、たまに組合に行ったとき、目にしたような気もする。目の脇わきに傷きずがあり、いかにも盗賊らしいといえば、それまでだろうか。

「これはポリ様、ご機き嫌げんうるわしゅう。で、壺のことで何か情報をお持ちだとか。こちらも、そういった男を連れてまいりましたが」

　小男がていねいに挨あい拶さつをする。ポリは男の紹介を待った。

「この男はジョニーと言いまして、われわれの賭と博ばく関係にかかわっております。この男にも壺をちょっと〝借用〟できるような輩やからを探さがさせておりましたところ、一人、二人がそれに挑いどもうとしていたらしく……」

　盗賊組合というのも通常の組織と同じで、いくつかの専門業務に分かれていたりする。

　主なものは、もちろん窃せつ盗とうや空あき巣すなどの盗み関係だが、それだけではない。

　恐きよう喝かつ、詐さ欺ぎ、スリ、売春や接客の女関係（もちろん、男だってあるが）、金貸しやその取り立て、用心棒、合あい鍵かぎやニセ金造りなどの偽ぎ造ぞう、故こ買ばい、密みつ輸ゆなど、数え上げていけば、人間のうしろ暗い悪徳と関係あるだけの仕事が並んでしまう。

　中には、乞こ食じきなんていう、悪徳とも言えないし、職業かどうかもわからない仕事関係まで備わっている。このジョニーの賭博というのも、盗賊組合としては仕事の大きな柱はしらでもあった。

　なるほど、賭博関係のやつらまで壺の盗みにかかわっていたとなると、おれの作戦もかなりの程度まで広まっていたのだな。

　内心、自分の策さく謀ぼうがうまくいったのににんまりしながら、ポリは話をさえぎった。

「その男というのは、色が浅黒くて、すらっとしたやつと、なで肩の色の白いやつじゃなかったか？」

　それまで黙だまって話を聞いていたジョニーが口を開いた。

「ああ、ガスパーニュと、そのツレのエンリケという野郎ですね。まちがいないです。おれに貸しがあったので、壺を奪ってこいと言ったら、承知してましたから。まあ、じっさいにやったとなると、少しはあいつにも根こん性じようがあったってことだな」

「根性どころか、そいつを持ち逃げしようとしていたぞ。昨日、たまたま出会って逃げられた。壺はまだ届いていないんだろうが？」

　ジョニーは少しびくっとしたようだ。唇くちびるの端はしが歪ゆがむ。

「ほう、組合の掟おきてを破ろうっていうんですか。なかなかの度ど胸きようじゃないか。ええ、まだ届いてませんが」

「まあ、そこまでやれるかどうか。そのうち、持ってくるんじゃないですかね」

　狐きつねのような小男は、自信があるのか楽らつ観かん的てきだ。

「別の組合に持ち込んでも足がつきますし。こっちも協定を結んでますから。となると、ただの骨董品の壺なんて持ってても、意味がないじゃないですか」

「ただの骨こつ董とう品ひんの壺ならな」

　ポリはもう半ば以上、あの二人が壺の魔神を呼び出してから、持ち逃げしようとしていると確信していた。

「そいつらが、持ち逃げしたとして、なんとか手がかりをつかめんのか？　前にも言ったように、こっちは取り戻もどしたら高く買う、と言っておるんだからな」

「まあ、こうなった以上、街の官かん憲けんにも知らせれば捕つかまえるのは楽でしょうが、そうなると壺は手に入りませんな。そこまでこだわられるとは、ポリ様は何かあの壺についてご存じなのでしょうか」

　まずい、こいつらに、あれが正しよう真しん正しよう銘めい〝魔神の壺〟だということを知らせてはならない。

「いや、わたしが研究すれば何かわかるかもしれぬし、その後で届ければ、かなり領りよう主しゆの覚おぼえもめでたくなるのではと思ってな」

　二人は、一瞬何もいわなかった。信じているのか、いないのか。そのとき、ジョニーが口を開いた。

「まあ、ガスパーニュの足取りをつかもうと思えば、こちらでできないこともないです。おれもこのままこけにされるのも嫌いやだし、少し当たってみましょう」

　その顔には、獰どう猛もうな獣けものの表情がかいま見えた。




　しかし、盗賊と吟遊詩人、それに壺の行方ゆくえは杳ようとしてつかめなかった。ジョニーは当然ミランダを捕まえようとしたのだが、彼女はひと足先に行方をくらましていた。

　盗賊の交遊関係に当たってみても、火トカゲがどうのと言っていたくらいで、要よう領りようを得ない。

　ぷっつりと彼らの跡あとが途と絶だえたまま、十日近くが過ぎた。

　さすがのポリも、当初は焦あせったものの、これはウォーレスを逃げ出したかと諦あきらめかけようとしていた。頼たのみの綱は盗賊組合だが、相手がこの街を離れてしまえば、いくらなんでも追及の手は鈍にぶる。執しつ拗ような追つい跡せきを行なうこともあるが、それは余よ程ほどの場合で、今回の件ではそこまでの余裕はないようだった。

　街の官憲からも情報は入ってこない。もちろん、細部の情報がポリにまで即そく座ざに届くわけはないのだが、壺を盗んだ男が捕まったなら、噂うわさくらい伝わってくるだろう。いまだガスパーニュとエンリケが手配されていないところを見ると、盗賊組合は面めん目もくにかけて、内部からそうした情報を流してはいないようだった。

　そうしたある日、ポリは妙な話を聞いた。召喚術師をカプチニオ家が探しているというのだ。友人のその男から聞いたところでは、どうやらいたずらかもしれないが、カプチニオ家に宝石を奪うばうという予告が届き、彼らは念のために対抗上、召喚術を使えるような魔法使いを求めているという。何でも、相手は魔神の壺を操あやつれるので手ごわいらしい。

　もっとも、そのあまりに芝しば居いがかったやり方に、友人はいたずらにちがいないと決めつけていたが、この話を聞いたポリはちがった。

　よもや、これはわたしに対する挑ちよう戦せん状じようか？

　万に一つの可能性もないかもしれないが、ひょっとしたら、あの壺を奪った輩がカプチニオ家の家宝を狙ねらっている?!

　そういえば、あのときの会話で、やつらは〝三つの願い〟とか言っていた。その一つが、あの宝石か？

　ポリはどうしようかと悩なやんだ。自分がカタリ家の一員である以上、カプチニオ家は絶対に召喚術師として雇やとってはくれないだろう。それに、ここで自分がそれなりの術師であると知られては、これまでかぶっていた仮か面めんがはがれてしまう。

　ここは、こっそり屋や敷しきを見張るのがいちばんではないか？

　そこで彼は目立たぬマントを着込み、夜や陰いんに乗じてカプチニオ家の屋敷を見張ろうと思い立った。

　その矢先に、あのフクロウを見つけたのである。




　疾はやき風よ、闇やみよ、

　われのもとに、翼つばさある人を運べ！
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　白い札が夜空を舞まう。その札がみるみる扉とびらに変化し、そこから禿はげ鷹たかのような翼を持つた怪け鳥ちようが二羽、ばさばさと羽ばたきながら飛び出してきた。醜みにくい姿をしているが、気き味みの悪いことに鳥の顔があるべきところに、白い女の顔が載のっている。

　ハーピィだ。

　もともと弱っている獲え物ものや、だれかに倒された腐ふ肉にくを漁あさるのが得意な怪かい物ぶつだが、相手が自分より下と見れば見み境さかいなく襲おそってくることも多い。

「あのフクロウと女を襲え！」

　召喚術師は、ファラータとクロックが一瞬あっけにとられた瞬間を狙ねらって、指令を与えた。ギャッギャッと醜い声をあげて、二羽が飛びかかってくる。

「クロック、逃げて！　リコルや衛えい兵へいに知らせるのよ。敵が見つかったって。ここはわたしが防ぐから」

　ファラータは大声で叫んだ。

　クロックはその場でリコルに伝えようかとも思ったが、考えてみればリコルはすぐそばだ。ハーピィは人間の顔をしているので、普通の鳥ほど夜、目が見えないということはない。それでも、自分の方がよく見えるし、この塀へいさえ越えれば、リコルや他の衛兵たちが見張っている。ここは一羽を引き受けて、敵の力を分散させよう。

　フクロウはちょっと迷ったので、さすがにハーピィの一いち撃げきは受けたものの、かすめただけで大したことはなかった。相手をかわして、若じやつ干かん遠回りしつつも塀を越えようとする。そうはさせじとハーピィの一羽が追う。

　もう一度襲ってくる怪鳥のかぎ爪づめをかわした。滑かつ空くうしながらも、かなりの速度で木立や芝しば生ふを突っ切り、リコルのところに向かう。

「何だ」

「敵か！」

　思わぬ鳥の出現に衛兵たちは色めきたったが、リコルはそれを押さえた。

　フクロウを追って、遠目に怪あやしい鳥が上空を飛んでくる。リコルは懐ふところから、いつもの札を取り出した。




　ナンジ　盟めい約やくニ従イテ

　ワガモトニ　来タレ

　カノ猛たけキ空ノ王者ヨ！
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　空中に静止した札から、巨大なグリフォンがこれまでのように姿を現わす。味方の衛兵たちからも、おおというどよめきが起こった。

　いや、もっと驚いたのは、ハーピィだろう。こんな相手と戦っても、餌え食じきになるのはわかっている。そいつはあわてて向きを変え、逃げ出した。

　リコルはほっとした。グリフォンにおとなしくするよう言いつける。

　フクロウがこちらに飛んできた。

「クロック、どうしたんだ！」

　鳥はリコルの頭の中に状況を伝える。

「敵が現われたようです。塀の外にいるようです」

　リコルはそう言いながら、もう駆かけ出していた。間に合わないかもしれない。がんばるんだぞ、ファラータ。

「落ち着け！　ライリー、ロッド、手下を連れて、あの塀を乗り越えろ。他ほかの者は、ここを守るんだ」

　隊たい長ちようはそう叫び、笛ふえをかん高く鳴らした。これで、ベナウスをはじめ、外を巡じゆん回かいしているものにも異変が起きたことがわかるだろう。




　ファラータの叫びを聞いて、召喚術師は何か妙だと感じた。

　敵が見つかった?!　衛兵に知らせろ？

　こいつらは、盗ぬすみに入ろうとしていたのではないのか。

　ポリの思おも惑わくとしては、早目に盗賊たちを捕らえ、壺のありかを吐はかせて、先にそれをせしめて消える。それがかなわない場合には、カプチニオ家の護ご衛えいの助けも得て、とにかく盗人ぬすつとを捕らえる。それさえできれば、盗人発見の功こう労ろう者しやとして、ある程度壺に近づくこともできるだろうという目もく算さんだった。相変わらず、二ふた股またをかけた姑こ息そくなもくろみだが、いかにも彼らしい考え方と言えるかもしれない。

　だが、相手をまちがえたのか？

　いま眼前では、敏びん捷しような動きの娘とハーピィの闘たたかいが行なわれていた。

　普通なら、ここで召喚の第二弾を行なえば、ハーピィの側が圧倒的に有利になるはずだ。だが、ポリにはためらいがあった。

　一方、ファラータはためらってなどいなかった。

　ハーピィの体はそんなに大きくはない。しかし、空中からの攻こう撃げきは、どこから向かってこられるかわからず、防ぼう御ぎよが難むずかしいのだ。

　それでも無心教の体術で鍛きたえ上げた体は、その怪け鳥ちようのくちばしとかぎ爪づめの攻撃をなんとかかわしていた。攻撃された瞬間、強い拳こぶしでの反撃が鳥をかすめる。

　このままでは互ご角かくかと思われたそのとき、少し鳥の体が離はなれた。

　ファラータは体を横に振ると、塀へいに向かって突とつ進しんした。勢いをつけて横向きに飛び上がる。そして、思い切り塀の壁かべを蹴けると、上空に舞った。その跳ちよう躍やくは、鳥すら驚くほどの迫力だった。

　目の前に怪鳥がいる。その頭をめがけて、拳ではなく肱ひじを叩たたき込む。

　ギエッ～!!

　激しい打だ撃げきに思わず、ハーピィはよろめいた。

　まずいっ、助けねば──だが、そのときポリは、塀の向こうでかん高い笛ふえの音ねを聞いた。

　やはり中の者たちに知らせが行ったのか。

　すぐに、何人もの人影がこちらに向かって駆けてくるのが見える。

　これは相手をまちがえたのだ！

　瞬しゆん時じに自分の失敗をさとると、彼はマントに身を包つつんで暗くら闇やみに飛び込んだ。




「ファラータ、大丈夫だったかい？」

　リコルは、まだ荒い息をしている女戦士にたずねた。

「ちょっと手間取ったけど、大したことないわ。それよりも、あの男は？」

　足下には、ハーピィの骸むくろが横たわっている。

「逃げたみたいだな。見つからん」

　ちょっと離れたところから、大おお柄がらなベナウスの声が聞こえる。熊男はもちろんリコルよりも先に着いていたが、辺あたりを見回しても誰もいないので不ふ審しんに思っていた。消えるのが早すぎる。

「ファラータ、何かやつの様子は変わっていなかったか？」

「言われていたほど派手なマント姿じゃなかったわ」

「そりゃ、身を隠かくせる何か魔ま法ほうの品かもしれないな。まずい、〈憂うれえる瞳ひとみ〉の方がやられているかもしれない。引き返そう」

　リコルの言葉に、一行はまたあわてて、乙女おとめの彫ちよう像ぞうが守られているはずの展てん示じ館かんに戻もどった。

「何も、変わったことはありませんか？」

「いや、別にないが」

　隊長は悠ゆう々ゆうとしたものだ。リコルたちはほっとした。

　何だ、あいつ、様子を見に来ただけなのか？

　しかし、そうした安心は、しばらく時間が経けい過かした後、館の方から駆けてくる足音によって不安なものに変わった。

「だ、だれか、来てくれ。泥どろ棒ぼうだ！」

　何と舞ぶ踏とう会かいから帰ってきたらしいジョルジュが血相を変えている。

「どちらですか？」

　一瞬、別のところから、また誰かが忍しのび込もうとしたのかと考え、リコルは聞いた。

　しかし、このカプチニオ家の当主は、なぜかそれには答えず、前に立つリコルをどかせると、急いで乙女の彫像に近寄っていく。それをしげしげと眺ながめてから、半ばほっとしたような、半ば何とも言えない悔くやしさが募つのるといった顔つきとなった。

「この彫像には何事もなかったのか？」

「はい！　怪あやしいやつが近寄ろうとしたようですが、われわれが阻そ止ししました。その相手は逃とう亡ぼうした模も様ようですが、ただいま捜そう索さくしております。それよりも、ご当主、泥棒とは？」

「いや、妻の部屋にだれかが留る守すを狙ねらって侵しん入にゆうしたらしい。そいつ、妻の宝石を盗んで行きおった。し、しかも……」

　顔面が蒼そう白はくだ。

「それは大変だったですね。そうか、盗人はこっちに目を引きつけておいて、実はそちらが目的だったんだ」

　リコルも妙な気持ちがしたが、予告状というのにはこれで納なつ得とくがいった。

　そして、その妙な気持ちというのは、すぐに当主が説明した。

「だが、妻の宝石庫には、まさかのときのために〈憂える瞳〉の片方をしまっておいたのだ。そ、それを盗まれた!!」

「何ですって！」

　誰もが愕がく然ぜんとしていた。




「やったぞ、エンリケ、こ、こんなでかい宝石を手に入れたあ！」

　エンリケが隠かくれ家がに戻ると、ガスパーニュが得とく意い満まん面めんで叫んだ。

　そこには王女とミランダがいて、やはりにこにこ顔だ。ミランダなど宝石が自分のものでもないのに、心ここにあらずといった表情で、それに見入っている。

「うまくいったようですね。さすが質のいいのを選んだものだ」

　吟遊詩人は相変わらず冷れい静せいだった。

「これも前と同じで、おまえが引きつけておいてくれたからだ。いいタイミングで騒そう動どうが起こったからな、感かん謝しやするぜ」

「いや、そうじゃないです。あの騒動を引き起こしたのは、例の召喚術師ですよ」

「何だって！　おまえが騒ぎを引き起こして笛ふえが鳴ったんじゃないのか？」

　意外そうに盗賊は叫んだ。

「いいえ、ぼくがそろそろ騒動を起こそうかなと思っていると、そばを妙なマントの男が通っていったんで尾つけてみたんです。そしたら、あいつでしたよ。その上、外塀のところで戦いを起こしたじゃないですか。こっちはしばらく見てたんですけど、屋敷の中からも応おう援えんが来そうなんで、早々に引き上げました」

「何者なんだ、あいつ？」

「さあ？　それともう一つ、あいつが襲おそいかかったのが、これまた例のフクロウとそれを連れていた無心教の女戦士でした。どうもフクロウは、そいつの使い魔らしいですね。女戦士が叫ぶと、フクロウは屋敷の中に連れん絡らくに飛んで行きましたから」

「てことはなにか、その女戦士と召喚術師がもともと対立していたと。召喚術師はおれたちの敵だから、女戦士は敵の敵で……味方か。だれなんだろうな」

「それもわかりませんね。まあ、召喚術師は、われわれの予告状をどこかで洩もれ聞いて、様子をうかがってたんでしょうけど。そちらは予定どおりにいったみたいですね」

　意外な出来事に思わず聞き入っていたガスパーニュだが、自分の話になると、満足そうに語り出した。おそらく、何度もミランダらに繰くり返したのだろう。

「やっぱ予想どおり、あの女は宝石を貯ため込んでいやがったな。部屋の中は初めてだったから不安だったが、まあおれもプロだ、人がだいたい隠すようなところは調べがつく。それにロージーちゃんは、やっぱりいい娘だったな。聞いてたとおりだった」

　それを聞いたミランダがいつものように顔をしかめたが、お約束の反応をしているのがエンリケにはわかっていた。ガスパーニュはすでに、余分に得た獲え物ものをいくつか彼女に渡しているのだろう。

「ロージーちゃんって、だれですか？」

　王女はちゃんと説明されていなかったのか、エンリケの代わりにきいた。

「ああ、あの奥方の世話係のメイドさ。この娘とちょっと親しくなる──ちょ、ちょっとだけだぜ、勘かんちがいするなよ──のが、今回の作戦の鍵かぎだったんだ。あの奥方がどんな宝石を持っているのか、それがだいたいはどこにしまってあるのか、いつ留る守すにするのか、なんてことをな。まあ、こいつはきっかけさえありゃあ大丈夫だ。だいたい、ああいった娘は、しゃべりたくてうずうずしてるのさ」

「まあね、仕事のための手段というのなら、少しくらいのお楽しみは大目に見てあげるよ」

「おい、ミランダ、おまえ、いつからおれのカミさんみたいな口の聞き方になったんだ」

　仕事が大成功だったので、こうしたやりとりもただのスパイスなのだろう。

「それより宝石屋ということで入り込む方が、ずっと大変だったぜ。こいつにはこれまでのコネや情報を使いまくったんだけどな。それと、こっちのメイファーにも世話にはなったけどよ」

　確たしかに、カプチニオ家ご贔屓ひいきの宝石商ともなれば、信用が第一だ。見み慣なれぬ男を簡単に出入りはさせてもらえない。

　そこでガスパーニュは、王女の持っている貴重な宝石を使って、たくみにその宝石商に取り入った。それも直接、宝石の売り手になるのではなく、そうしたいいお得意を持つ宝石関係者という顔をして、宝石商に出入りする方法をとったのだ。何もなければ、相手もうさんくさく思うだろう。しかし、現実に王女の持っていた希き少しよう価か値ちのある宝石を見せられれば、宝石商もカプチニオ家の奥方も、つい信用したくなってしまうというものだ。

　三日ほどで、ちゃんと豪ごう商しようの家に出入りさせてもらい、そこのメイドも落としてしまうとは、さすがに〈入れ込み〉のガスと異名をとるだけの盗とう賊ぞくだが、いったん入り込めたなら、もうこっちのもんだ。

　それからは、ガスパーニュとエンリケが相談したとおりの作戦の実行だった。

　最初は、〈憂うれえる瞳ひとみ〉を狙ねらうと意気込んでいたガスパーニュだが、宝石関係をいろいろ当たった結果、たしかに水成岩の純度の高い宝石は珍めずらしいが、いくつか存在すること、そして、カプチニオ家の奥方が〈憂える瞳〉を見たことからか、その種類の石が大好きで、いくつか名品を買い込んでいることを突き止めたのだ。

　なら、何も〈憂える瞳〉じゃなくってもいいんじゃないですか、と言い出したのはエンリケだった。そうかあ、と疑問顔だったガスパーニュだが、王女に確かめてみると、純度の高い水成岩なら別にかまわないと言う。

　盗賊の面めん子つにかけて、大物を狙いたいのは山々だったが、失敗すれば元も子もない。逆に、奥方の宝石を狙うのなら、いろいろとやり方があった。

　そのまま盗みに入るというのも一つの手だろう。

　だが、これには一つ障しよう害がいがあった。奥方が留守の間には、宝石がしまってある部屋の警けい備びが厳きびしくなるというのだ。もちろん、ガスパーニュにはそれをかいくぐって奪だつ取しゆするくらいの自信はあったが、ここは一つ、より安全度が高い大おお技わざを使ってみようかという考えになった。

〈憂える瞳〉をいただくという予告状を送りつけるのだ。

　ガスパーニュいわく、〝より大きなものに目がいくと、そばの小さなものは見落としがちになるものさ〟あるいは、〝長所のそばに短所あり〟ということだろうか。

　まさか〈憂える瞳〉を狙うといって、そばの奥方の宝石庫が狙われるなんて、思いもつかないだろう。

　おまけに、これにはもう一つ狙いがあった。この前の、謎なぞの召喚術師、そして、フクロウなどが偶ぐう然ぜんの産物だったのか──こうすることで、それらが再び引き寄せられる可能性もある。

　これは、エンリケが屋敷のそばを見張ることでわかるはずだった。

　もちろん、ガスパーニュの性格からして、予告状を送るという派は手でな方法が、自分の好みに適かなっていることもあっただろう。

　要するに、予告状が送られる頃ころには、ほとんどの準備は完了していたのだ。

　もくろみは、ほぼ予定していたとおりとなったわけだ。

　その日、舞ぶ踏とう会かいで館の主人夫妻は不在となる。朝方訪おとずれたガスパーニュは、そのまま屋敷の物置きに隠れておいて、夜になってからエンリケの騒動にまぎれて盗みを実行する。もっとも、騒動を起こしたのはエンリケではなかったのだが。

「だけど、この宝石、とんでもなく大きいと思わない、ガス」

　もう一度、じっと手て触ざわりを楽しんでいたミランダが告げた。

「〈憂える瞳〉って宝石そのものが、こんな感じだって聞いたことがあるよ」

「確かにな、おれもそいつがいのいちばんに目についたから、手をつけたんだけどな」

「ひょっとしたら、それホンモノじゃないですか」

　王女が真ま顔がおで告げる。

「んな、馬鹿な。〈憂える瞳〉ってのは、乙女の像にはまってるんだ。それくらいだれだって知ってるぜ。でもな、あのロージー、おれが言ったことを真まに受けて、忠ちゆう告こくでもしたのかな、まさかそんな」

　ガスパーニュは軽く笑った。

　使えるものは使い倒す。ガスパーニュはロージーから巧たくみに宝石のことを聞きだすだけでなく、そのまさかを狙ねらって、いくつかアドバイスしていたのは本当だった。

　二個とも同じところにあるなんて物ぶつ騒そうだな、おれも宝石関係を扱っているけれど、宝石って保険が大事なんだ、一つずつにわけておけば、いざというときにも被ひ害がいは半分で済むだろ？　まあ、ロージーちゃんも信用されてるんだから、そういったことを奥さんにでも言っときゃ、頭のいい子だなあなんて言われるぜ、云うん々ぬん。

　それが、奥方から当主にまわりまわって、そのまさかが本当になっていたとは、この場のだれもが信じていなかった。

「まあね、ニセものを作るのって、最近ここじゃ流は行やってるっていうから、それがニセものじゃないってことを心配してた方がいいんじゃない」

　ミランダが言う。

「でも、どう見ても、それってまちがいなく水成岩ですよ」

「そうだね、まあ、わたしたちにとっちゃ、これが〈憂える瞳〉でいいわけだし」

　一行はそこで楽しげに笑った。

　ジョルジュ・カプチニオやギョーム・ド・ポリが歯がみしているとも知らずに。







　第四章　三つの願い







「な、何だって！」

　幸せというものは長続きしない。特に、得意の絶頂の後は、反動で落ち込みも激はげしいものがある。

　二番目の願いを順調に果たし、翌日、さあ、最後の願いは何だと意気込んだガスパーニュは、王女からそれを聞いた途と端たん、どうしていいかわからなくなってしまった。

「召しよう喚かん術じゆつで風のモンスターを呼び出せ？　それも、空を飛べるやつ？」

　最初の二つにも驚おどろいたが、今度はまた格別だ。ガスパーニュはまだ口をぱくぱくさせている。

　これまでとちがって、相手の不安げな態度に、メイファーもちょっと声を出し渋しぶる。

「え、ええ、そうなんです。その生き物に〈サラマンダーの憩いこい〉と水成岩の宝石を運ばせて、どこかの火山に投げ込めということなんです」

「まあ、納なつ得とくがいきますね。それで地水火風のエレメントが揃そろうわけでしょ？　これは解かい呪じゆの儀ぎ式しきなんですよ」

「エレメントって？」

　魔法の知識に薄うすいミランダが、よくわからないという顔できく。

「この世の素もとになっている四つの要素ですよ。サラマンダーが火、水成岩が名前のとおり、地と水、で、今回の風のモンスター、ほら四つ揃ったでしょう？」

「それなら、あんた、いつもおれは召喚術を習ったことがあるんだとか、大きな顔してたじゃないか？　こんな楽な願いって、これまでにないよ。さあ、やった、やった」

　ミランダはこれでおしまいというように、嬉うれしそうにガスパーニュを見つめる。なさけない顔つきの盗とう賊ぞくとは好こう対たい照しようだ。

「そ、それと、これとはな、ち、ちょっとちがうんだ！」

　エンリケは助け舟を出したかったが、じっさいどの程度ガスパーニュが召喚術を使えるのかは知らなかったので、ここは黙だまっておいた。まあね、そうしたものが使えたら、盗賊になんて普通はならなかったでしょうね。

　ミランダの目がきらめいた。

「ははあ、あんた、また得意のホラを吹いてたわけだね。あたしみたいな純じゆん情じような乙女おとめをそれでころっとだますために」

　ポロロ～ンと、音が響ひびいた。王女もミランダも何事かと振り向くと、エンリケが置いてあった楽がく弓きゆうを取り上げて、物悲しい響きをつまびいたのだ。

　一瞬、その場に何とも言えないおかしさが漂ただよう。ミランダも思わず小さく笑ってしまった。

「うるせえ！　エンリケまでおれを馬鹿にしやがって。近ちか頃ごろじゃ、ちょっと使う機会がなかったからな、ど忘れしてしまってるだけだ。鍛きたえりゃ、すぐにでも思い出せるんだ」

　そう言いつつも、いつものようにガスパーニュの胸のうちには、その苦にがい思いが甦よみがえっていた。




　確たしかに、彼の人生と召喚術は本来結びつく関係にはなかった。小さい頃母とともに、サザンからこのウォーレスの街まちに夜逃げ同然に逃げてきてから、彼はほとんど浮ふ浪ろう児じと変わらぬ生活を送ってきたのだ。

　母は貧ひん窮きゆうの中で、数年後に死んでしまった。身寄りのない彼は、生活の糧かてを稼かせぐために、配達、案内、力仕事などありとあらゆるものをこなした。もちろん、隙ひまさえあれば、かっぱらいや万引きなど、はしっこい子供の悪あく行ぎようも重ねていた。

　ところが十四の頃、彼はふとしたことで、ある召喚術師と出会ったのだ。

　いつものように、街角でちょろい獲え物ものはいないかと、きょろきょろ辺あたりを見回していたガスパーニュの目に、よたよたと大きな荷物を抱かかえて歩いていく老人の姿が映った。

　背中に荷物を背負っているだけでなく、手にも何か大事そうに小箱を抱えている。どうやら、よほど貴き重ちようなものらしい。

　いただき！　と思ったガスパーニュは斜ななめに走っていくと、どんとぶつかった。相手が慌あわてた隙すきに、その小箱を奪うばいとる。老人は何か叫んだようだが、そんなものは気にしていられない。あとは足早に逃げるだけだ。

　ところが、ちょっと走ったとき、後ろでうなり声が聞こえた。見ると、何かの札が空中に静止し、それが扉とびらのように開いて、そこから灰色の狼おおかみのようなものが飛び出してきたではないか。

「そやつを捕つかまえて、その小箱を取り返せ！」

　あっ、やばい、あのじいさん、召喚術師だったのか！　これはまずいぜ。

　ガスパーニュにしたら、そんな大おお事ごととは思っていなかった。いつものようにかっぱらいを実行しようとしただけだったのだ。

　しかし、その灰色の狼のようなものは猛もう然ぜんと突っ込んでくる。あっというまに喉のど元もとに跳とびかかられた。

　片かた腕うでで喉をかばい、開いた手で狼の胴に拳こぶしを食らわす。こうした街の生活で鍛きたえたガスパーニュの腕わん力りよくは、それなりに相手の体に打だ撃げきを与えていた。狼は離れてうなる。

　だが、いつまでもこうしたままではこの動物には勝てないだろう。あのじいさんをなんとかしなければ……あいつがこの狼を操あやつっているのをなんとかしないと……。

　離れてうなり声を上げつつ、にらんでくる相手に、ガスパーニュは必死で睨にらみ返していた。気合いで負けたら、こいつはすぐにでも襲おそいかかってくるだろう。こいつをなんとか気力だけでも抑おさえ込まないと。

　しばらく、両者は睨みあっていたが、ガスパーニュには少し相手の獣けものの闘とう争そう心しんが萎なえてきているようにも思えた。

　どうやら抑えつけれたみたいだ。この辺で手を打つか。

「わかったよ、ちょっとした出来心だったんだ。箱は返すから、いまのは勘かん弁べんしてくれよ、なっ」

　横目でまだ獣を睨みつつ、老人の方に進んでいき、立たせて服の埃ほこりを払い、箱を手渡そうとする。

　そのとき、もし盗賊がこの老人の顔をしっかり見ていれば、そこにおやっという意外な表情が浮かんでいたのに気がついたことだろう。

　それは、ガスパーニュが観かん念ねんしたセリフに対してではない。この老人にとって、これまで召喚術を使って召喚したものが自分の言うことを聞かず、相手に制圧されるような光景を目にしたのは初めてだったからだ。

　この若者、召喚術かどうかわからぬが、何か特異な能力を持っているのかもしれぬ！




　よし、気け高だかき灰色の生き物よ、

　仲間の群むれのもとに帰れ
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　男が唱となえると、これまで獰どう猛もうにうなっていた灰色狼グレイウルフは、たちまちかき消すようにいなくなってしまった。

　後には、召喚術の威い力りよくに、呆ぼう然ぜんとした様子のガスパーニュが残されている。

「へっ、き、消えた?!」

　差し出された小箱を受け取った老人は、振り返った不良少年の瞳ひとみをじっと見すえた。

「おまえ、わたしのところで、召喚術を修業する気はないか？」

　叱しつ責せきされると思いきや、意外なことの成り行きに驚きながらも、すぐこの若者の目に、おもしろいっという表情が浮かぶのを老人は見み逃のがさなかった。




「そうだ、おれだってな、召喚術は習うことは習ったんだ」

　瞬またたく間に回想は消え、もとの隠れ家が視し野やに戻もどってくる。

「それなら、メイファーの言っている怪かい物ぶつくらい呼び出せるんだろ？」

　ミランダはまだ信じていない。

「ああ、呼び出せることは呼び出せるさ。だがな……」

「だが、何なの？」

「出てきたやつをどうもうまく扱あつかえなかったんだ。おれにしちゃ、結構長いこと修業はしたつもりだぜ。まる三年ほどは」

「そりゃ、なかなかですね」

　エンリケが相の手を入れる。飽あきやすいこの盗賊にしては、確かに長く続いたほうだろう。

「だけど、むずかしい字の勉強や、あの文句の唱となえ方って、それはそれは微び妙みようなものなんだぞ。やっぱり、おれみたいな性格にはしんき臭くさくって、嫌いやになっちまったってことさ」

　一行にはさもありなんという雰囲気が漂ただよった。事実は少しちがっていたのだが。

「それにしても、風のモンスターなら何でもよいのですか、メイファー」

　話の方向を変えようと、エンリケが王女に語りかける。

「飛べるものでないとだめです。さっきも言ったように、これまでの二つの願い物をつかんで火山に飛び込んでもらわないと」

　困ったなというように、きゅっと眉まゆに皺しわの寄るのがなかなか可愛かわいい。

「飛べる風のモンスターって、どんなものがいるんだい？」

　ミランダがきく。

「ぼくだって、よくは知りませんが、ストーム・ドラゴンとかロック鳥なんて、伝説の怪かい物ぶつはそうでしょうね」

「そ、そんなもの、おまえ、おれに扱えるわけねえだろ！」

　ガスパーニュが慌あわてて言う。

「おれの知ってる範はん囲いじゃ、グリフォンやペガサスなんてのがいたけど、そもそも、メイファー、魔神のジンってのがそうじゃないか。あんたを閉じ込めたやつに、なんとか頼たのめねえのか」

「それは無理です。願いを果たさないといけない相手に、お願いはできません」

　考えてみれば、ガスパーニュの意見は冗じよう談だんみたいなものだが、王女はまじめに答える。

「そういや、鷲イーグルなんてのもいたな。おい、エンリケ、別に召しよう喚かんするんじゃなくって、鷲わしを捕つかまえてきて、そいつを使うっていうのはどうだ？」

「だめですよ、どうしてそれに言うことを聞かせるんです？」

「鷲使いとか、鷹使いとか、いないのかよ」

　ガスパーニュはほとんどやけくそだ。

　一行はしばらく頭をひねったが、いい案は出てこない。

　やがて、盗賊は決心したように告つげた。

「ちぇっ、せっかくここまできたっていうのに、これですべてがパアになっちまうなんて諦あきらめきれねえな。よしっ、おれがもう一度、あの先生にお願いに行ってみようか。しばらく時が経たっているから、何とかなるかもしれんしな」

「その先生って、だれですか？」

　エンリケがきく。

「サンジェリコって人だ」

　相手の顔を思い浮かべるように、ガスパーニュは言った。




　リコルは三み度たび、この魔法学の大家の住まいを訪おとずれていた。

　前日のカプチニオ家での騒そう動どうは、なんとか収まった。結果として〈憂うれえる瞳ひとみ〉の片方は盗ぬすまれてしまったが、盗人ぬすつとがそれを知っていたとは考えにくい。

　最初から夫人の宝石狙ねらいで、その注目をそらそうと、〈憂える瞳〉をいただくという予告状を送ってきたのではないか。ところが、当主が気をまわしすぎ、〈憂える瞳〉の片方をニセものと取り替かえて、取り替えた本物を夫人の宝石庫にしまっていたことから、奪とられてしまったのだろう。

　まんまと盗人の狙いにはまったばかりか、追い銭までしてやったということになる。

　ちょうどその頃に現われた、謎なぞの召喚術師は？

　リコルらにとって、それは壺以来の敵だったが、果たしてそいつは夫人の宝石を狙っていたのだろうか？　確かに壺との関連はありそうだが、どうも彼を今回の窃せつ盗とうの主犯とは考えにくい。それはファラータが襲おそわれたとき、明らかにフクロウについて言及していたからだ。彼はどうも盗人の方を狙おうとしていたのではないか？

　壺の件以来の対立関係がまだ続いていて、あの召喚術師もそれを調べに来ていたのだろう。リコルやベナウスの考え方はそちらに傾かたむいていた。

　いずれにしても、リコルらの護ご衛えいに落度があったわけではない。はっきりいって、当主のジョルジュの個人判断によるミスだ。

　ということで、リコルらは丁てい重ちように慰い労ろうのあいさつを受け、それなりの報ほう酬しゆうを差し出されたのだが、若者としてはやはりそれを受け取るわけにはいかなかった。

　半分、失敗したようなものだったからである。何かもやもやしたものが残る。

　リコルはこのまま壺の捜そう索さくを徹てつ底ていして続けようかとも思ったが、当初の目的であるサザンにそろそろ向かわねばという想おもいも強かった。

　そこで、カプチニオ家の護ご衛えいの報告も兼かねてサンジェリコのもとを訪れ、そこでもう一度〝魔ま〟について聞いてから、サザンにいつ向かうか決めようとしていた。

　クロックは、前夜の戦いで傷きずを負っていたこともあり、ついて来ていなかった。

「ということだったんですが」

「なるほど、ジョルジュも馬鹿なことをしたもんだ。じっときみたちに護衛を任まかせておけばよかったものを、みずから焦あせって墓ぼ穴けつを掘ったな」

「ぼくとしても、悔くやしいことは悔しいんです。じっさいに奪った相手を捕つかまえられればとも思うんですが、サザンに行くのが本来の目的だったので」

「うむ、わたしとしてものみこみの早いきみみたいな若者とこうして話ができるのは楽しかったが……そう言えば、どうしてサザンに向かいたいのかは聞いていなかったな。いや、きみ個人の問題で、話したくないというのなら聞かないが」
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　リコルは自分に〝魔〟の刻こく印いんがあるという話をすべきかどうか迷った。しかし、この魔法学の大家を信しん頼らいしていたし、できることならいろいろ聞いておきたかったので、これまでにあったことを話した。

　サンジェリコは難むずかしい顔をして聞いていた。

「召喚術師が〝魔〟の領りよう域いきに踏ふみ込みやすいというのは、この前も話したとおりだ。確かに、きみにもその傾向はあるんだろうな。だが、それを避さけていては、魔法というものは解読されない。これは人間に課された業ごうみたいなもんだろうな」

「〝魔〟にもいろんなものがあるんですね」

「そう、〝聖〟と同じく、いろんな宗教ごとに解かい釈しやくは異なっているがな。それとは別に、魔法学での考え方もある。おおもとの共通認にん識しきでは、〝聖〟と対抗するもので、地水火風の四元素に加えて、この世界の裏で根本を形作っているのではないかと思われておる」

「オティスというのは？」

　リコルはその言葉を発音するのが、怖こわかった。そいつが、いまにも現われそうな気がしたからだ。だが、どうやらそれは、あの奇き怪かいな存在の仮の名の一つであったらしい。

「わからぬ。聞いたことはあるが、それがきみの言う存在と同一かは判断できぬ。〝魔〟の世界についての研究は、ここよりもやはり聖都サザンでの研究の方が進んでおるからな。ただ、わたしなどに言わせれば、彼らは聖都と称しながら、その街の実態はかなり〝魔〟に侵しん食しよくされているのではないかと思うがな」

　ここで学者は皮肉っぽく、にやっと笑った。

「いずれにしても、きみがサザンに向かうというのは正解だろう。これ以上、よくわからぬ壺つぼの行方ゆくえにかかわっているよりはな。ちょっと、待ちなさい。わたしの知りあいに紹介状を書いてあげよう」

　サンジェリコはリコルがかなり気にいったのだろう。サザンの大学で召喚術に詳くわしいガシュラールという学者に紹介の手紙を書いてくれた。

「ありがとうございます。いろいろと教えていただいた上に、ご親切に。何かありましたら、お知らせします」

　名残なごり惜おしげに部屋を出て、応接室を通り抜けようとするとき、リコルは客人が来ているのに気がついた。

　おそらく、サンジェリコ師の名声に引かれ、何か相談したいと待っているのだろう。

　その男の姿を目に留とめたとき、相手もこちらをじっと見た。

　視線と視線がぶつかりあう。

　若い男だ。リコルよりも五、六歳、年上だろうか。二十を越えたところという気もする。体に張り付いた短上着にズボンといういでたちで、いかにも活動的だ。顔形は男らしいといってもよいだろう。しかし、それはむくつけきタイプではない。目鼻だちがはっきりしていて、何か精気にあふれている。片時もじっとしていられないが、それでも相手に合わせて自分を抑おさえることもできるという感じだった。

　リコルは男の持つ、そうした迫力のようなものに押された。

　誰だれだろう？　どこかでこれまで出会ったのだろうか？

　いや、そんな覚おぼえはない。

　男の方もリコルに興味を抱いた様子だ。しげしげと眺ながめている。

　何か語ろうかとも思ったリコルだが、そのとき相手は扉とびらの奥にサンジェリコの姿を見つけたのか、すっと立つと、「失礼」と言ってリコルのそばを擦すり抜ぬけていった。その歩きぶりはすべるようで、ほとんど足音を立てない。

　盗賊か。リコルにもそれくらいの推すい測そくはついた。

　怪け訝げんに思ったものの、それ以上立ち入る理由もない。若者は扉を開けて外に出た。

　もし、リコルが後になって、このときの出会いを振り返れば、何とも言えない気持ちになったのはまちがいないだろう。それは、この盗賊──ガスパーニュにとっても、同じことだったにちがいない。

　その後、六門世界で、この二人の若者が巻き込まれることになる大きな事件の端たん緒しよの出会いをここでしていようとは、いまの二人にとっては知りようもなかったのである。




「ガスパーニュ、久しぶりだな、急にどういう風の吹き回しだ？」

「先生、これはご無ぶ沙さ汰たしております。お元気そうで、なによりで。ところで、いまの若者は？」

「おお、若いのに召しよう喚かん術じゆつを操あやつる者さ。なかなかしっかりしておるがな。それより、おまえの用件はなんだ」

　サンジェリコはガスパーニュを見つめた。かつて、この男がかっぱらいを働こうとしたとき、そこに召喚術の素質があるのではと見込んで数年修業させたのだが、やはり限界がどこかにあったようだ。ある程度の召喚はできるのだが、制せい御ぎよがきかない。こやつ、また修業をはじめたいとでも？

「いったん、勉強を諦あきらめた不ふ祥しようの弟で子しですが、こんなわたしにも、召喚術をもう一度、それも早急に操れるようにはなれませんでしょうか？」

　ガスパーニュは単たん刀とう直ちよく入にゆうに言った。もちろん、いろいろ画かく策さくはできようが、このサンジェリコにはつまらぬことを隠してばれたときの方が恐ろしいのは、これまでの学習でわかっている。

「これはまた急な。理由とかは聞いても無理なのだろうな」

「ご明めい察さつを。しかし、決して怪あやしいことに使うのではありません。ある召喚術をどうしても使わなければならぬ羽は目めに陥おちいりまして」

「おまえも、修業をある程度積んだのならわかっておろう。召喚術はそんなに性急には会え得とくできぬことを」

「わかっております。しかし、あれからはしばし時間が経たっておりますし、その間の経験で、わたしにもどこか能力に幅はばができたかもしれぬと思いまして。あるいは、先生なら、その無理な願いを聞いていただけるかもしれないと」

　ガスパーニュの顔つきは真しん剣けんだった。もっとも、その顔つきに騙だまされたことも、一、二度あるサンジェリコは、簡単にひっかかりはしなかった。

「言うてみよ。何を呼び出したいのだ？」

「空を飛べる風のモンスターです。ある程度の強さのものを」

「というなら、グリフォンのようなものだな。だめじゃ、諦めることだな。グリフォンはおまえには危険すぎる」

　いきなりはっきり告げられたので、ガスパーニュは鼻はな白じろんだ。

「他のものではだめでしょうか？」

「すぐに、そう物事を簡単に捕とらえおる。この術が、あれがだめならこれ、というようなものでないことは先せん刻こく承しよう知ちしておろうが」

　サンジェリコの言うとおりだった。召喚術は対象となるものの本質をつかむ言葉を操る。それは複雑な韻いんと抑よく揚ようからなる言葉のつながりだが、完全に修得するためには、ただうまく唱となえられ、まねられればよいというものではない。

　そうした言葉を使う術師の心の状態が、対象となるものとつながったときに、うまくやりとりができなければ、現われた存在は野放しになってしまう。

　リコルが当初、父親に相手を制御できなければだめだと言われ続けたのも、そうした事情があってのことだった。もちろん、それは支配・被ひ支配の関係につながることもあり、リコルはそこに新たな意い思し疎そ通つうの可能性を探さぐっているのだが、ガスパーニュの場合には、また別の問題があった。

　召喚術は、いわば〝呼び寄せ〟と〝支配〟、もしくは、〝意思疎通〟の二つが重なったものと言うこともできる。このうち、〝呼び寄せ〟については、ガスパーニュもかなりの腕うでにまで上達したのだ。ところが、支配に関しては、とんとだめだった。普通なら召喚されたものはある程度いうことを聞くものだが、まったく野放しとなってしまう。

　サンジェリコは最初、どうしたわけだとずいぶん疑問に感じたが、結局これを、ガスパーニュが異様に模も倣ほうがうまいからではないかと思うようになった。つまり、対象となるものの心に、この男は入り込めないのではないのか。

　もっとも、それだと、最初出会ったときに、サンジェリコの灰色狼おおかみの支配を奪うばえそうになるほどだったガスパーニュの能力が理解できない。

　いずれにしても、ある言葉によって自然の元素が紡つむぎなおされ、ある言葉にはこれ、別の言葉にはこれというように、きっちりと対応する元素魔法と比べて、召喚術はやはり異なるものだった。

　あるいは、元素魔法についてなら、ガスパーニュの模倣はすばらしい腕前を引き出しえたかもしれない。

　だが、ガスパーニュはある日、自分の限界を知ってか、もう魔法の世界からは足を洗いたいとサンジェリコに告つげて、去っていった。師としても、盗賊の世界に入りかねない者に、みだりに魔法を教えるべきではないと考えていただけに、ほっとはしたものの、それでも一度自分の見込んだ弟で子しだけに残念という思いはあった。

「その通りです。しかし、このガスパーニュ、今回だけは一生のお願いとして、ぜひとも風のモンスターを呼び出す方法を師に教えて頂きたいのです。二度と使えなくてもまったくかまいません」

　ガスパーニュはそこでがばっと平へい伏ふくした。彼は例のサラマンダーの肝きもを、魔法の素そ材ざいになるやもしれぬと手て土産みやげに持ってきていたのだが、それをこの場で差し出すようなまねはしなかった。それよりは、本ほん音ねをぶつけた方がいい。盗とう賊ぞくだけに、このサンジェリコという師の性格を召喚術よりもよくつかんでいたのである。

「それほどまでに言うのなら、一度、どの程度になっているのか、これから試ためしてみようか」

　この言葉に、ガスパーニュはほっとした。こうした言い方は、サンジェリコが何とかしてくれるというのを示し唆さしていたからだ。

「風の生き物と言っておったな、では、銀鷲シルバーイーグルくらいが危険がなくてよいだろう。外に出て待っておれ」

　そう言って、奥に呪じゆ文もん書しよを取りに行く。

　ガスパーニュはおとなしく言いつけに従った。

　住まいの外には、こうした空を飛ぶ生き物を召喚するにはぴったりの野原があった。かつて、ここでそうした練習をしたことを盗賊は思い出した。あまりいい思い出はない。なんとなく、やっぱり諦あきらめましたと言って帰ろうかと思っていると、サンジェリコが大きな本を抱えて現われた。

「まあ、以前と同じように、唱となえ方の練習をしてみよう。心を落ち着けて、わたしの言葉に続けてしゃべるのだ」

　ああ、あれだ。〈召喚の唄うた〉と呼ばれるものだ。ガスパーニュは思い出した。

　それ自体は、特別な何かを召喚するものではないが、これを唱えることによって、術師は自らを召喚する対象の世界へと引きずり込んでいく。いわば、一種の自己催さい眠みんとでもいえようか。




　山よ、谷よ、自然の精せい霊れいたちよ、汝なんじらは時の始めよりその地に住いて

　物事の営いとなみを目にしつつ、長き時を経へにけり。

　いまわれはその中に育はぐくまれし、健すこやかなる生き物に呼びかけ、

　汝らと、この世のとこしなえに変わらぬ言葉にて、契けい約やくをかわす……




　ガスパーニュは当初、久しぶりということもあって、こうした文言に抵抗を感じたが、やがてそれらは自然と彼の口から紡つむぎ出されていった。頭が空っぽになって、むしろ言葉をそっくり繰くり返せることがなにか気持ちがいい。

　ただ、通常の召喚術師なら、ここでそうした言葉によって、少なくともある程度のイメージが心の中に浮かぶものだが、ガスパーニュはその部分が弱かった。言葉の強弱やリズム、抑よく揚ようのつけかたは見事といってもよいほど師のサンジェリコに近い。だが、ガスパーニュの心には、例えば、そうした山中を風を切って滑かつ空くうする銀色の鷲わしの姿がぼんやりとしか浮かんでこなかった。

　唄は続き、やがて、召喚の呪じゆ文もんとなる。

　この頃ころになって、ようやく盗賊にも、対象となる大空の勇者の姿がくっきりと見えてくる。太陽は西の空に低くかかっている。風はもう冷たい。しかし、その気流の渦うずは、この鷲にとって好こう都つ合ごうだった。斜ななめ下に、獲え物ものとなる小さな動物が動いている。この風を利用して降こう下かすれば、あんなものはすぐに捕つかまえられるだろう。

　そう、普通の召喚術師なら、こうした鷲のぼんやりとした思考が、召喚の呪文に入ってからは読めるはずだった。

　だが、ガスパーニュはまだ鷲を外観から認にん識しきしているにすぎなかった。

　一方で、召喚の言葉は正確にその唇くちびるから洩もれる。




　緑なす谷を、風を切りて飛ぶ

　大空の勇者よ。

　いざ、われのもとに来たれ！
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　同じ文句を盗賊も唱えた。次の瞬間、突然、宙空に窓のようなものが開き、そこから、巨大な鷲が一羽飛び出してくる。続いて、もう少しガスパーニュ寄りの空間にも、別の一羽が現われた。大きな羽音に盗賊はびくっとする。

　サンジェリコの呼び出した鷲は、しばらくばたばたと暴あばれていたが、そのうちおとなしくなり、やがて老召喚術師のそばに飛来して、その前に降り立った。

「よし、そのまま座っておれ」

　サンジェリコが告つげると、おとなしくなる。

　だが、盗賊はそれどころではなかった。

　まず、なによりも恐怖が彼の心を支配していた。それはリコルのような鳥の心の中の葛かつ藤とうが頭に伝わってくるのとはちがう。

　どうしていいかわからないのだ。巨大な鷲がらんらんとした目で、彼を見つめている。盗賊の額には脂あぶら汗あせが浮いてきた。狂きよう暴ぼうそうな目、鋭するどいくちばし、そして、なにものをも引き裂さいてしまいそうなそのかぎ爪づめ。

「お、おとなしくしろ！」

　その言葉は空むなしかった。まるで、相手の恐怖を見み透すかしたように、大空の王者はまっしぐらにガスパーニュに襲おそいかかってきたのだ。

「ひっ！」

　恥はじも外がい聞ぶんもなく、ガスパーニュは頭を抱えて逃げようとした。危あやうくかぎ爪がその体をかすめる。

　この様子を見て、サンジェリコはがっかりすると同時に、すばやく告げた。

「あの鷲わしを防げ！」

　たちまち、もう一羽が巨大な翼つばさをはためかす。急旋せん回かいして再び盗賊を狙ねらおうとしていた猛もう禽きんは、もう一羽の強きよう敵てきに気づいたようだ。すぐに狙いを変えて、仲間の鳥めがけて襲いかかる。

　ときならぬ空中戦が、そこでは行なわれだした。地面にしゃがみこんだガスパーニュは、ただそれを呆ぼう然ぜんと眺ながめるだけだ。

　サンジェリコはそのそばに行き、盗賊を立たせてやった。

「やはり変わっておらぬようだのう」

　哀かなしげな顔で告げる。対するガスパーニュはもっと哀しげだった。

「どうしてなんだ！　どうして、おれにはあいつらの気持ちがわからないんだ!!」

　少し上の空では、しばらくもみあっていた一羽が離はなれ、より有利な位置を占しめようと、さらに離れたところへと飛んでいく。それを、もう一羽が追っていった。

　やがて、それは小さな点にしか見えなくなる。

　がっくり肩を落とす盗賊に、サンジェリコは言った。

「家の中に戻もどろうか。わたしに一つ考えがある」

　ガスパーニュは、ただその言葉に従うしかなかった。




「すごいわ！　あんたならできると思っていた」

　首元に抱きついてくるミランダを、ガスパーニュは押し退のけるのがやっとだった。本当なら、王女さん、あんたの方がこうしたいんだろうな、とも思う。

　王女はもちろん嬉うれしそうな顔をしていたが、それと同時に、今日はまたきりっとした顔だちをしていた。服装も、いかにも華か美びな若い娘らしいものを街まちで買ってきて、それに着替えている。

「本当に、その指輪でヒポグリフを呼び出せるのですか？」

「ああ、大丈夫さ。呼び出すだけなら、おれはいまでもできるってわかったんだけどな。大事なのは、ちゃんと言うことも聞かせられることだ」

　でもな、こいつは特定の一いつ匹ぴきだけなんだ、というようなことは無論しゃべらない。別にそれでもいいわけだし。

「で、これからどうするんだ。火山とかに行くんだな。考えてみりゃ、ヒポグリフって空を飛べるし、それに乗ったらひとっとびじゃないか？」

　もう問題は片づいたと言わんばかりの盗賊を見て、王女はやさしく微笑ほほえんだ。

「そうです。必要なものは揃そろえていただきました。でも、ヒポグリフには乗れても二人が限界でしょうし、じっさいに乗って空を飛べますか？」

「まあな、無理かもしれん。で、火山といやあ」

「調べました。この近くならロスウェルです。そこまで旅しないと」

　これを聞いたガスパーニュは、覚かく悟ごしていたとはいえ、嫌いやな顔つきになった。そこまでは、馬を使っても一週間はかかるのだ。

「やっぱりな。馬の鞍くらに揺ゆられて一週間か。股またずれを起こしそうだな。おい、ミランダはどうする？」

「あたしはやだよ。そういうのは、あんたがぴったりだろ」

「でもな、おまえ、うまく隠かくれてないと、盗賊組合にそろそろやばいぞ」

　酒場の歌姫は、事件があって以来、盗賊組合に見つかってはまずいということで、仕事をずっと休んでいる。住んでいるところもいくつか変えていた。

「ああ、大丈夫さ。あんたがこのメイファーの願いを達成したら、すごいお宝をもらえるんだろ。あたしはそいつを待って、逃げ隠れしてるさ。ちょっと、あんた、だからといって、成功したらきれいな王女さんと駆かけ落ちすることだけは許さないからね。あたしが組合にちょっとでも届けりゃ、あんたなんかイチコロなんだから」

　さすがに釘くぎを刺さすことだけは忘れない。

　エンリケは相変わらずだなと思って聞いていたが、そろそろ潮しお時どきだと感じたのだろう。

「それなら、すぐにでも旅の準備をしましょう。急がないと、なんとなく不安な気がします」

　これまでの経けい過かを考えると、たしかに思っていた以上に幸運にも恵めぐまれていた。おそらく、これからが最後の難なん関かんだろう。

　買い物を整ととのえようと、早速、一行は行動に移った。




　ロスウェル火山までは遠い。

　先日、レントンの村までサラマンダーを狩かりに行ったとき、その火山が見え、それほど離れているようには思えなかったのだが、裾すそ野のの広い山というのは思っていたよりもずっと遠くにあることが多いのだ。

　さいわい、馬での旅は順調に続いている。

　王女はもう壺の中に入ってはいなかった。これまでもやむをえず、そこに留とどまっていたことはあったが、彼女自身そうすることを嫌いやがっていたので、今回は馬ば上じようの人となっている。

　冬の旅ということで、厚あつ手でのマントを着込み、頭にも帽ぼう子しをかぶっている。そうした外見を見ると、いまではウォーレスでよく見かける若い娘と言っても違和感はまったくなかった。

　それでも、やはりその物もの腰ごしには、普通の娘よりもずっと品が感じられた。

　その分、ガスパーニュらは大変だった。村があってそこに泊とまるときはまだしも、野宿などでは食事の用意から後かたづけなど、すべて彼らが行なわねばならないのだ。

　もちろん、王女にさせてもいいのだが、そこはそれ、何かそうしたことを言いつけにくい雰囲気というものがある。

　ただ、盗賊たちには、そうしたことが苦痛という気持ちはなかった。

　昼ひる日ひ中なかは馬上で揺ゆれながら、ガスパーニュとエンリケの例によっての掛けあいが続く。それは本当かどうかわからない二人の冒険譚たんにはじまり、それにウォーレスでの庶しよ民みんのさまざまな生活ぶり、さらには、ガスパーニュとエンリケのそれぞれの異性関係についての冷やかしあいなどが続く。

　二人は、王女にかつてのエルダースヴェン国でのことについては、できるだけ聞かないようにしていた。やはり、心の負担になることにはできるだけ触ふれない方がいい、という暗あん黙もくの了りよう解かいがあったのだ。

　そうした旅のある日。

「──ということでよ、その金貸しは、それから、あくどいことをしようとした娘に毎年母親の分を含めての生活費を渡さないといけないことになったんだ。ほんと滑こつ稽けいだったぜ、カミさんの格かつ好こうの亡ぼう霊れいに扮ふんしてたら、あいつ、本当にぶるぶる震ふるえ出してな、よっぽど恐きよう妻さい家かだったんだと思うな」

　ガスパーニュが話を締しめくくる。エンリケは、ああ、あの話ね、といった感じでうなずいている。

　王女は熱心に耳を傾けていたが、ほっとしたように言った。

「すごいですね。でも、ガスパーニュさんって、いつもそうして人助けしてるんですか？　大変でしょうね」

　ガスパーニュはその言葉を聞いて、何かかちんときた。

　この娘、お姫様なんだろうが、ほんと純じゆん真しんなままの受け答えをしてくれるぜ。勘かんが狂うなあ、と心の中で毒づく。日頃、付きあっている口の悪い女連中なら、もっと気の利きいたことの一つや二つ言いそうなものだが、おい、こいつ本当におもしろいと思ってんのかね。

　なんとなく、いらいらしたガスパーニュは、ついこの王女をいじめてみたくなった。

「人助けなんてしたこともないし、したいとも思わないね。そんなことを考えたら、ろくでもない結果になるに決まってる」

　そう言って、ぷいと横を向く。王女はこの答えに、ちょっと驚おどろいたようだ。

「そうでしょうか、どうしようもなくって困っている人は助けたくなるものじゃないですか……」それから、はっと気がついたように付け加える。「わたしも、そうなんですけど」

　これは図ず星ぼしだった。だが、かえってそれがガスパーニュの痛いところをついたために、盗賊はなんだか無む性しように腹が立ってきた。

「うるせえな、おれはあんたが困ってたから助けてるんじゃねえ。ちゃんと報ほう酬しゆうを約束してくれたからだ。それに、そんなお高くとまった顔で、困った人を助けなくっちゃなんてよく言うね。さすが、お姫様だ。下しも々じもの人間がどんなだか、ちっとも知っちゃいねえ！」

　一度吐はき出した言葉の渦うずはとめどもなかった。エンリケは、こうしたときは諦あきらめてガスパーニュの気がすむようにしゃべらせている。

「いいか、おれは十とうの頃ころから、あの街の下水だめみたいなところで、ずっと暮してきたんだ。そりゃ、ひどいもんだぜ。裕ゆう福ふくなやつってのは、困ってるやつを助けたりはしない。そいつらから搔かっ払ぱらって、はぎとっていくようなことを平気でするんだ。だから、困ったやつは、もっと困っているやつから巻き上げる。おれは死体盗人やニセ堕だ胎たい医いの手伝いみたいなことをいくつもやってきたぜ」

　王女は驚いたように、ただ無言で目を見開いている。それはガスパーニュの言ったことより、その激しい気性に気おされていると言った方が当たっていた。

「おれが人を助けているように見えるのは、優やさしさからなんかじゃねえ。ほんとは報酬でもなくって、なんだか無性にこの世のとり済ました、そうした仕組みに逆らいたいからなんだ！」

「まあね、それとそうするのが気持ちよくって、おもしろいからなんでしょう？　勝手に、この人を社会そのものに見立てて攻こう撃げきするようなことはやめた方がいいですよ、ガス」

　さすがに、エンリケが止めに入った。

「まあ、旅が六日も続けば、いくら愉快にやろうとしても、疲つかれていらいらしてきますからね。お腹も減ったし、そろそろ野の宿じゆくの用意をしましょう」

　一行がウォーレスを発たってから、そろそろ一週間になろうとしていた。

　初めはなだらかな平野部が続き、それから、まばらな森となり、それを抜けると、荒れ地に近い道が広がっていた。最初の平へい坦たんなところや、森にいる間はそれなりに楽しい道行きではあったものの、こうして荒れ地が続くとなんとなく気も重くなってくる。無理に楽しく進もうとしたものの、確かに疲ひ労ろうも蓄ちく積せきしてきているのだろう。

　見れば、もう火山の頂きへと、かなり近づいて来ていた。

　ロスウェル火山はそう高くはないものの、昔はかなり活発に活動していたようだ。それを示すように頂上が大きな外輪となっている。いまは活動が衰おとろえており、火山といってもほとんど休火山と名づけていいくらいだ。噴ふん煙えんもちょっぴりだけ。しかし、そこが昔からこのあたりの火のエレメントの中ちゆう枢すうとして、崇あがめられてきたことは否いなめない。

　テントを立て、たき火を起こし、食事をとる。王女はさっきの会話もあったせいか、手伝いたいという素そ振ぶりを見せたが、エンリケが大丈夫というようにそれを制した。

　これまでに、取っておいた鹿しかの肉を焼いて食べる。

　食事の後、いつもの陽気な曲をつまびいたのち、エンリケは趣おもむきを変え、古代の歌を口ずさんだ。

　ガスパーニュはよく知らないので、はあ、そんなものかと聞いていたが、懐なつかしそうに歌っていた王女は、やがて曲が終わると黙だまり込んだ。

　星空のもと、たき火の明りではよく見えないが、その目には涙がおそらく浮かんでいたのだろう。

「そういや、あんたの国の話はあんまり聞いていなかったなあ」

　エンリケは、こんなときによりにもよって昔の国のことを話題に出すのかとも思ったが、これはガスパーニュ一流の逆療りよう法ほうかもしれないと思い、遮さえぎらないでいた。

　王女はまるで涙を振り払うかのように、首を振ると、きりっとした顔つきで語り出した。

「わたしの国ですか。エルダースヴェンは、ウォーレスよりももっと栄えていましたわ」

　あえて、そう言いきる。

「へえ、そんなに人口も多かったのですか？」

「ええ、もちろん、ああした水路のようなものは発達していませんでしたが、街の規模はもっと大きくて、神殿なども立りつ派ぱなものがありました」

　確かに、過去のエルダースヴェン王国は聖なる唯ゆい一いつ神しんを崇あがめていたと、エンリケは聞いたことがあった。

「じゃあ、あんたは王女だから、神しん聖せいな巫み女こさんか何かでもあったのかい？」

「いえ、神官と王家は分かれていました。もちろん、神への最後の願いは王であるわたしの父が行ないますけれど」

「おとうさんはやさしかったのかい？」

　相変わらず、娘の境きよう遇ぐうを考えないような聞き方なので、エンリケはひやひやした。

「ええ、でも、いろいろと街で不ふ穏おんなこともあったらしくて、わたしがあんな事になる前には、かなり大変だったみたいです」

「不穏なこと？」

　エンリケが興味深げに話しかけた。

「はい、なんでも召喚術を使う人たちと、神官たちとの間が、仲が悪くなって……特に、わたしの教師が言うことには、黒魔術のようなものを使う人たちが増えて、このままでは大変なことになると」

「黒魔術って、どんなものかご存じですか」

「よくは知りませんけれど、〝魔〟との強い契けい約やくによって、この世のものとは思えない生き物を召喚するようなことらしいのです」

　今度は、盗とう賊ぞくと吟ぎん遊ゆう詩し人じんが黙だまり込んだ。

　これまで気を使って、この王女には古代王国のことを聞いていなかったのだが、聞けば聞くほど現実離れのした、しかし、それでいていかにももっともらしい迫力のある事実を耳にしたような気になる。

　何か恐ろしくもあったが、そのうちガスパーニュは、そうした時代からはるかに年月が過ぎ去っているのだと気がついた。エンリケは、古代の召喚術がそこまでの段階に達していたと知ったのが衝しよう撃げきだったようだ。

　二人はそれからも、いろいろと話を聞いた。王女はかえって気が楽になったのか、特に気にすることもなく答えてくれた。

　彼女は三人兄弟の末っ子だったらしい。王家は少なくとも強い結束を保ち、その面では安あん泰たいだったという。近くには他にも海洋国家はあったが、それほど強い力はなく、また東の方にはエルフが王国を構えていて、争うこともなかったので、じっさいにエルダースヴェンは繁はん栄えいしていたのだろう。

　日々の暮らしは、いかにもそうした王族らしい、気楽ではあるが退たい屈くつしそうなものだった。これは王女がガスパーニュを気にして、そう語っただけかもしれない。

　旅がそろそろ終わりに近づいたこともあって、翌日は早くから発とうということで、話はそこで打ち切られた。

　ガスパーニュは食事の後片づけをしに、近くの小川のそばに食器を洗いに行った。

　王女の話を反はん芻すうしていると、自分が夕方、いきりたったのが馬鹿みたいに思えてくる。意い趣しゆ返しのように彼女の触ふれたくない思い出に話を振ったのに、彼女は強い意い思しで冷静にこちらに聞きたいことを伝えてくれた。相手のいかにも王族らしい自らを抑おさえる教育のされ方と、自分の勝手気ままな生き方とを見比べて、盗賊は恥はずかしいような気持ちにもなった。

　同時に、何かそれまで保ほ護ごしたいと思っていた相手が、急に対等になったかのようにも思えてくる。

　ちきしょう、いい女だぜ！

　こうなったら、やけくそであいつをいただいちまおうか。

　そのとき、急に後ろに何かの雰ふん囲い気きを感じたので、さっと振り返る。

　そこには、王女が立っていた。

「ど、どうしたんだ？」

　不ふ遜そんなことを考えた矢先だったので、言葉がどうしてもどもりがちになる。

「あの……夕方は、とっても申し訳ないことを言ってしまって……わたし、考えが足りないんです。せめてお手伝いできたら」

　心から済まなそうに、娘は佇たたずんでいる。

「い、いいんだ、おれがやるから」

「それでは、わたしの気が済みませんから」

　そういって、王女はガスパーニュを押し退のけると、食器を洗いはじめた。

　仕方なく、盗賊はその場を譲ゆずった。

　だが、そのやり方は、やはり慣なれていないせいか、かなり不器用だ。けれど、懸けん命めいに洗っている姿を見ると、それはけなげというか、何か愛いとしく見えてしまう。

　そばに置いたランタンのぼうっとした光で、彼女の耳の下に巻いた髪かみがかかっているのが見える。そのうなじの白さを見ているうちに、ガスパーニュはこの娘を守りたい気持ちと、それに相反するかのように、自分のものにしてしまいたい欲よく望ぼうとが、ないまぜになって湧わき上がってきた。

　彼女の肩にそっと手を伸ばし、抱き寄せようとする。

　欲望にはつき動かされてはいたものの、盗賊は自分では思い通りにできる自信があった。

　あんたも何か言いたかったから、ここに来たんだろう？　王女だけにおぼこかもしれないが、そうした雰囲気のわからない女じゃないはずだ。

　ところが、彼女は抵抗した。〝いやですっ〟と、くぐもった声でいい、男の腕うでにかなりの力で逆らう。

　いつもなら、まあまあそう言いなさんな、とばかりに、より力を加えるガスパーニュだが、この成り行きにはなにかちがうものを感じて躊ちゆう躇ちよした。
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「ごめんなさい、こんなにまでしてもらって、あなたに逆らいたくはありません……でも、だめなんです」

　面を上げて、例の吸い込むような大きな目で盗賊をじっと見つめる。

　そのとき、盗賊ははたと気がついた。

　この娘、好きな男がいる！　それも、いまじゃない、彼女の時代にだ。

　そう思った途と端たん、急に欲望が萎なえていくのがわかった。

　ちっ、おれが思い入れただけかい。

　ガスパーニュは押すときには押すが、もちろん引きぎわだって心得ている。

「わかったよ、報ほう酬しゆうの前払いは、なしってことだな」

「お願いです……そのうちに、お話しますから」

　王女はさらになにか言いたげだったが、黙だまり込むと首を垂たれた。

　おいおい、まじにとるなよ。こうでも言わないと、さまにならねえからじゃないか。

　ガスパーニュは内心そう思いながら、にこっと微笑ほほえむと服をさっと払い、その場を音もなく立ち去った。

　あ～あ、ミランダ、おまえさんが恋しいぜ。




　そのミランダは、いま必死だった。

　まずい、見張られている。窓の覆おおいごしに、さっきから街まち角かどをうろついている男、あれは買い物帰りにもちらっと見かけたやつだ。

　見つかったのだ。彼女はガスパーニュらと別れてから、できるだけ早く、このウォーレスの街を出ることになっていた。ガスパーニュの旅は二週間くらいかかるだろうから、その頃ころにレントンの村で落ちあおうということにしていたのだ。

　しかし、ずっとこのウォーレスの下町で暮らしてきた彼女には、街への愛着も強かった。大丈夫さ、あんなやつらには見つからないよ。そう思って、いくつか居所を変えていたのだが、見通しが甘かったらしい。やっぱりつきとめられたようだ。

　彼女は、盗賊組合がいったん追いはじめるとしつこいのは知っていた。そうでなければ、こうした組織を維い持じしていけない。裏切者にはとことん報ほう復ふくする。もちろん、縄張りを出てしまえば、それ以上の追及はめったにないけれども、ウォーレスの街を出るのを渋しぶったために、みすみす彼らの狙ねらいにはまりかけているのだ。

　見つかったとわかったからには、行動あるのみ。自分が大事にしている最小限のものを手に持つと、部屋を出て、廊ろう下かの突き当たりの扉とびらを叩たたく。

「はい、どなたでしょう？」

「あたしよ、ミランダ、お願いがあるの。入れて」

　そこに顔を見せたのは、引っ越してきてからすぐに仲よくなったレンガ職人の妻だった。ぼーっとした顔つきなのは、きっと昼寝でもしていたのだろう。

「あらあ、ミラちゃん、どうしたの、そんな顔して」

「悪い前の男に追いかけられてるの。お願い、あなた借金取りに追われたら、奥の手があるって言ってたでしょ。あれ使わせてよ」

「ああ、しつこい男が来てるのね。わかるわよ、あんたみたいに綺き麗れいなら、そういうの、いつでもつきまといそうだからね。わたいも昔はこう見えても……」

　話が長くなりそうだったので、ミランダはそのまま押し入った。尋じん常じようでない雰ふん囲い気きを感じとったのだろう。レンガ職人の妻もあわてて奥の部屋にいく。

「用意ができたら、言ってね。あとでそいつら、ここに来るかもしれないけど、そのときは素直にどう逃げたか言ってもらっていいよ、あんたに迷めい惑わくがかかるといけないから」

　そう言いつつ、扉を細く開けて自分の部屋が見えるようにのぞいておく。

　やがて、それらしいいかにもの風ふう体ていの男が二人、階段を上がってきた。部屋の前に立ってノックし、返事がないとみるや、いきなり錠じよう前まえを操そう作さしはじめる。この辺りは、いかにも盗賊らしい。

　そして、扉をばんと開ける。これだけ見れば充分だ。男たちのしまったという顔を後に残して、ミランダは部屋の奥に行った。

「ほら、用意ができたよ。お～い、アンナ、これからだけど、大丈夫だね」

　奥の窓が大きく開け放ってある。いままでそこに干そうとした洗濯ものがわきにどけてあった。

　そして、窓の向こうには──また、同じような窓があった。

　そこでにこにこした顔を向けているのは、もっと年配のおかみさんだ。

「あたしゃ、よくここでエマと話してたんだけど、ほんとにこんなことになろうとはね。さあ、おいで！」

　この時代、いや、いつの時代にあっても、街の人間が密集して住むところでは、建物も密集する。細長い建物、出っ張った建物、歪ゆがんだ建物……整せい然ぜんとした水路が流れるのと対照的に、ウォーレスの下町は二、三階建ての建物が細い道をはさんで雑然と立ち並び、その中には、ほとんど軒のきを接しているものもあった。特におもしろいのは、下は道みち幅はばがあるのに、上になるほど建物が接近している造りだ。ここで物を干したり、ひどいときには、上から物を捨てたりすることも多い。

　ミランダのいま住んでいる建物もそうだった。彼女の部屋は表通りに面していたが、レンガ職人の部屋は横向きで、下の細道へと出っ張っている。隣となりの建物とは、彼女の背せ丈たけ分くらいしか離れていない。

「どうする、うちのお父ちゃんのハシゴがあるけど」

「そんなこといってらんない。飛び移るから、奥さん、ちょっとどいててください！」

　ミランダはそう言って、スカートをたくし上げた。彼女自身、運動はそう得意な方ではないが、いまはそんなことも言っておれない。さいわい、下に人は見えないし、窓は大きく開け放ってある。

　窓がまちに乗り、思いきり反動をつけて、飛び移る。

　飛べた！

　さすがに向こうの部屋では転がって、体を打ったが、それほどひどいものではなかった。

　ちょうどそのとき、エマの部屋の扉がノックされたようだ。じゃあ、よろしくね、という合あい図ずをしてから、この部屋のおかみにも感謝しますと挨あい拶さつをし、ミランダは後ろも振り返らず扉から出て行った。

　隣りの建物の裏うら手てには、見張りはいなかった。よし、うまくいった。さあ、どこに行こうか。こんなに早く見つかるとは思っていなかったので、当てにできる友人は、二、三人しかいない。

　ミランダはその中から、以前の酒場での客を一人、思い出した。ガスパーニュと知りあうまでに付きあっていた男の一人だ。あいつ、別れるときにまだ未練ありげな顔してたからなあ。いま行っても、なんとかしてくれるだろう。

　急ぎ足に細い通りを抜けようとして、四つ辻つじではっとした。

　尾つけられている。ちぇっ、うまくあそこは抜け出せたと思ったのに。

　慌あわてて、右を見る。疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆られているせいか、そちらにも組合のやつらが待ち構えているように思えた。

　ここは左か、よし、この細い道を抜けて右に曲り、左に行って、それから大通りに出てから、二輪馬車を拾おう。それくらいしか、抜け出せる方法は考えつかない。

　しかし、思ったようにはなかなかいかなかった。曲ろうとした分ぶん岐き路ろには、必ずどちらかに組合の輩やからがそれらしくいるように思えてならないのだ。

　かなり遠回りしたミランダはそれでも、あとこの細道を抜ければ、大通りというところまで来た。

　よし、ここを右に曲れば──だが、つぎの瞬間、彼女はそこが以前とはちがって、行き止まりになっているのを知った。

　謀はかられた！　これじゃ、迷路の中でいたぶられているネズミじゃないか。

　その通りだった。組合の連中は、追つい跡せきは手て慣なれたものだ。特にウォーレスの下町の細道など、まるで自分の手の中のように知りつくしている。彼女が逃げ出さないように、ある方向を封ふう鎖さして追い詰つめていくなどというのはお手のものだ。

　そして、行き止まりを背に、どうしようもなくなった彼女の前に、目の脇わきに傷きず跡あとのある男が現われた。

「きれいな獲え物ものはじわじわ追い詰つめるのが楽しいのさ。さあ、来て吐はいてもらおうか」




　ポリは諦あきらめきれなかった。

〈憂うれえる瞳ひとみ〉が盗とう難なんにあったことは、カプチニオ家の面めん子つもあって公表されてはいなかったが、盗賊組合を経けい由ゆして、それがどうも盗ぬすまれたらしいという知らせは届いていた。

　壺つぼのみならず、あの宝石まで！

　どうもあの連中は、壺の魔神かなにかを操そう作さする方法を手に入れたのではないか？

　そう思うと、いてもたってもいられない。これまで以上に、彼は連絡係を通じて、ガスパーニュらの捜そう索さくはどうなっているのかを知りたがった。

　さすがに組合の方でも、これは放っておけないということになっていた。一度は足抜けの裏切り、二度目はぬけぬけと大がかりな窃せつ盗とう、こんなことを素人とはいえないまでも、一いつ匹ぴき狼おおかみにやられていては、盗賊組合の面子がすたる。他の組合にもなめられるのではないか。

　そこで彼らの捜索も気合いが入りだした。特にジョニーは専門が賭と博ばく関係ということもあって、それなりにしかこれまでガスパーニュを追いかけられなかったのだが、かなり上じよう司しに叱しつ責せきされ、本腰を入れはじめていた。

　そして、ようやくミランダを捕とらえることができたというわけである。

　いま、ポリが呼ばれて入ってきた一室では、ミランダが縄なわで縛しばられていた。

「やあ、これは。ようやく、一味の一人を捕とらえましたぜ。こいつがガスパーニュらの居所をすぐに吐くとは思いませんが、なあに、女をいたぶることにかけちゃ、こっちにはプロもいますから、なあ、ミランダ」

　そう言って、ジョニーが嬉うれしそうに唇くちびるを歪ゆがませる。

「何、言ってんだよ、いきなり手荒に捕つかまえて、問答無用で縛り上げたくせに。おまえら、女をいじめることしか能のないサディストだろ。あたしは何もしてないさ。ガスパーニュのことだって、別にどうでもいいんだから吐いたげるよ。だから、この縄を解きなよ」

　おやっ、という顔を盗賊たちはした。これまで抵抗しそうな素振りをしていたのに、この態度の変化は何だ。特にジョニーは思し案あん顔がおだった。

「おまえ、いい加減なことをしゃべろうってんじゃないだろうな」

「馬鹿にしないでよ。あたしだって、あんたらがどんな連中かくらい知ってるよ。つまらないことで、ガスパーニュみたいなやつをかばってどうすんの。あたしはただ、あいつが妙な壺を拾ってきたから、その一部始終を見てただけさ。そりゃ、少しは買い物とか手伝ったよ。だけど、それだけ。あいつはあの昔の国の王女と、宝を手に入れてトンズラしようとしてるだけなのさ」

「それなら、どうしておれたちに知らせずに、隠かくれ回ってた！」

「あんた、考えてもごらん。あたしはただ中立だっただけ。組合員じゃないんだよ。いいことがあったら、そいつになびくけれど、それがはっきりしないなら、かかわらないにこしたことはない。で、こうしてとっつかまっちゃ、知ってたことを全部言う。いやだよ、こんなことであたしの人生がお先真っ暗になるのは」

　もちろん、ここでミランダの言っていることは、本音は噓うそだった。しかし、情報を隠し通せないこともわかっている。それなら、洗いざらいしゃべった方がいい。どうせ、あれからもう六日、いまから追いかけたって無理なはずだ。

　それは、ミランダという女のしたたかな計算だった。そして、相手に隙すきがあったら、そこで寝返ってやる。無理に抵抗なんてするもんじゃない。あたいを姦やりたいなら、姦ってみろってんだ、この下げ衆すな野郎ども。

　これを聞いていたポリは、静かに口を開いた。

「しゃべりたいと言ってるんだ。縄を解いてやればいいだろう」

　不満げな顔つきながら、盗賊たちは彼女の縄を解いた。

　ミランダは包み隠さず、それまでの出来事を語った。はじめてガスパーニュが壺を持ってきて、そこに閉じ込めていた古代王国の王女を解放すると告げたこと。そうするためには〝三つの願い〟が必要で、最初は〈サラマンダーの憩いこい〉を採とってくることだったこと。〈憂うれえる瞳ひとみ〉の場合は、予告状はただのおとりで、夫人の宝石の中にある水成岩が目的だったこと。召しよう喚かんがうまくいかなくて、結局ヒポグリフを呼び出せる指輪をサンジェリコから借りたこと……。

「じゃあ、あの野郎は、本物の〈憂える瞳〉だったことに気づいていないんだな」

　ジョニーの言葉に〝何のこと？〟という顔をしているミランダを見て、ポリはそれが噓ではないだろうと思った。

「おいっ、問題はそれからなんだ！　あの野郎はいまどこにいて、何をしているんだ!!」

「それをしゃべろうとしてたとこじゃないか。ロスウェル火山に向かってるよ。いま言ったものをそこで放り込めば、〝三つの願い〟がかなって王女は解放され、とんでもない力をあいつは手に入れられるんだ」

　ポリの顔が、それを聞くと歪ゆがんだ。

　ロスウェル火山だと？　遠い。いまから馬を駆っても、ほとんど追いつくのは無理だろう。かくなる上は、手段は一つ──それなら使うことができる。

　だが、いますぐにか？

　当然すぐにだろう。どうも女の言っている〝三つの願い〟と〈解放〉が、彼の魔法知識ではいま一つ結びつかないのだが、この女が本当のことを言っているかどうかは後で調べればわかること。あるいは、ジン自らがその王女とやらに変えられていて、願いを果たすとじっさいに甦よみがえってくるのかもしれない。

　そんなことにならないためにも、いますぐ追わないと。やつらが力を手に入れてからでは遅おそいではないか。

「なるほどな、話はわかった」

　ここで、にやっとする。

「まあ、おまえは開き直っているんだろうから、話にまちがいはないと思うが、わたしも堅けん実じつな性格でな。お礼にこれを見せてやろう」

　そう言って、細い鎖くさりのついたペンダントのようなものを取り出し、それをミランダの目の前で振り子のように揺ゆらす。

　思わずミランダはそれを見た。

「美しいだろう？　これには女の心に取り入って、その心を洗いざらい言ってもらえる効果があるんだ。ほら、おまえはもうわたしの訊きくことに噓うそはつけない」

「あっ、何をするんだよ、あたしは噓を言っていない……」

　しかし、見る間に、彼女の表情はそれまでの喜き怒ど哀あい楽らくの激しいものから、虚うつろなものへと変わっていった。

　催さい眠みん効果にも似た効果のある魔法のペンダントだ。

　ポリはそれから、洗いざらい、これまでの話を確かく認にんしていった。ミランダの思おも惑わくもばれてしまったが、大おお筋すじでしゃべったことに噓はない。

　手早く話を聞き終わる頃には、彼の心は決まっていた。

　やはり、これは一刻を争う！

「よし、この女は捕とらえておいてくれ。まあ、好きなようにしてよいが、殺しはするなよ。やつらに対して、まだまだ使えそうだからな」

「ポリ様はいかがなされるので？」

　例の連絡係の狐きつね男おとこが聞く。

「わたしの力でなんとかする。とにかくとんでもなさそうな壺だ。貴様らがこの女を捕つかまえるのが遅おそいからこんなことになった。だが、まだ間に合うかもしれん、あれを使えばな」

　そう、ポリにはまだおそるべき切り札が残されていたのだ。

　召喚術という名の切り札が。




　頂いただきに立つと、雄ゆう大だいな火山だった。

　噴ふん煙えんが、というのではない。全体の形がだ。

　そこそこの傾斜が続いた山は、頂き辺りで巨大な外輪となり、そこから内側へと今度はなだらかな傾斜で下がっている。その先に、今度は盛り上がった内輪があり、そこから煙けむりが出ているのだ。

　そうした広がりは雄大なものの、煙自体は大したことはなかった。活火山というより、もう休火山に近いと言われているのもうなずけるほどで、うっすらとした蒸気が上っているくらいだ。

「きれいですねえ」

　うっとりとしたように、王女が麓ふもとの景け色しきを見渡して告げた。

　天候は薄うす曇ぐもりだったものの、裾すそ野のに見事な森が見え、横には海が開けている。そこに小島がぽつぽつと見える。大きな河が流れているのは、明らかにフラテス河だろう。その向こうに、三人の旅立ってきたウォーレスがあるはずだ。

　遠くに飛んでいるのは、鳥だろうか。

「やっぱり、こうして上からみると絶ぜつ景けいだな」

「でも、大きな外輪ですね。ということは、昔はここはかなり激しく煙を吹き上げていたってことでしょうね」

　ふと見ると、エンリケはガスパーニュと反対の方を見渡している。

「おい、おまえ、火山の内側より、外の景色に興味はないのかい。変なやつだ」

「普通の山なら、そうしますけどね。ここは確かにおもしろい」

　ふん、ひねくれ者め、と自分のことは棚に上げてガスパーニュは思った。

「それで、メイファー、どうすればいいんだ？」

「そうですね。あの内側の火口に近づきましょう。ヒポグリフの召喚はそこで行なったらいいんじゃないかと思います」

　一行は気持ちのいい景色に気分を新たにし、なだらかな坂を下りて、奥の内輪へと向かった。

　火口までは、ほんの半時間もあればたどり着けた。ここはまた、これまでとは異なっていた。内輪の内側は、さらに奥に向かって傾斜している。向かい側は崖面だ。そして、石ころだらけの傾けい斜しやのずっと下の方からうっすらとした煙が上がってきている。

　そうした奥に何があるのか？

　ここまでくるとガスパーニュも、さっきのエンリケではないが、火口の内ない奥おうまでを見み極きわめたいという気持ちになってきた。この穴あなの奥はどこにつながっているのだろう。地面を遥はるか果てまで貫つらぬき通して、どこか裏側にでも出るのだろうか。それとも、遠く離れた地の別の火山につながっているのか？

　だが、それを知るのは、人の身としては不可能だろう。そういった神秘の気持ちを抱かせるに充分なものを、このロスウェルの火口は持っていた。

　いま、王女の姿はない。

　じつは先ほどから、用意しないといけないものがあると言って、久しぶりに壺の中に入っていったのだ。

　もういいだろうとガスパーニュが、いつものように頭の中に浮かぶ言葉で呼び出す。すると、煙の中から現われたのは、いつもとちがう王女だった。

　服装を変えている。何と言ったらよいのだろう、神しん官かん衣いとでもいうのだろうか。全身白い装しよう束ぞくで、かなりゆとりのある寛衣トーガのようなものをまとっていたのだ。

　普段から品のある感じが漂ただよっていたが、こうした服装を見ると、まさしく神官王女といった形容がぴったりだ。

「おいおい、解かい呪じゆの儀式って、そこまでしないといけないのか」

　そういうガスパーニュだが、なんとなく嬉うれしそうだ。やはり男というもの、たとえ撥はねつけられようと、美女がますます綺き麗れいに見えるのは楽しいものなのだろう。

「ええ、そうしないと、いけないみたいなんです」

「でも、古代王国では、あなたは神官ではないと言われていましたが」

　エンリケが不思議そうな顔できく。

「はい、わたしは神官ではありません。でも、わたしたち王家も儀式では、こうしたものを身につけるのです」

「いいじゃないか、エンリケ。おれはこれで、これまで唯ゆい一いつ疑ってきた考えを捨てたよ」

「えっ、どんなことですか？」

　エンリケよりも、王女の方が真しん剣けんな面持ちで聞き返した。

「いや、あんたがじつはそのジンとやらで、それが何かの呪のろいで変身させられてたんじゃないかとね。だけど、いまその姿を見て思ったね。いくらジンでも、そこまで高こう貴きな乙おと女めに変身はできないだろうとな」

　それを聞いて、一行は笑った。

「じゃあ、そろそろ儀式にかかろうか。早い方がいいだろう」

　盗賊は小袋から割と大きめの印形指輪を取り出した。そして、目をつぶって何事かつぶやく。

　しばらくは何も起こらなかった。王女とエンリケが少し不安になりかかったとき、盗賊の差し出した指輪の先に窓のような空間が開き、そこから大きな馬のようなものが飛び出してきた。

　いや、馬ではない。それには背中に、空を飛ぶ大きな翼つばさがついている。そして、頭も馬ではなく、鷲わしのような猛もう禽きんのものだった。

　ヒポグリフだ。

　ペガサスという、似たような天馬と呼ばれる怪かい物ぶつもいるが、ヒポグリフというのはそれとちがう。この生き物は、名前からもわかるように、グリフォンと馬との雑種なのだ。グリフォンというのは、鷲の頭に獅し子しの胴どう体たいをした獰どう猛もうな怪かい物ぶつだが、そのグリフォンが馬と交わって誕たん生じようするのが、このヒポグリフなのである。

　怪物を自じ乗じようしたような珍めずらしい生き物だが、グリフォンの獰猛さに比べると、馬が混じっているために性格は少しおとなしくなっているのが普通だ。

　しかし、おとなしいといっても、鷲やグリフォンの血を引いているのはまちがいない。ガスパーニュはつい一週間前に悲ひ惨さんな体験をしたので、そのことが頭をかすめたが、ここは冷静にサンジェリコに教えてもらった合言葉コマンド・ワードをはっきりと唱となえてみた。

「静まれ！　ここに来て、座れ！」

　すると、召喚術のときとはうってかわり、ヒポグリフは言われたとおり舞い降りてきて、男の前にこうべを垂たれたではないか。

　盗賊の口から、ふうーとため息が洩もれる。

「さすがです。見事なものです。これで、儀式に必要なものはそろいました。では、わたしはこれから必要な呪じゆ文もんを唱となえますので、その動作にあわせて、ヒポグリフに〈サラマンダーの憩いこい〉と〈憂うれえる瞳ひとみ〉を運ばせ、火口に飛び込ませてください」

　なかなか残ざん酷こくなことを平然と言ってくださるぜ、と、いつものガスパーニュが頭をもたげた。このヒポグリフだって、怪物とはいえ生き物だ。おれが召喚術でやったなら、とてもそんな命令を実行させることはできないだろうな、とも感じる。

　だが、指輪での命令は、この生き物にとっては絶対なのだろう。

　盗賊は、ここで小袋から〈サラマンダーの憩い〉と〈憂える瞳〉を取り出した。それを手に入れるまでの苦労を考えると──特に大きな宝石を目のあたりにしてみると──惜おしげもなくこれらをヒポグリフともども火口に投じるのは、もったいないという気持ちになってくる。

　じっさいに盗とう賊ぞく仲間がここにいたら、ガスパーニュ、おまえ気でも狂ったか、と言われるだろう。

　ああ、おれは気が狂ってるのさ。この王女を解放するという目的のためだけに、こんなことをしてるんだからな。

　だけど、こいつもおもしろい人生じゃないか?!

　王女はいまひざまずき、懸命に何か祈いのっている。その姿は何か神こう々ごうしくも見えた。よくわからないが、オーラのようなものが立ち込めているようにも思える。それは、解かい呪じゆの儀式というには、あまりにも荘そう厳ごんな感じがするものだった。

　やがて、王女は立ち上がり、うっすらと空に見えている太陽に両手を合わせて掲かかげた。そして、ガスパーニュに告つげる。

「諸もろ々もろなるこの世を創つくりしものよ、地を、水を、火を、そして、風をお受け取りください──さあ、ヒポグリフを飛ばせて！」

　兼かねてから準備の整ととのっていたガスパーニュとエンリケは、ヒポグリフに二つの品を食はませると、大空に飛び立たせた。

　だが、そのとき、エンリケが叫んだ。

「ガス、あれはなんだ?!」

　振り向いた盗賊の目に、そして、三人の目に、そのとき天空を覆おおう黒い影が見えた。

　どんどんこちらに近づいてくる。

　あ……あれは……まさか……。

　竜?!

　いや、まさしく、その竜だった。

　黒く大きな翼つばさが、ひるがえる。

　人間の何倍もありそうな巨大なかぎ爪づめを持つ姿が、上空を旋せん回かいしながら、彼らの方に向かって飛んでくるではないか。

　思わず、ガスパーニュはヒポグリフに火口に飛び込めという命令を出し損そこねていた。

　いや、いまはそんなときではないだろう。

　儀式を遂すい行こうしようと、それに集中していたかれらはあまりに無む防ぼう備びだった。

　それでも、エンリケは必死に自分の楽弓を手に取ろうとした。

　王女はようやく集中から覚さめたのだろう。しかし、いまはまだどうすることもできない。

　そして、ガスパーニュは──盗賊は、その迫ってくる黒い竜をじっと見つめた。

　足が二本しかない。こいつは飛竜ワイバーンだ。

　それから、背にだれか人間が乗っている！

　しかし、そうしたことがわかったのも一瞬だった。

　さっと横にかわさなければ、その猛もう獣じゅうのくちばしにさらわれて、盗賊はたちまち致ち命めい的てきな傷きずを負ったことだろう。

　しかし、それだけではなかった。

　急降下してきたワイバーンの翼の衝しよう撃げき波はが、激しくガスパーニュの頰ほおを打つ。彼は必死にしゃがみ込んだ。

　あの召喚術師か！

　本能的に、彼は敵の正体をつかんでいた。こんな怪かい物ぶつで彼らを追ってこれるやつは、他にいない。

「わはは、卑ひ小しようなやつらめ。ようやく追いついたぞ。さあ、おとなしく、この怪物の餌え食じきとなれ」

　飛竜の上のポリは、勝利感に酔よっていた。ここに来るまでは焦あせりから必死だった。だが、まだ儀式を遂行中の三人を見つけ、それに襲おそいかかるや、彼らが太た刀ち打うちできそうもないのが見てとれて、急に自分の優ゆう越えつ感かんが膨ふくらんできたのだ。

　それほどまでに、空中から蟻ありのような者どもを見下ろすのは気持ちがよかった。少し急降下しただけで、下の者は蜘く蛛もの子を散らすように逃げまどう。もともと人を見下す性格のあるものが、こうした景けい観かんを得れば、自分に何でもできるように錯さつ覚かくしてしまうのも無理はない。

　だが、それは油断でも錯覚でもなく、現実だった。

　飛竜は巨大だった。その存在自体が驚きよう異いの念を呼び覚さます。

　ガスパーニュは自分にできることは何かと必死に考えた。盗賊ごときが、素す手ででこんなやつには立ち向かえない。絶対に無理だ。

　ここは王女に冷静になってもらって、その魔法とエンリケの弓ゆみでなら、なんとか対たい抗こうできるのではないか？

　そのとき、頭に考えが閃ひらめいた。

　そうだ、ヒポグリフだ。儀式のいけにえになるだけだなんて、もったいない。あいつでも、そうした時間を稼かせぐ間、なんとか戦えるのではないか。

「白き翼つばさを持つ馬よ、あの黒き怪かい物ぶつと戦え！」

　指輪のはまった腕うでをそちらに向け、ガスパーニュは叫ぶ。

　飛竜の出現に落ち着かなげだったヒポグリフは、この言葉を聞いて奮ふるい立った。本来なら、逃げまどったかもしれないその白い体を震ふるわせると、後ろ足で地面を蹴けって飛び立つ。

　飛竜は依い然ぜん、ガスパーニュに狙ねらいをつけようとしていたが、新たな敵の出現に目標を変えた。

「いまだ、エンリケ、頼たのむ。王女も、もしなにかできるのなら！」

　吟遊詩人は百も承知だった。弓は乱戦になる前に使ってしまわねばならない。そうだとしたら、チャンスはいまだ。

　目一杯引きしぼられた矢が、頭上の飛竜めがけて放たれる。残念ながら、背にいる召喚術師を狙うことはできない。

　それでも矢は、竜の腹部に向かってまっしぐらに飛んだ。

　命中！

　だが、哀かなしいかな、敵にはそれほど応こたえた素そ振ぶりはない。

　飛竜はいま、飛来するヒポグリフに正面から立ち向かおうとしていた。

　まずい！　このままでは、あいつがやられる。王女、あなたの魔法で何とかしてくれ。

　悲鳴にも似た思いで、ガスパーニュが彼女を見ると、そうした思いは伝わったようだった。

　いま、王女はすくっと立ち、かつてサラマンダーに立ち向かったときのように、その薬指を黒い怪かい獣じゆうへと向けている。

　その指から、激しい稲光のような閃せん光こうが放たれる。それは、まちがいなくワイバーンを捕とらえたかのように見えた。

　まばゆい光がきらめく。

　やった！　爆ばく発はつしたぞ！

　が、意外なことに、盗賊の思おも惑わくは外れ、まるでなにごともなかったかのように飛竜はヒポグリフに向かっていく。

「ふん、その魔神の娘だか何だかの魔力ぐらい、こちらの計算に入っとるわ！　〈鏡かがみ返し〉を前もってかけておかずに魔術師がつとまるか！」

　ポリの悪あく罵ばは、おそらくガスパーニュや王女には聞こえなかったことだろう。

　だが、そうした抗魔法が使われているのは、火を見るよりも明らかだった。

　こうなれば、当面はヒポグリフに頼たよるほかない。

　白い鷲わしの頭を持つ馬は、黒い翼よく竜りゆうと正面から激げき突とつした。

　そのショックで、口に入っていた〈サラマンダーの憩いこい〉と宝石が弾はじけとぶ。ポリにも、そうしたものが落ちていったのはわかった。

　しかし、ぶつかりあいは、やはり体力に分ぶのあるワイバーンが勝まさっていた。ヒポグリフは思わず弾はじかれ、よろめいた。その機を逃のがさず、飛竜は斜ななめ後ろから再び襲おそいかかる。かぎ爪づめとくちばしが、容よう赦しやなく首くび筋すじや白い翼の背を引き裂きこうとした。

　ヒポグリフも首をまわしてかみつこうと、必死の抵抗を見せる。しかし、その大きな武器であるひづめのある足は、はかなく宙ちゆうを蹴けるばかりだ。

　もう一度離はなれて、今度は横腹からの攻こう撃げきを受けたとき、ヒポグリフはたまらず、空から墜つい落らくした。どうやら、足の一本を折ったのかあがいている。

　ポリはこうした戦いの間、飛竜の背に必死にしがみついていた。この怪かい獣じゆうには鞍くらをしっかりと固定してあるので、乗り手の腰から下の行動の自由は利ききにくいが、それだけに振り落される心配はない。

　ヒポグリフが墜落したとき、飛竜はなおも追おうとしたが、足を折ってあがいている姿を見て、ポリはそれを押しとどめた。

　あの弓ゆみを射いてきた男、あいつを何とかしておこう。それさえなくなれば、もうこちらを攻撃できるものは何もない。いつだってじっくりと料理できる。そうだ、さっき落ちた品も拾っておかないとな。あれも儀式とやらに重要なはずだ。力を得るための儀式をするのなら、わたしがちゃんと行なわなければ。

　飛竜が自分に向きを変えて飛来してきたとき、エンリケは〝よし来い！〟と思った。さっきは魔法の矢を射ったのだが、それが却かえってよくなかったようだ。今度はできるだけ引きつけて、普通の矢であの顔面を狙ねらってやる。逃げようとしてもかえって逆効果だろう。ここは一いち撃げき必ひつ殺さつでなければ。

　吟遊詩人は敵の急降下を待った。

　まだ、だめだ、もう少し来い。そうすれば──

　だが、つぎの瞬間、激しい風圧に、エンリケは仰あお向むけにひっくり返された。衝しよう撃げき波はだ。もう少し突っ込んでくると思った飛竜が、それより前に急上昇に転じ、そのあおりの風がこの吟遊詩人をうちすえたのだ。

　その拍子に弓は飛ばされてしまった。ごろごろと、自身は内輪を越えて転がる。ようやく、傾けい斜しやの途中で体を止めることができた。そのまま転ころがり落ちていたら、とんでもないことになっていただろう。

　ポリは吟遊詩人が弓を離し、飛ばされて行くのを目にしてから、さっきヒポグリフの落とした二つの品を探さがした。

　あった！

〈憂える瞳〉は瓦が礫れきのような石ころの中でも、燦さん然ぜんときらめいており、そのそばに〈サラマンダーの憩い〉も転がっていたのである。

「あれをつかめ」

　飛竜は易やす々やすとその命令を実行しようとした。

　王女は、先ほどからの魔ま法ほうの攻撃が一向に効きき目を現わさないので、もうなす術すべがない様子だ。

　だが、ガスパーニュはまだ諦あきらめていなかった。

　最初は、二つの品が捕とられるのはまずいと思った。だが、敵がそれをつかみに降りてくる。これこそ絶好の機会ではないのか。

　隠し持った両もろ刃はの短剣。くの字のように曲り、弧こを描えがいて飛んで行く必殺の武器。

　これで、あの飛ひ竜りゆうを操あやつっている召しよう喚かん術じゆつ師しを倒すことができれば……。

　あるいは、これが一行の最後の武器になるかもしれない。

　ガスパーニュは待った。飛竜が降りてくる。

　いまだ、食らえ!!

　そうした思いを込め、盗とう賊ぞくはそれを放った。

　短剣は空にぐっと弧を描いて飛んでいく。さすがに、騎き乗じようしているポリもそれには気がつかなかった。飛竜が着地して拾った瞬間、召喚術師の横手からその短剣が飛来する。

〝うっ！〟

　後ろからなら、それは見事に首くび筋すじに刺ささっただろう。だが、真横からだったために、視し界かいの隅すみに光るものがちらっと映った。ポリは首をとっさに傾げ、肩をあげて避さけようとする。

　短剣はその右肩をえぐった。

　血がほとばしり、激痛が走る。ポリは激げつ昂こうした。

　ちらっと見やると、盗賊が投げたものだとあきらかにわかった。

　許ゆるさんぞ、この虫けらのようなちんぴらめ、このポリ様に手をかけるとは！

「あの、虫けらを殺せ」

　激しい傷いたみに頭がくらくらとなりながらも、ポリは命じた。飛竜は一瞬、命令がわからなかったようだ。いままさに地上の品をつかもうとしたところだったからだ。知能の低い獣に一度に二つ命令するのは難しい。

「あそこにいる人間を、おまえのくちばしで襲おそえというのだ!!」

　いらだったポリは声高に叫んだ。

　今度は、ワイバーンもわかったようだ。

　足で二つの品をつかんでから、その獰どう猛もうな目をぎらつかせ、口を大きく開けて、ガスパーニュめがけて猛もう進しんしてきた。

　それはまさに暗黒が自分におおいかぶさってくるような感じだった。

　もうだめだ！

　思わず、目をつぶりそうになる。

　そのとき、ガスパーニュの心の奥底では、あのサンジェリコの灰色狼おおかみに襲おそわれたときと同じ感情が呼び覚さまされていた。

　あいつの操あやつっているけだものをなんとかしなければ。


　言うことを聞け。だめだ、おまえの主人は、おれだ！　おれの言うことを聞くんだ──



　それは、彼の行なう召喚術とは異なっていた。

　必死の想いが、彼の無意識の召喚能力を呼び覚ましたのか？

　そうではなかった。

　じつは、ガスパーニュは生まれついての〝剽ひよう窃せつ者しや〟だったのである。

　まねる、思い込んだらその相手になってしまう、ふりをすることなら天下一品、そして、自分だけのものを表わすよりも、人のものを奪うばってそれを身につけるという能力。

　おそらく、この盗賊は、自分のそうした本質については意識していないだろう。

　だが、いざというときになると、彼のそうした能力はより目覚めることとなる。そして、それが召喚術とかかわったとなれば、いま起こっているような事態を引き起こすのだ。

「な、なんだ?!　どうした！」

　ポリは、飛竜が急に言うことを聞かなくなったのに焦あせった。明らかに様子がおかしい。本来なら、まっしぐらに襲いかかるはずなのに、急に苦しむように突進を中止し、もがいている。

　わけのわからない出来事に、ポリはどうしようもなかった。

　ガスパーニュはただひたすら、心の中で銘じていた。

〝そう、おまえの主人はおれだ。いいか、そのままおまえは、あの奥の火口に突っ込むのだ。それこそが、おまえの自由を勝ち取る道だ！〟

　飛竜は、いまや説せつ得とくされていた。さっきから訳のわからぬ命令ばかりだ。こんなおもしろくもない人間の言うことを聞かねばならぬくらいなら、そうして早く自由になりたい。

　黒い翼つばさの怪物は、たちまち進路を変えた。そして、うっすらと蒸じよう気きをたなびかせている、黒々とした火口の奥へとまっしぐらに飛んでいく。

「やめろ、やめるんだっ！」

　ポリは泡あわを食った。しかし、獣けものは言うことを聞かない。

　これは駄だ目めだと思った彼は、なんとか足を固定している鞍くらの装そう具ぐを外そうとする。しかし、それは空中で落ちないように、あまりにもしっかりと止めてあった。

　絶ぜつ叫きようを残しながら、人と一体となった怪かい物ぶつは、地じ獄ごくのような暗黒の中へと飛び込んで行った……。




　後に残された三人は、惨さん憺たんたる有様だった。直接の被害はなかったが、風によるあおりをくらって、岩だらけの地に転ころがり、擦すり傷きずだらけだ。

　それでも、王女だけはしっかりしていた。

　何がじっさいには起こったのかはわからなかったが、飛ひ竜りゆうが敵を乗せたまま火口に消えたのは確かだ。

　そう、足には〈サラマンダーの憩いこい〉と宝石をつかんだまま。これは儀式が遂すい行こうされたことになるだろう。

　王女は直ちに行動に移った。

　まだ、足を折ったままあがいているヒポグリフのところに駆かけ寄る。そして、その足に手を当てた。

　不思議な力がそこには宿っていた。苦しんでいたこの獣は、かなり傷が楽になったようだった。

　のろのろとエンリケが起き上がって、自分の楽弓を拾いに行っている。

　ガスパーニュは、まだあまりの精神の集中にぐったりとしたままだ。

　どこかから、腹を鳴らすような音が聞こえてくる。

「急いでこちらに来てください。ここを離れるのです！」

　王女がせっぱ詰まったような声で叫んだ。

　なんだかよくわからずに、盗賊と吟遊詩人は王女のそば、ヒポグリフのもとに集まる。

「この馬の背に乗ってください、早く」

　二人は理解はできなかったが、言われるままにそうした。

　ヒポフリフは馬より大きな生き物だが、二人が乗るとぎりぎりだ。

　そのとき、急にさっきからごろごろと鳴っていた腹鳴りのような音が、いまやはっきりとした地鳴りのような音に変わった。

「あっ、もう間に合わない。しっかり背につかまって、飛んで逃げてください！」

　王女が叫ぶ。

　飛んで逃げろって？　しかし、王女は？

　怪け訝げんな顔をする二人に、彼女は告つげた。

「大丈夫です。わたしは壺つぼの中に入りますから。それを持って、ここからとにかく逃げてください！」

　と同時に、強烈な地じ震しんが、一行の足下を襲おそった。

　それは、まるで大地にいながら、船に揺ゆられているようなものだ。

　馬が倒れようとする。

「飛んで離れろ！」

　ガスパーニュは必死に命じた。

　もちろん、ヒポグリフとて、おそろしいのはわかっている。まだ体は傷ついていたものの、全力で翼つばさを駆かった。

　馬が宙ちゆうに舞まい上がる。

　下の地面では激しい揺ゆれが続いていた。散っていた岩がまるではじけた球のように飛び跳はねている。それらだって、そばで見るとおそらく大岩なのだろう。

　少し遠ざかると、山の崖面が崩くずれはじめているのも見えた。

　こんな激しい地震は、もちろん二人にとっては初めてだ。

「おい、どうする？」

「とにかく、できるだけ遠ざかりましょう。火山が爆発したら大変ですから」

　一行はそこそこの距離を全力で離れた。

　そのときだ。予想されていたものが起こった。

　火口が巨大な噴ふん煙えんを吹き上げたのだ。

「まずい、とにかく離れろ！」

「いや、それじゃ駄だ目めです。あの森にとにかく降りて、火山から降ってくるものを避さけなければ」

　最初に起こった地震から火山の噴火までに、それなりの時間があったことは幸いだった。二人の行く手には、裾すそ野のの森が近づいている。

　ここも溶よう岩がんなどが流れ落ちてくれば、そのうち危険かもしれないが、そうなったらそうなったで、また飛び立てるだろう。

「だけど、いったい何が起こったんだ？　まさか、王女の呪のろいが解とけて、あの火山から魔神かなにかの化け物が出てくるのか?!　そもそも、おれたちは使命を果たせたのかい？」

「いや、果たせたと思いますよ、こんなことが起こったからには。ワイバーンだって、風のエレメントに属していますからね。だけど」

「だけど、何だ？」

「本当に、あれが解かい呪じゆの儀式だったのか、いまのぼくにはわかりません」

　そう言ってから、にっこりする。

「でも、落ち着いてから、彼女にこの壺から出てきてもらって説明を聞けばわかりますよ。ガス、あなたは晴れて、王女に要求ができるんですよ」

　ガスパーニュはエンリケほど楽観的にはなれず、肩をすくめただけだった。

　いったい、おれたちは何をしてしまったんだ?!







　第五章　沈める国







　サンジェリコはガスパーニュに指輪を渡した後も、心に何かが引っ掛かっていた。

　このところ、領りよう主しゆの陳ちん列れつ館かんの壺つぼやカプチニオ家の〈憂うれえる瞳ひとみ〉の盗とう難なんなど、妙に大きな事件が続く。

　もちろん、壺はともかく、〈憂える瞳〉が盗ぬすまれたことは一般に知られてはいないので、じっさいにウォーレスの街まちで噂うわさにはなっていなかったが、こうも世間を騒さわがせるようなことが続くのも珍めずらしい気がする。

　彼はガスパーニュがそうした盗みの当事者であるとは、想像もしていなかった。盗とう賊ぞく組合ではわかっていたし、そろそろ街の当局もそうした情報を手に入れようとはしていたが、いくら魔法学の大家とて何でも知っているわけではない。

　それに、彼はガスパーニュが召喚術師としてどんな能力があるのかに興味があっただけで、その男が盗賊社会にそれほど深くかかわっているとは考えていなかった。ガスパーニュは以前弟子である間も、いかにも魔術師の見習いでございますというふりを続けていたので、その人間性にはむしろ好感さえ抱いていたくらいだ。

　まさか、あの男、指輪を盗みには使わないだろうな。まあ、ヒポグリフだから、物の輸送には使えても、何かを奪うばうというようなことはできないはずだ。

　それに、本人が盗みには使わないと誓ちかっておった。なぜか、あの男が噓うそをつくとは思えん気がする。だが、魔法の品には気をつけておかんとな。そういえば、あのリコルという若者が、〝魔神の壺〟が古代王国の魔法の品で、召喚術とかかわっていないかとか訊きいておったな。

　魔法の品がらみで気になったサンジェリコは、少し文ぶん献けんにあたってみようとした。

　しばらく調べてみたが、特に昔の〝沈しずめる国〟で、そういった魔神の壺とかが作られたり、使われたという記述はないようだ。

　こうした調べものは、ときどき別の記述を読み進むことになる。サンジェリコはふと魔法の品から、〝沈める国〟の最後についての文献へと読み進んでいた。

　かなり過去のことであり、それほど正確なものが残っているわけではなく、著者が想像をたくましくして書いたようなものも多い。サンジェリコが調べているのは、その中でも比較的まともに書かれているというものだ。

　それによると、〝沈める国〟というのは、このウォーレス近辺ではいくつもあるらしい。昔からチェザリア海はそれを取り囲かこむように火山が多く、その活動によって、ある地域が沈んだり、盛り上がったりすることはよくあったからだ。神話の中には、大昔、ここが火の神と水の神の争う戦場に指定されたからだと説く話もあった。

　そうした〝沈める国〟の中でも有名なものに、エルダースヴェンの国があった。古代国家といってもこれは数百年前に存在した国で、数千年もの昔の超古代というのではないことから、その名はよく知られている。

　ここは六王国の時代にそれなりの栄えい華がを誇ほこり、文明も発はつ展てんしていたという。海上貿ぼう易えきによって富を蓄ちく積せきし、そのまま発展すれば、やがては六王国に勝るとも劣おとらない国家になっていたかもしれない。

　しかし、ここが有名なのには、もう一つ理由があった。おそるべき火山の噴ふん火かとそれによる地じ盤ばんの陥かん没ぼつが突然襲おそいかかり、国家は跡あと形かたもなく壊かい滅めつしたというのだ。

　その後、生き延びた人々によって、ネオスヴェンという国ができたりしたが、こちらはそれほど発展することもなく、やがて他の国家にとって代わられていった。それだけ、もとの災さい害がいの惨さん禍かが大きかったのだろう。

　サンジェリコは召喚術の面からも、エルダースヴェンの名は聞いていた。その国では、こうした魔法がかなりの発展を遂とげていたというのだ。だが、なにぶん突然の災さい禍かということもあり、それをいまに伝える証拠はほとんど残っていない。たまに、そうした国の遺い物ぶつが海底から引き上げられるが、大げさに噂が伝わるわりにはただの置き物だったりするので、最近ではさほど期待することはなかった。

　リコルの言っていた〝魔神の壺〟にしても、針しん小しよう棒ぼう大だいに言われているのではないか、というのが率そつ直ちよくな感想だった。

　もちろん、サンジェリコとて召しよう喚かん術じゆつには深くかかわっていたので、俗に伝えられる〝沈める国〟の高度な召喚術がどんなものだったのか、には興味はあった。

　しかし、それが浮かび上がりでもしない限り、確証は得られないだろうな、というのが実感だった。

　まあ、過去の出来事よりも、現実の方が重要だろう。あの、リコルという若者、サザンで何を見つけ出すことか。あまり〝魔ま〟の領りよう域いきに引きずり込まれなければよいが……。

　そう思っていたとき、地ぢ震しんの最初の揺れが来た。




　ミランダは重苦しい気分だった。

　召喚術師にあの術をかけられてから、なにか自分が自分でないような気になって、口を開いていた。しゃべりたくないことまで、勝手に言葉となって出ていく。

　ぼんやりとした思考の中で、召喚術師が訊きくだけ訊いたあと、大おお慌あわてで外に出て行くのがわかった。

　これはまずいのではないかという気がしたが、疲労も激しく、何も考えられなかった。それから、建てつけの悪い物置き小屋みたいなところに放り込まれ、そのまま意識をなくしたらしい。

　顔を何かにはたかれたようだ。はっとそこで気がつく。

　目の前に、にやにやと下品な笑いを浮かべた顔があった。自分を捕とらえたジョニーの手下だ。

　はっと胸もとに目をやると、それまで着込んでいた大きな胸を強調する服が裂さかれている。形のいいつんとした乳ち房ぶさが片方、むきだしにされていた。

　あっと、手をそこにやろうとしたが、自由がきかない。また、後ろ手に縛しばり上げられている。

　前の男は、欲よく情じようにぎらついた目をしていた。吐はく息が臭くさい。

「やっと、気がつきやがったか。でくの坊を姦やったって、何もおもしろくねえからなあ」

　ちょっと離れたところから、声が聞こえた。ジョニーだ。

　椅い子すに座って、こちらをのぞきこんでいる。

「あんたっ、ちょっと何する気よ！　自分が何もできなかったから、くやしまぎれにあたしを襲おそおうっての?!」

「へっ、へっ、おまえさんのちょろい考えはすべてお見通しになったのさ。ああ、下げ衆すで悪かったな。姦ってほしいんだろ。お望みどおりにしてやるさ。せいぜい、ガスパーニュさんにでも祈っときな」

　憎々しげにそう言ってから、手下に命じる。

「さあ、おれがよく見えるように、充分、こいつを泣かせてやれ。とどめはおれがやってやるからな。それまで充分、できあがらせろよ」

「この変へん態たい！　なんでも人を使いやがって、女くらい自分で扱あつかいな！」

　叫んでも無む駄だだった。

　脂あぶらぎった男の手が、胸もとと必死に閉じた脚あしの間に伸びてくる。

　ジョニーは椅子の背に頭を乗せて、ぎらぎらとした目でのぞきこんでいる。

「そうだ、もっと、股またを開かせろ。おまえ、それでもプロか。前に女関係のところにいたんだろうが」

　畜ちく生しよう、こんなことになるくらいなら、ガスパーニュと一緒に火山に行っときゃよかった。

　開き直ってはいたものの、やっぱりこんなやり方には我が慢まんがならない。
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　ミランダは暴あばれた。体を折って、膝ひざ蹴げりを見舞ってやろうとする。

「往おう生じようぎわの悪いやつですぜ、兄貴。こうなりゃ、脚もしばっちまいますか」

　あられもない格かつ好こうながら、今度は脚をばたつかすミランダに音ねを上げたように、男は言った。

　いま見張っているのはジョニーと自分の二人だけだ。ジョニーも手伝ってくれりゃ、もっと楽にこんな女やっちまえるのにと思いつつ、そこは兄貴分に逆らえないのがつらい。

「なさけねえ。何でもいいから、こっちが興奮するようにしろ」

　男が立ち上がりかけたそのときだった。

　強烈な揺ゆれがその物置きを襲った。

　まわりの棚などに置いてあったものが、飛ぶように降ってくる。いや、棚そのものが音を立てて崩くずれてきた。

　梁はりにもひびが入ったのか、メリメリという音がした。

「うわっ、何だ！」

「ぐっ！」

　ミランダにいままでおおいかぶさっていた男の後頭部を、金属製の巨大な置き物が直ちよく撃げきした。

　そして、棚もぶつかってきて、男をはじきとばす。

　あっという間に、物置き小屋は倒とう壊かいした。

　ジョニーはその中に埋うまってしまう。

　ミランダはただ、目をつぶっていた。地ぢ震しんというのは大だい嫌きらいなのだ。

　少し余震があった後、震ふるえながらなんとか体を動かしてみる。大丈夫だ。さいわいなことに、棚は端はじにあった椅い子すの上に倒れてきたので、おしつぶされることだけは免まぬがれたようだ。

　他に動いているものはない。

　いろんな意味で、間かん一いつ髪ぱつ、九死に一生とはこのことだろう。

　まだふらふらとしていたが、ちらばるものの中に刃は物ものを見つけた彼女は、それで縄を切り、倒壊した建物を横目に逃げ出した。

　もうウォーレスを出よう、と。




　水路の街を襲った地震はそれなりに激しいものだった。

　突然のことだけに、人々には対処する暇ひまはあまりなかった。

　立てつけのよくない建物は音を立てて崩ほう壊かいし、また海辺では内うち海うみとはいえ、津波めいたものが襲った。

　さらに人々が畏おそれたのは、少し時をおいて、ロスウェル火山が噴ふん火かしたことだろう。

　ウォーレスからかなり離れているにもかかわらず、その火口から吹き上がる噴ふん煙えんは遠目にもはっきり見え、ぼんやりと赤らんだ空は不気味な終末感を漂ただよわせていた。

　ただ、地震そのものによる被害は、街まちを壊かい滅めつさせるようなものではなかった。

　あちこちで火事が起こったがそこは水路の発達している街だけあって、何とか食い止められた。むしろ津波によってかなりの被害が出たが、それらもいったん過ぎ去ってしまえば、続けて地ぢ盤ばんが沈ちん下かして海に沈むといったようなことは起こらなかった。

　街ではそれよりも、これが時の執しつ政せい者しやの落度であったり、世の中が頽たい廃はいしている証拠であるといった流りゆう言げん飛ひ語ごがとびかうことの方が恐ろしかった。

　余震も幾度かあり、そうしたどさくさにまぎれて、放火や略りやく奪だつが一部で起こったが、領主、及び、各商家の治安部隊の指し揮きのもと、こうした騒さわぎは数日を経て、ようやく鎮ちん静せい化かすることになったのである。




　ここはシリエルの森の外れ。

　あの地震と火山の噴火があった後、ガスパーニュとエンリケはようやく安全な場所を見つけて、野の宿じゆくしていた。

　二人がほっとしたことに、それからもときどき軽い余震はあったものの、噴火はそれほど激しく起こっていない。

　ガスパーニュとエンリケはともに疲つかれきっていたが、ここはそうも言っていられないだろう。

　いったい、あの儀式は何を意味していたのか？　解かい呪じゆというのは果たされたのか？　そもそも、はじめからそれは本当だったのか？

　いまとなっては、いろんな疑問が湧わいてくる。

　ガスパーニュはじっと壺つぼを見つめた。妙なことだが、王女を早急に呼び出したいというよりも、壺そのものに対して感かん慨がいめいた気持ちが浮かんでくる。

　こいつを盗ぬすみ出して、あそこでおれは本当にそんな過去からの人物を呼び出したのか？　で、そのためにこんなことが起こったって？　ただの一いつ介かいの盗とう賊ぞくがかかわることにしちゃ、事がでかすぎないかい？

　頭を振って、そんな考えを振り払う。とにかく、メイファーに訊きいてみよう。話はそれからだ。

　煙けむりとともに王女が現われた。神官衣をつけたままだ。

　その顔には、何か意を決した表情が表われていた。

　こいつは手ごわそうだぞ、と思いながら、盗賊は口を開いた。

「さあ、お姫さん、説明してもらおうじゃないか。いったい、何が起こったのかをね」

　皮肉っぽく、苦にがみ走った顔つきをしてみせる。昔から、女と別れるときにはよく見せていた表情だ。

　王女は口を開いた。

「正直に言います。わたしはあなたたちを、ひとつだけだましていました。でも、それだけです。他のことは、まったく知りませんでした、あんな地震が起こるなんて、本当に」

　そう言って、唇くちびるをかみしめる。こらえているのだろうが、目には涙が浮かんでいた。

「ジンに捕とらわれて、呪のろわれたという話ですね。でも、あなたはこうしたことをやってほしかった。それはまちがいないのでしょう？」

　エンリケが落ち着いた声で言う。

「え、ええ。でも、それは半分が本当で、あとの半分はちがいます。〝三つの願い〟を果たしてはほしかったのですが、でも……でも、それでじっさいにどうなるかまでは教えてもらっていなかったのです」

　そう言ってから、こらえきれなくなったのか、大おお粒つぶの涙を流しはじめ、首をうなだれた。

　ガスパーニュはちょっとその姿に同情を感じかけたが、これくらいで動じる盗賊ではない。なおも詰きつ問もんする。

「教えてもらうって、誰だれからだ？」

　しばらく顔を伏せていた王女だが、そこで面を上げ、大きな目で二人を見つめた。

「あの壺を渡してくれた……いえ、もっと正確には、その中に入るようにと言った、わたしの宮廷での教師からです」

「あんたは自分から入ったのか？」

　ちょっとびっくりして、ガスパーニュは告つげた。

「そうです。その頃ころは、前にも言いましたが、エルダースヴェンの国は騒そう然ぜんとしていました。召喚術を悪用──彼らによると、進歩させているらしいのですが──していた人たちが、国の大きな勢力を占めはじめ、それに対抗するわたしの父や神官たちと、内部で激しい争いを繰くり広げるようになっていました。教師によると、これは〝聖〟と〝魔〟の争いだ、いつ国が崩壊するかもしれない、そうなったとき、わたしにだけは逃れてほしいので、彼の言ったときにこの壺の中に入って、時を待て、ということだったのです」

「〝三つの願い〟というのは？」

「入る前に、教師に教えてもらったことです。外に出たとき、エルダースヴェンの国はどうなっているかわからない。この壺は、わたしを大事に思うような人の手に渡れば、わたしを外に出すように働きかける。だから、まず出してもらったその人を信用しなさい。それから、エルダースヴェンのことが気になったら、その人に協力してもらって、〝三つの願い〟を果たすようにしてもらいなさい。そうすれば、絶対にわたしたちのエルダースヴェンは、わたしの前に戻もどってくる──姿を現わすから、と」

「じゃあ、〝三つの願い〟というのは、その儀式のための準備だったってことか」

　ガスパーニュは、これでひとつ謎が解けたと思った。

「わたしは、最初びっくりしました。壺に入ったとき、国が大変でどうなるのか、すごく気になっていたのです。とにかく出たら、〝三つの願い〟を聞いてもらおうと思っていたら、あなたがいきなりそのことを言い出すので、教師の言ってたことは本当だと……」

「ああ、あの勘かんちがいか」

　そんな事情までわかるわけねえじゃねえかと、盗賊は感じていた。

「それから、わたしは噓うそをつきました。何だか、とてもまわりの世界が変だったから、よくわかるようになるまで、その〝三つの願い〟を聞いてもらえるようなお話をしておかないと、と思ったので。それについては本当に申し訳ありません」

　なるほど、ジンにつかまったって話を、そこででっちあげたわけか。いや、それにしちゃ、ぴったりだったぜ。おれよりも話がうまいくらいだ。

　ガスパーニュは舌したを巻いた。

「まあ、あとは話の成り行きというものですかね。でも、こうなって、あなたはどう思います。あなたの国が姿を現わすというのを、信じていたのですか？」

「わたしも、自分の時代から何百年も経たっていると聞いてからは、それが何かの例え話かなと思っていました。だれか、その国の生き残りの人が現われるのかな、とか。いや、無理かもしれないとも思いました。でも、わたしは……わたしは……やっぱり、その約束を確かめたかったのです……」

　そう言って、黙だまり込む。

　いろんな想おもいが三人の頭をかけめぐった。

「まあ、その気持ちはわかるぜ。だけどよ、いま思ったんだけど、エンリケ、そうなると──」

「ええ、言いたいことはわかりますよ。あの地震というのは、ひょっとしたらロスウェル火山で起こったのじゃないかもしれない」

「噴ふん火かもロスウェルは大したことはなかったものな」

　そこで一行は、林の向こうを仰あおぎ見た。いまでは、あれだけ恐ろしかった火山も、噴煙はおとなしいものだ。夜の静せい寂じやくが戻ってきている。

「というのは、ひょっとして」

　王女の目に、希望が少しほの見える。

「ああ、地震とかは、あんたの国のあった方から起こったのかもしれないぜ。その王様とか神官が島になにか隠かくしておいてだな。そいつが地震かなにかで現われたかもしれん」

「まあ、昔の人の末まつ裔えいが暮らしてるなんてことはないでしょうけど……」

　しかし、そう言いつつもエンリケの顔つきは、そうであったらすばらしい、というようにも見えた。

「本当でしょうか」

　その様子を見れば、王女もそうした一いち縷るの望みにすがっていたことがわかる。表情が急に明るくなる。

　やっぱり、この娘にはこっちが似つかわしい。なんのかんの言っても、まだ十代なのだ。暗い気持ちになることもあるだろうが、明るいときの方が生き生きしていて絶対にいい。

「おい、いまの話は、今度こそ本当だろうな」

　ガスパーニュは冗じよう談だんめかして、王女の肩をつつく。盗賊は、この娘がどう感じていたのか、いまはじめてわかりかけてきたような気がした。

　それに、おれは目的を達したんだ、あとは報ほう酬しゆうだっていただかないとな。

「そう言えば、あの召喚術師は？　どうしていつもこちらにかかわってくるんですかね」

　エンリケが思い出したように言う。

「わたしにはわかりません。まったく知らない人です」

「あの壺を探たん知ちできるか、なにかじゃねえか。まあ、もうやっつけたし、心配はないが」

　ウォーレスの街のことは少し気にかかったが、あのミランダのことだ、かねてからの予定どおり、もう街は脱ぬけだしているはずだと自分を納なつ得とくさせる。

「それなら、そのエルダースヴェンとやらがあったというところに、明あ日す行ってみようぜ！　もう何もこわいものはないんだ」

　相変わらず気分の切り換えの早いガスパーニュを見て、エンリケは見事だと思うとともに、まだまだこれからが大変なんじゃないかとも感じていた。




　下には海が見えている。内海になっているそこには小島がいくつもあって、それを上から見下ろしながら飛んで行くのは爽そう快かいな気分だ。

　ガスパーニュとエンリケは今け朝さ、近くにあった村へと行き、ヒポグリフに乗り続けられるような鞍くらを調達していた。落ち着いてくると、そうでもしなければ恐ろしくてとても乗っていられない。昨日きのうは必死でしがみついていたのだ。

　二人は、あらかじめ王女に差し示された方向に飛んでいた。かつてエルダースヴェンの国があったという方向だ。彼女自身はまた壺の中にいる。

「もう、そろそろじゃないですか、ガス」

　後ろに乗ったエンリケが声をかけてきた。

　盗賊もそうだなと思っていると、かなたに噴ふん煙えんの上っているのが目に入った。

「おい、あんなところにこれまで何かあったか？」

　背後に遠く見えるロスウェル火山は、もう落ち着いたものだ。

「さあ、ということは、やっぱり海底火山が噴火でもしたんでしょうかね」

「おいっ、ひょっとしたら、海から陸地が？」

　閃ひらめいた盗賊がきく。

「可能性はありますね。それなら、エルダースヴェンが現われるというのは……」

「海の中からか！」

　二人は、真相がどうなっているのか確たしかめたくなって、ヒポグリフを急せかせた。

　とはいえ、いつその海底火山が大噴煙を吹き上げるかもわからないので、ちょっと遠回りに近づいていく。

　やがて、二人の推すい測そくが当たっていたことがわかった。噴煙を上げているのは、海の中から盛り上がった塊かたまりだ。

　そして、たぶんもとからあったであろう小島の沖おきに、その火山から何か盛り上がった帯おびみたいな地域が続いている。海底の部分が隆りゆう起きしたのだ。

　それは黒々として不気味だった。何か過去の暗黒がいま久方振りに、地上に顔をのぞかせたといわんばかりだ。

　もう少し海面に近いところに下がっていくと、そうした一部に何かが固まってあるとわかってきた。黒ずんではいるが、石みたいなものがごろごろと転ころがっている。それもかなり広い地域にわたってだ。

「なあ、あれって」

「エルダースヴェンの都みやこの跡あとでしょうか」

　とりあえず、二人はそこへ降りていくようにヒポグリフに命じた。

　だけど、これじゃ何も残ったりしていないぜ。

　王女の落らく胆たんする姿がガスパーニュの脳のう裏りに浮かぶ。

　それとも、逆にこうした中から、何かが現われるのだろうか？




　地面に降り立つと、異い臭しゆうが鼻についた。海底から盛り上がったため、とり残された魚が死に、そろそろ腐くさりはじめているのだろうか。

　それでも、臭においはそうひどいというほどのものではない。

　辺りは柔やわらかい土の上に石がごろごろしていたが、これにはかつて人が住んでいた建物の名な残ごりなども含まれているのだろう。瓦が礫れきに生々しく海草がへばりついているのを見ると、何ともいえない不思議な光景に思えてくる。

　よく調べると、なにやら骨らしいものも見える。それは魚のものなどではなかった。ここで朽くち果てた、街の人間の痕こん跡せきをかすかに留とどめているのだ。

　ガスパーニュは、とにかく王女を呼び出してみた。こうした都の栄えい華がの跡を見ればショックかもしれないが、彼女がいないと、このあとどこに行けばよいのかはっきりしない。

　現われた王女は、やはりこの無む残ざんな光景を見てうちひしがれた様子だった。

　しばらくは言葉も出てこない。

　無理もないだろう。彼女にしてみれば、ついこの間まで自分の国の人々は生きていたのだ。それが、壺に入って出てからひと月も経たないのに、たちまち故郷が瓦礫の中に埋もれてしまっているのだから。

「おれには何の慰なぐさめもできないが、起こってしまったことはしかたないんだ。大事なのは、きみが生き延びていることなんだから」

　ガスパーニュも、それくらいしか言えなかった。

　だが、じっとたたずんでいた彼女は、しばらくすると、きっとした顔で振り返った。

「いいえ、そんなことはありません。滅ほろびた姿を見せるためだけに、このエルダースヴェンの都が現われたとは、わたしは信じたくありません。きっと……きっと……約束どおり」

　約束？　おまえさん、まだここに何かあると信じてるの？

　盗賊は王女の芯しんの強さに驚おどろくと同時に、こりゃ、相当な頑がん固こ者ものだと、改めて思った。

　そりゃ、あんたも無念だろうさ。だけどな、おれだって、ここに何も残っていなかったら、ちょっとショックなんだぜ。おれの方は諦あきらめかけてるけどな。

「まあ、彼女はそうでも思わないと、自分を保たもてないでしょう」

　エンリケがガスパーニュのそばで小声でつぶやく。どうやら、この吟ぎん遊ゆう詩し人じんには、王女の気持ちも盗賊の考えもわかっているようだった。

「そうだな、あんたの宮殿のあったところに行けば、もっとよくわかるだろうな。どっちだい？」

　王女はためらっているようだったが、やがて、ある方向に進み出した。

「こんなふうになったら、どこがどこなのかよくわかりませんが、街の建っていた方角から見て、たぶんあちらでしょう」

　かつてこの娘が言っていたように、エルダースヴェンはかなりの広さをもった都市国家だったのだろう。一行が柔らかい土や瓦が礫れきに足をとられながらそれから半時間ほど歩くと、前方にこれまでよりも立りつ派ぱな石せき柱ちゆうや、石の壁かべが倒れているところに出くわした。

「まちがいありません。ここが王宮のあったところです」

　覚かく悟ごしていたかのように、それでもはっきりとした声で王女は告げた。

「ここに王宮の壁があって……その向こうには、それはすばらしい庭が広がっていたのに……噴ふん水すいもあって……それが」

　声がだんだんとつまってくる。

　おそらく、そうだったのだろう。そして、庭の向こうには、天に向かってそびえる豪ごう華かな宮殿もあったはずなのだ。

　それは、庭を進んで行くと、あるところからかなり広い石の基盤が残っていることでも想像できた。いまはただ、ごろごろと砕くだけ散った石の塊りが散乱しているだけだが。

　これじゃ、王の間なんてのもわからないだろうな、とガスパーニュは思った。

　それはともかく、彼女はどんな部屋に住んでいたのだろう？

　どちらにしろ、こいつは遺い跡せき発掘隊でもいなけりゃ、どうしようもないぜ。

　そう思って、まいったなとエンリケを振り返ったとき、吟遊詩人が目で奥を差した。

　見ると、王女が向こうへずんずん進んで行く。

「おいっ、どこに行くんだ！」

　二人はあわてて跡を追った。

　場所の見当がついているせいか、思ったよりもすばしこい。その姿は、大きな石柱や壁の名残りが幾重にも積み重なっている地点で、見えなくなった。

「まずいですよ。一人で行かせちゃ」

「くそっ！　こんなところで鬼おにごっこをさせるなよ。手間のかかるやつだ」

　ぼやきたくもなるが、とにかく探さなくてはならない。いまのところ危険なものには出くわしていないものの、こうした遺い跡せきの中に怪かい物がつが生きて潜ひそんででもいたら、まさに好こう餌じではないか。

「ガス！　ここに何か下に行く道がありますよ」

　石の積み重なりの下に潜もぐっていたエンリケが、顔をのぞかせて告つげる。そこを調べると、言われたとおり、地面に斜ななめ下へと降りていく階段の口が見えた。

　よくもまあ、こんな地下への階段が塞ふさがれなかったものだと思いつつも、ガスパーニュは少し不安になった。

〝きっと、エルダースヴェンは戻ってくる〟

　まさか、そんな魔ま力りよくが何百年も残っているものだろうか。

　そうした常識と、じゃあ、王女の壺は何だったんだ、それに、あの儀式の結果は、という思いとが重なる。

　急いで盗賊は、先に潜っていったエンリケの後を追った。

　降りていくと、やはりここが魔力で保たれていたのだという不気味な思いが強くなってきた。はじめのうちこそ瓦礫が階段や下の通路に転ころがってはいたものの、奥に行くにつれてそうしたものは少なくなり、やがて汚よごれていない通路が続くようになってきたではないか。あれだけ長いこと海底にあったというのに、水の貯たまっていた痕こん跡せきがない。

　そして、いちばん不思議なことに気づいて、盗賊はどきっとした。

　通路自体が、青白く光っているのだ。

　古代王国の魔力のすごさを感じて、盗賊は柄がらにもなく心しん臓ぞうがどきどきするのを感じた。

　まさか、この奥には古代の何かが眠っているというんじゃないだろうな。まさか、あの王女はここまできて、ジンとか何かを呼び出したりはしないよな。

　ちぇっ、何を子供みたいに脅おびえてるんだ。お宝だよ、お宝。あいつはおれとの約束を果たそうと、いま古代王国の宝物庫に向かって行ったんだ。そこにこそ、夢にも見たことのないような宝とか、古代のすごい魔力や技術が残っていて、おれはそれを手に入れられるんだ。

　それこそ子供っぽい夢む想そうかもしれないのに、ガスパーニュはあえてそう思うことで不安を打ち消そうとした。

　確かに、青白く光るその通路は不気味だった。結構長い。途中に扉とびらなどもあったが、きっとこれはまっすぐに進んで行ったにちがいない。

　それは盗賊の直感だった。

　やがて、角を曲ったとき、エンリケにぶつかりそうになって、ガスパーニュはようやく追いついたと知った。

「お、おいっ、急に立ち止まるなよ。どうしたんだ」

「行き止まりの扉です」

　吟遊詩人が指差す先には、扉があった。青せい銅どうかなにかの金きん属ぞくででもできているのだろう。そこには、見たこともないような紋もん様ようが印しるされていた。

「気持ち悪いな。メイファーはここに入ったのか？」

「さあ、見ていませんが、これまでの扉に入ったようには思えませんね。どうも、ここは魔術師の私室かなにかみたいですよ」

「う～ん、やっぱり、ここまできたら開けないとな」

「何か嫌いやそうですね」

　うるせえな、そんなにおれの気持ちを読むなよ、と思いながらも、ガスパーニュはいかにも盗賊らしく扉の鍵かぎや罠わなを調べた。特にそうしたものはないようだ。もし開かないとしたら、魔法によるものだろう。

　扉に手をかけて少しだけ開け、中をのぞいてみる。エンリケも気になる様子だ。

　中では王女が倒れていた。

　いや、ちがう。彼女はひざまずき、顔を覆おおっていたのだ。

　その喉のどから鳴お咽えつが洩もれている。

　いままで、涙は見せたことがあるものの、そうした哀かなしみをあからさまに表わしている姿を見るのははじめてだった。

　部屋はそう広くない。いかにも魔術師の私室だったらしく、部屋の片隅には机や棚があり、その上にいろんなものの入った壺とか、加熱器のようなものが並んでいる。

　だが、まず二人の目を引いたのは、壁かべにかかっている大きな絵だった。

　ローブ姿の若い男が描えがかれている。

　頭に三角の帽ぼう子しをかぶり、片手にはおそらく呪じゆ文もん書しよをもって、もう一方の手を掲かかげている姿は、いかにも知識に一生を捧ささげる魔術師の決意がにじみ出ているようだ。

　目もとは涼すずしいという表現がいちばん似あうだろう。頰ほおはこけているとまでは言わないが、細ほそ面おもてなのはまちがいない。適度な大きさのくっきりした口もと。その顔には、若さの中にも知性があふれ出ているといった感がある。

　その魔術師の絵はいかにも生き生きとしていて、とてもこれが何百年も前に描かれたものとは思えなかった。

　部屋には奥に扉がひとつあるが、他ほかに誰だれもいない。盗賊は中に踏ふみ込んで、王女のそばにかがみ込んだ。

「メイファー、どうしたんだ？　大丈夫か」

　ガスパーニュが珍めずらしく優やさしい言葉を投げかけたのだが、王女はただ言葉をつまらせるだけだった。

「シム……シム、わたしはあなたの言葉を守りました。あなたはきっと戻もどってくる、と言った。でも、そんな姿でだなんて、ひと言も……」

　盗賊の言葉は彼女の耳に届いていない。そして王女は、涙に濡ぬれた目を上げて、絵をひたすらじっと見つめていた。

　ガスパーニュはようやく気がついた。

　そうか、こいつが彼女の恋人だったんだな。

　で、泣いてるってことは、こいつが生き残ってると信じてたんだが、そうじゃなかったんだ。

　理解した盗賊は立ち上がって、絵を正面からじっくり見ようとした。その腕うでを、エンリケがぎゅっとつかむ。

「ガス！　絵が」

　言われなくてもわかった。

　絵が光っている。

　額がく縁ぶちの中の魔術師の姿が、いまぼんやりとした光に包まれていた。

　そして、その表情がこれまでの静止したものから、さらに生気を帯びたかと思うと、口を開いて語り出したではないか！

〝あなたたちが、王女の連れてきた者か〟

　絵はしゃべっているように見えたが、声は直接、頭の中に響ひびいてくるようだった。

　盗賊は驚おどろいたものの、すぐに何が起こったかは理解した。いつものように、環かん境きようへの適応は早い。

　そうか、こいつ、体はないが、言いたいことだけは伝えられるんだ。

〝ああ、おれはガスパーニュ、こちらはエンリケだ。あんたは、エルダースヴェンの人だな？〟

〝そう、わたしはシメオン、宮廷魔術師だった〟

〝だった、てことは、あんた、いま自分の国がどうなってるのかわかってるんだな〟

〝無論、わかっている。こうなることは定められていたのだから〟

　魔術師は哀かなしげな目つきをした。

〝定められていた？　いったい、どうしてそうなったんだ〟

　ガスパーニュの疑問に、相手はおやっという顔をした。そして、再びこう告げた。

〝なるほど……やはり、かなりの時が経たってしまったのだな。では、あなたがたに、わたしたちの国に何が起こったかを聞いていただこう。こうして、王女が連れてきてくださった方だし、これから重要な役も担になっていただかねばならぬしな〟

　ガスパーニュはその言葉に一いち抹まつの不安を感じたが、かつての古代国家の生々しい証言が聞けるのはありがたいと思った。エンリケはもちろん、固かた唾ずを飲んでいる。

　王女はいま、ようやくそばに二人のいるのがわかったようだ。顔をちらりと二人に向けたからだ。

　それにはかまわず、絵になった姿は語り出した。

〝ああ、われらが愛する国エルダースヴェン、辺あたりを海に囲かこまれ、四季すばらしき花々が咲き乱れ、四海よりの産物が満ち溢あふれし、この世の華はなとも呼ばれし国よ……〟

　魔術師の言葉は続いていった。ガスパーニュはいささか、そのお国自じ慢まんぶった装そう飾しよく過か多たの語りにわずらわしさを感じたものの、まあしかたないかと重要な部分は聞き逃のがさないようにしていた。

　その話はつぎのようなものだった。




　エルダースヴェンはもともと〝聖せい〟なる一体神を崇あがめており、そのもとに貿ぼう易えきが繁はん栄えいし、国は順調に発展してきた。ところが、貿易は物の流通を活発にし、益がある一方で、危険なものをも運び込む。そうしたものの中に、当時、六王国で信じられはじめた〝魔ま〟の神と召しよう喚かん術じゆつという概がい念ねんがあった。神は〝聖〟だけであってはならない。より発展するためには、弟神〝魔〟と、それが与えた召喚術をも信じることが必要だという教えだ。

　じっさい、この頃ころエルダースヴェンに広がった召喚術は、不気味といえば不気味ではあるが、それを利用することによって、使し役えきや輸送など便利なことも多かった。そして、召喚術を信しん奉ぽうする魔術師たちは、これをさらに研究して発展させていったという。

　やがて、それはこの国独自の展開を見せるようにもなる。ただ獣けものや怪かい物ぶつを呼び出すだけでない。召喚術を通じて、〝魔物〟としか呼びようのない存在すら召喚できるようになったのだ。

　こうした変化によって、従来から召喚術に反感を抱いていた〝聖〟の神官たちと、召喚術師との対立は極端に激化していった。

　神官らは、召喚術師を〝魔〟によって操あやつられた邪じや悪あくなるものとして、それを狩かるのが勤つとめだと主張しはじめた。一方、召喚術師は、これまでの〝聖〟の神官たちこそ特権にあぐらをかいた堕だ落らくした存在だと攻こう撃げきし、みずからの〝魔物〟の力によって信奉者を拡大していつた。

　こうなると、行き着くところは内戦だ。

　王はこうした動きに心を痛いためていたが、ある事件を契けい機きに、エルダースヴェンは〝聖〟なる神こそを信じなければならぬと決意した。それは、こうした〝魔〟の背後に、エルダースヴェンを支配下におこうとする六王国の陰いん謀ぼうの影を見つけたと思ったからだ。

　しかし、形勢はどちらかというと、〝魔〟の勢力に傾いていた。宰さい相しようをはじめ、国の中ちゆう枢すう部分は召喚術師たちに握にぎられ、国王といえども、もはや傀かい儡らいに近い存在にまで落としめられようとしていたからである。

　何より国王を悲しませたのは、みずからの二人の王子までもが、こうした〝魔〟の側についたことだろう。彼らは宰相にそそのかされ、王に退位を迫った。

　王を思ってくれるのは、いまでは末娘である王女のメイファーレンだけであった。

　事ここに至って、王は決意した。

　愛する国エルダースヴェンは、もはや取り返しのつかぬ病やまいに冒おかされておる。これは患かん部ぶを切り取らねば、どうしようもない。自分は、古来この国に伝えられる〝聖〟なる神への請せい願がんを行なうと。

　シメオンはこのとき、まだ二十の若さで、すでにエルダースヴェンの宮廷魔術師の地位に就ついていた。かれはいわゆる伝統的な魔術を操る家系に生まれ、若くして、その類たぐいまれなる天分を王に見出されていた。彼を妬ねたむ者は、その時代、多くの若者が召喚術に流れ、人材不足だからだと陰で噂うわさしたが、事実はまったく当てはまらなかった。

　もとより占星術、薬草術、元素魔術などにすぐれ、召喚術にも明るかったが、彼の家系はこれまで〝聖〟を信じていたことからそれには流れず、ひとたび宮廷に用いられるや、その幅広い学識でたちまち頭とう角かくを現わしたのだ。

　シメオンはしかし、王の決断には賛さん成せいできなかった。時期を早まっているとは一いち概がいには言えない。しかし、王の請願というのは最後の手段だ。それを軽々しく用いては、将来に禍か根こんを残すことになるだろう。むしろ、それを切り札に、〝魔〟の勢力とわたりあわなければ……。

　だが、シメオンのそうした意見は聞き入れられなかった。王はこの請願によって、〝魔〟の中心勢力たる召喚術師の学院のみが崩くずれ落ちると信じている。シメオンにはとてもそうとは思えなかった。もっとひどい災さい害がいが起こるのではないか。あるいは、それはこのエルダースヴェンそのものまで滅ほろぼすのでは。

　だが、王はそれでも腐くさりきった魔物の国を残すくらいなら、〝聖〟の名のもとに、すべてがなくなった方がよいとまで思い詰つめているようだった。

　王の決意は避けられぬと知り、シメオンは決心した。彼は王女を可愛かわいがっていた。年のわりにはしっかりしており、素直で無む垢くだ。本来なら彼女こそが聖王国エルダースヴェンを継ぐべきなのだろう。

　だが、このままではどうなるかわからない。そこで、自分の研究から作り上げた壺にいざというときには入ってもらい、彼女だけを未来に送ろう、と考えた。壺には一人しか入れない。

　もちろん、それだけでは王女がどうなるか心配だ。シメオンとしては自分も生き長らえたかったが、それはおそらく無理だろう。魔法で自分の部屋を封ふう印いんはできるが、それは事物の進入を防ぐだけで、時間の経過までは止めえない。肉体がおそらくは持たないはずだ。時の浸しん食しよくに耐たえ得うる空間を作るのは、さすがの彼も壺ひとつで精せい一いつ杯ぱいだった。

　そこで、彼は部屋を封じると同時に、みずからの魂たましいを絵かい画がに封じ込めたのだった。絵画なら、部屋さえ保てば残る。たとえ肉体が滅びようとも。

　そして、メイファーレンに〈三つの願い〉を教え込んだ。それは、ある意味で、この封印された部屋と彼の絵画に込められた魂を解き放つ儀式ともいえたのだ。

　そう、彼は壺に入るのを嫌いやがる王女に、こう説せつ得とくした。

〝大丈夫、〈三つの願い〉を果たせば、わたしは必ず戻ってきて、あなたを助ける〟と。

　王女はそれを信じた。

　やがて、王は請せい願がんを決行した。だが、それは、シメオンのおそれていた結果を呼んだ。猛もう烈れつな地震や火山の噴火によって、王の考えていた学院だけではなく、エルダースヴェンの国全体が海の中へと沈んでしまったのである。

　これには〝魔〟が抵抗したことも原因の一つだったのだろう……。




　話は続いていた。

　ガスパーニュは、ほぼ納得できたものの、何とも言えない気持ちだった。

　あ～あ、結局、おれはこの男のだしに使われていたわけかい。まあな、この王女に惚ほれた男のいることはわかってたけどな。だけど、何百年も時を経へた恋人の出会いかい。それも、一方は肉体がないときている。

　少々うらやましくもあったが、盗とう賊ぞくである自分にはあまり理解のできない話だった。

　それでどうすりゃいいんだ、おれは自分のお宝がほしいぜ。

「ああ、話はわかったよ。それでだな──」

　彼が口を開いたとき、そばで同じように聞いていたエンリケがぴくっと動いて、扉とびらの方を向いた。

「誰だ?!」

　叫びとほとんど同時に扉が、ばんと開け放たれる。

　しまった、油断した、と思ったガスパーニュの耳に、思いもかけぬ声が届く。

「ほう、これは、わざわざ三人揃そろっていてくれたとはありがたい」

「お、おまえは、あの……」

　突然現われたその顔を見て、さすがに盗賊も驚いた。ロスウェルでの死し闘とうによって、火口に消えたと思っていた召喚術師が、含ふくみ笑いを浮かべながら立っているではないか。

　しかも、一人だけではない。

　その後ろから、見み慣なれたことのある輩やからがばらばらと五人、彼を守るように部屋に入ってきた。いや、見慣れたどころではない。ガスパーニュにとっては宿しゆく敵てきともいえるジョニーと、その手下たちだ。手に手に武器を構えている。

「なんだ、死んだ男にでも出会ったような顔つきだな。わたしをなめるなよ」

　ポリは嬉うれしそうにしゃべる。彼は、こうして人に優ゆう越えつ感かんを持つのが大好きだった。

　だが、じっさいには危ないところだったのだ。

　あのとき、もうワイバーンの鞍くらが外れないと確信した彼は、最後の手段を使った。前もって用意しておいた場所へと還かえる──魔法使いにとって、もっとも恐ろしい呪じゆ文もんを唱となえたのだ。

　これは〈瞬しゆん時じ帰き還かん〉と呼ばれるものだ。一瞬にして自分の慣れ親しんだ場所へと戻れるのだが、もしそこがきちんとイメージできなければ呪文は失敗する。そうなった場合、術者はどこともしれぬ場所へと送られてしまい、そこに何かが詰つまっていた場合には爆ばく死ししてしまうのだ。

　慎しん重ちようなポリは、あらかじめ自分の居間に、こうした帰還の準備をしておくのが常だった。だが、それでも呪文を唱えるとき、火口の中の暗黒とすさまじい熱気はおそるべきものだった。

　必死に頭の中で居間を思い浮かべ、なんとかそこに飛べたのだが、その一瞬の恐怖に彼の髪かみは真っ白になってしまっていた。この呪文は、術者にそれほどの負担をかけるのだ。

　その後、すぐに襲おそってきた地震。椅い子すにぐったり腰かけることになったポリには、もはやなす術すべもなかったが、さいわい堅けん固ごな彼の家にたいした被害はなかった。

　地震で直接の傷きずを負ったのは、むしろジョニーの方だろう。

　あの物置き小屋の倒とう壊かいでは頭と首に直撃を受け、しばらく気絶したままだった。ようやく助けられたときには、ミランダの姿など影も形もない。手下は重い置き物の一撃で絶命していた。

「貴様ら、どうしてここがわかった？」

　やはり、壺が引き寄せているのだろうか、とガスパーニュは考えた。

「たわけ！　こんな地面が浮き上がれば、気づくのはおまえたちだけではないわ。今日、沖おきで妙な火山が噴ふん火かして、そのそばに陸地が盛り上がっているという報告が、港に入ってきた船からあったのだ。この前からのおまえたちの行動を考えれば、それが〝沈しずめる国〟と考えぬ方がおかしい。そうだろうが？」

　いかにも馬鹿にしたように、得々と説明する。

　いい加減、そのしゃべりかたにはうんざりしてきたものの、ガスパーニュはそれでかえって冷れい静せいになれた。

　王女には、まだこれまでのショックがある。彼女の魔法を頼たよりにすることはできないだろう。となると、頼りはエンリケの弓ゆみか。肩にかけているから、射うつまでには少し時間がかかる。たぶん、おれが短剣を投げる方が早いだろう。

　こいつがしゃべる隙すきをついて、短剣を投げつけてやろう。魔法使いさえ無力化すれば、エンリケの弓でジョニーは抑おさえられるはずだ。その隙に魔法使いを人質にする。そうなれば、あとの手下は烏う合ごうの衆だ。

　そう思って、エンリケにこっそり目と指で合あい図ずを送ると、それだけで吟遊詩人はわかったようだ。

　王女はいざとなれば、壺に入ればいい。よし、決まった。

「おれたちの行動って、最初の壺の頃から、どうしてそいつがわかったんだい」

　前々から気になっていたことを聞いてやる。

「そんなこともまだわからぬのか。壺については、わたしの魔法だ」

「じゃあ、火山のときは……」

　悪い予感がした。

「あのおまえの女が吐はいた」

　黙だまっていたジョニーが割り込む。

「ああ、ミランダが吐いたぜ。ちょっと可愛かわいがってやっただけで、喜びやがってよ」

　事実ではないが、くやしまぎれの男の嫌いやがらせというやつだろうか。いや、ジョニーも相手がガスパーニュとなると、意地でもこう言いたかったにちがいない。

「てめえ!!」

　そのセリフを聞いた瞬間、ガスパーニュは切れた。それまでの冷静さなど吹っ飛ぶ。

　抜く手も見せず、懐ふところから取り出した曲まがった短たん剣けんを投げつけた。

　それは小さな弧こを描えがき、ジョニーに向かって飛んだ。

　しかし、場所が狭かったことと、冷静さを失っていたせいだろうか。必ひつ殺さつの武器は、相手の左肩をすぱっと切り裂さいただけだった。ジョニーも場慣れした盗賊だ。とっさにかわしたせいもある。もちろん、派は手でな血がしぶいた。短剣は、壁に当たって床に落ちる。

　いっせいにいうめきたった手下たちだが、つぎの瞬間、召喚術師の指先からほとばしった閃せん光こうに声を失った。

「じたばたするな！」

　それは、いま短剣を放ったガスパーニュの手に命中した。

　肉がいきなりじゅっと焦こげる。あまりの激痛に、ガスパーニュは腕うでを抑おさえたままのたうちまわった。

　手の半分が焦げ、骨が見えている。

「おいっ、貴き様さまもその妙な武器を捨てろ」

　エンリケは了りよう解かいしたはずの作戦とちがった上、ガスパーニュの負ふ傷しようにさすがに弓ゆみを射うてなかった。それに、いまここで戦っても、状じよう況きようがより悲ひ惨さんになるのは目に見えている。

　仕方なく、吟遊詩人は弓を落とした。

「馬鹿者ども！　同じ手を二度と食うか。わたしも魔術師、召喚術だけがすべてではないわ」

　ポリは聞かれもしないのに、自分がなぜ召喚術を使わなかったかを説明しはじめる。ガスパーニュはひたすら手を抑おさえたまま、気を失いそうになるほどの傷いたみに耐たえていた。

「おいっ、ややこしいやつは縛しばってしまえ」

　ジョニーが命じる。

　手下たちは、たちまちガスパーニュとエンリケを縛り上げた。

　ジョニーは傷みに耐えかねるガスパーニュの髪かみをつかみ、その顔に唾つばを吐はきかける。もちろん、彼も自分の肩を抑えてはいたが。

「まあ、おまえは後でなぶり殺しにしてやろう。楽しみだな」

「てめえ、ミランダをどうしたんだ？」

「まあ、あの女も同じようにしてやりたかったがな。あのくそったれは、地震でどこかに行っちまいやがったよ。まあ、その分、てめえを痛いためつけがいがあるってものよ」

　そう言って、足で傷ついた手を踏ふむ。ミランダが生きていることを知って、ほっとしたのも束つかの間ま、ガスパーニュはさすがにその痛みに気を失った。

「やめてください！　そうしないと、わたしは何も教えません！」

　メイファーが耐えかねて叫んだ。さすがに、壺つぼの中に入られると困ると思ったのか、ポリがジョニーを抑えた。

「さあ、古代王国の王女様、メイファーとか言われるのですな。わたしに、あなたの国のすばらしい魔法の財産を教えていただきましょうか。断ことわっておくが、あなたの魔法がわれわれには通じないのは、前の戦いでおわかりのはずだ」

　相も変わらず余計なことまでしゃべりながら、目をぎらつかせて王女に迫る。それは知識欲ではあるものの、その奥に眠るなんとも偏へん執しつ的てきなものを感じて、彼女は身ぶるいをした。

「わたしは知りません。でも、彼になら答えられるでしょう」

　そう言って、王女は絵を差した。

　一瞬、わけがわからないという顔つきをしたポリだったが、彼もさすがに魔術師、王女の言わんとすることは伝わったようだ。顔を絵に向ける。

「ほう、ここに描かれた魔術師が知識の泉なのですな。なるほど、さすがに古代王国、たいしたものだ。絵に知識を封ふうじ込めるとは。それなら、わたしに……」

　言葉が一瞬、とぎれる。

　ポリの目に、向かい合う魔術師の顔が光って見えた。

　そして、その姿は直接、彼の頭の中に語りかけてきた。

　ポリは最初、そこから知識を得られるものと当然期待していた。

　だが、シメオンはいまの出来事から、この魔術師が自分の時代に数多くいた、〝魔〟に冒おかされた召喚術師とさして変わらぬ性格であることを見抜いていたのだ。

　時は経っても、人々はやはり変わっていないのか。悲しむべきことだな。

　そう思いつつ、古代王国の若き天才と呼ばれた宮廷魔術師にとって、このポリごときの精神を一時的にせよ支配してしまうのは簡単だった。

　だが、まずこの時代の知識を、この男からも得てみることにしよう。

　そうしたやりとりが、その場の者にはわからないような早さで行なわれていたのである。

　ポリにとって、いったん目をあわせた以上、どうしようもなかった。

　絵の中の魔術師の視線にからめとられた瞬間、彼は自分がとてもかなわないのではないかと思った。だが、そこからは逃れようもない。

　そして、ポリは同時に、相手の広大な知識に魅みせられてもいる自分を発見した。

　この相手の考え方と自分とは、根本的に合いそうもない。だが、その知識をかいまみることだけはしたい。

　ほんの一瞬の後、ポリの顔をした男はジョニーたちに告げた。

「おい、おまえたち、わたしはこの魔術師としばらく二人きりで話がしたい。そちらの部屋を探さぐっておけ」

　ジョニーたちは、一瞬とまどった。だが、ガスパーニュらは縛しばってある。あれだけの力を見せつけた魔法の技わざがあるから、王女一人くらいは放っておいても大丈夫だろう。そう思ったらしく、扉を開けて、奥の部屋へとぞろぞろ入っていく。

　部屋の扉が閉まった。

　ポリは途と端たんに、ぽかんとした表情となった。いま、彼の内奥の精神は、シメオンと激しくやりあっているのだ。外界の出来事にとらわれている暇ひまはない。

　王女は扉とびらに何かの仕し草ぐさをしてから、すばやくガスパーニュたちの縄を解とき、そして、盗賊の手を火山でのときのように治ち癒ゆしようとした。

　彼女の治癒術は、さすがにそれを得意としていたシメオンから教えられただけに、かなり強力なものだ。

　ほとんど熔とけかけており、肉が剝そげて骨の見えていた右手が、見る間に回復していく。

　しかし、治癒というのは楽なことではないらしい。王女は額ひたいに汗を浮かべていた。かなりの精神力の集中を要するのだろう。

　エンリケは最初ちょっと心配そうだったが、すぐに弓を拾って、盗賊たちの消えた扉に狙ねらいをつけている。今度出てきたら容よう赦しやしない、という構えだ。

「大丈夫です。あの扉には魔法で鍵かぎをかけましたから、簡単には出てはこれないはずですよ」

　王女は、ここでようやくにっこりした。ガスパーニュの奮ふん闘とうや怪け我がを見て、彼女も現実にたち帰れたようだ。

「あっちの部屋は？」

「寝室だけです。大したものはありません」

「それにしても、こいつ、どうなっちまったんだろうな」

　依い然ぜんとして、心ここにあらずといった表情のポリを見て、盗賊は告げた。以前のように派手なマントを着て、偉そうな感じに見えるだけに余計その姿は可お笑かしい。

「もう、シメオンに支配されたんじゃないでしょうか。ぼくたちも、絵を見た方がいいですね」

　エンリケの意見にガスパーニュが従うと、さっきのように絵の中の顔が語りかけてきた。

〝その吟遊詩人の語ったとおりだ。わたしはこの男を支配できたようだ──というよりも、この男の方が、知識を求めて喜んでわたしの内に入ってきたのだが。どうもこうした召喚術師たちは、根はひどい者たちではないのだが、どこかで〝魔〟によって歪ゆがんでしまうらしい。わたしは、しばらくこの男といろいろ語らってみたくなった〟

　おいおい、それが〝魔〟の誘ゆう惑わく手段のひとつじゃないのかい、と現実的なガスパーニュは思ったが、ふと自分のそうした思考も、この絵の中の男にはすべてお見通しではないかと気がついた。

〝それくらい、わたしにはわかっている。〝魔〟の論客とはいくども論争した。それはともかく、とんだ邪じや魔まがはいったが話を続けよう。わたしは、あなたにお願いしたいのだ〟

〝また願いかい？　何だい？〟

　なんとなく不安を感じながらも、ガスパーニュは問い返した。

〝メイファーのことだ。彼女はわたしたちにとっての唯ゆい一いつの希望だ。彼女を救すくってやってほしい〟

〝救うって、どういうことだよ。充分、ひとりで生きていけるだけしっかりしている、とおれは思うぜ〟

　盗賊にもこの宮廷魔術師の言いたいことは漠ばく然ぜんとわかったが、彼はそれをはっきりとしておきたかった。

〝では、もっとよくわかるように言い直そう。いまわたしは、この召喚術師の心を探さぐり、この世界がわれわれの頃ころと変わらぬ危険にさらされていると感じた。明らかに〝魔〟が世界を侵しん食しよくし、それを覆おおおうとしている。われわれとしては、メイファーにエルダースヴェンが本来そうであったように、〝聖〟の道を探り、それをあまねく世界に広めるようになってほしいと思っている〟

　しばし、間があった。

　予感はあったものの、こうもはっきり告げられるとは。

〝それって何か？　おれに、彼女がエルダースヴェンのような聖王国を作るのを手伝えと〟

　とんでもないことを言い出すぜ、とガスパーニュは思った。おれはもともと一いつ匹ぴき狼おおかみの盗人だ。そんな報ほう酬しゆうももらえないのに、どこの王女様だかわからない娘が国を作るのを手伝えと？

　真しん剣けんなまなざしで絵の中から見つめてくる男に、彼はそうした自分の考えを伝えた。

〝いや、国を作れとは言っていない。彼女がエルダースヴェンに根ざした考え方を広めるのを見守ってほしいのだ〟

〝同じことじゃねえか。おれはそんな柄がらじゃないね。ただの盗賊なんだ、たぶん〟

〝本当にそう思うのか？　あなたはおそらく自分で思っているような小さな人ではない。そうであれば、壺はあなたにメイファーを呼び出す呪じゆ文もんを教えなかっただろうし、あなた自身、こうまでして〈三つの願い〉を果たそうとはしなかったはずだ〟

　ちくっと、ガスパーニュの心の片かた隅すみに穴が開いた。

〝いや、おれは報酬がほしかっただけさ〟

　必死でそこを塞ふさぐ。どこかで、こんなやりとりをしたような気がした。

　束つかの間ま、沈ちん黙もくがある。

〝そうだろうか、あなたにとって、これは挑ちよう戦せんではなかったのか？　本当に自分の身をそこまで危険にさらして、報酬がほしさにやっていたのか？〟

　心の隅の穴はどんどん大きくなっていく。

〝ああ、そうだぜ〟

　ガスパーニュは、ごくりと唾つばをのみこんだ。

　まるで、賭かけの額が最高へと吊つり上げられたときのようだ。

　しかし、この相手は手ごわい。

　やがて、時期を見計らうかのように、青年は訊きいた。

〝そうか、では、よく考えてほしい。あなたのそこまでこだわる報酬とは何なのだ。金か？　そうであったなら、これまでにも壺つぼや〈憂うれえる瞳ひとみ〉をどこかに売れば手に入ったはずではないか。それとも、知識か？　それを追い求めて、この召喚術師のようになりたいのか。たぶん、ちがうと思う。あなたのいう報酬とはおそらく──〟

〝もういい！〟

　ガスパーニュは叫んでいた。

　心の中に、熱いものが溢あふれてくる。

　確かにそうだ。その先は言わなくてもわかっている。おれにとっての報酬とは、満足感さ。言い換えると、達成感、あるいは、冒険心や挑ちよう戦せん心を満足させるもの、それなんだ。金や名めい誉よや知識なんてのは、後からついてくる──あんたはすべて見通しているぜ！

　そして、いまはまだ、この冒険は達成されていない。それを言いたいんだろ!!

　こうした思いを一気に吐はき出したガスパーニュは、もう決めていた。この男と語らって、自分が何をやりたいのか、よりはっきりした。

　だが、いくらあんたに見抜かれたといっても、ひとことだけは言っておきたい。

〝だけどな、おれだって、だまされたとは言えないが、こんなことになるとは思ってもいなかったんだ。それで条件をひとつ付けるけどよ。おれには〝聖〟を広めるなんて、大義名分は似あわない、というか、まだよくわからん。それに、これから先だって、どんな考え方になるかわからない。それでも、あんたがまだこの王女を任まかせるというのだったら、引き受けてもいいぜ〟

　ああ、言ってしまった。すっきりしたけどな──そう思う。

　絵の中の青年はにっこりした。

〝よかろう。あなたなら、きっとそう言ってくれると思った。こんな言い方をすると、俗っぽくて王に叱しかられるかもしれないが、それで手を打とう〟

　このとき、それまで黙だまって聞いていたエンリケが口をはさんだ。

〝まあ、こうなるとは思ってましたけど、結論が出たようですね。さて、シメオン、ぼくからひとつお訊ききしておきましょう。あなた自身は、ぼくたちに王女とこれからどうしてほしいのですか？〟

〝わたしにもはっきりしたことは言えない。しかし、いまこの召喚術師の心を探ることで感じたのは、あなたたちにサザンと呼ばれるところに行ってもらえたらと思う。果たして、そこが聖都なのかどうか、王女にも見てほしいし、あなたがたにも探ってほしい〟

「まあな、おれたちももうウォーレスにはいられないし、ちょうどいいかもしれん」

　思わず、ガスパーニュは口に出してしゃべっていた。

〝それでは、王女をよろしく頼んだぞ〟

　こう告つげた後、絵の中の男の注意が自分から離はなれるのをガスパーニュは感じた。

　ふと横を見ると、シメオンはいま、王女と語らっている様子だった。おそらく、彼女に別れを告げているのだろう。

　そいつが大変なんだよな、と盗賊はちょっと心配した。

　しかし、王女もようやく、シメオンがもはやこの世には戻もどってこれないのだという事実を認めたようだった。わかったというようにうなずいている。

　それから、ガスパーニュたちの方を向いて、口を開いた。そこには、諦あきらめというよりは、さっぱりとした表情がある。

「シムが言っていました。封ふう印いんが解とけて目的を果たせたので、もうしばらくしたら、ここは再び沈しずむそうです。早く出た方がよいでしょう」

　そう言って、部屋にあるものをいくつか選んで手に取っていく。

　ああ、なるほど、お宝の一部はここにあったってわけか。灯台もと暗し、というやつだなと盗賊は思った。

　そのとき、どんどんと扉とびらに体当たりする音が聞こえた。ようやく、敵も鍵かぎをかけられて、何か変だと気づいたのだろう。

　ガスパーニュはにやっとした。扉のそばに行って、大声で告げる。

「へっへっへっ、馬鹿野郎！　貴様ら、ここはもうすぐ沈むんだ。欲ぼけ心を持ったまま、海の藻も屑くずとなって消えちまいな！」

　聞こえたのか、体当たりの音がますます激しくなる。まあ、もうしばらくしたら、扉が破れるかもしれない。そうなったら、やつらも助かる道があるってことだ。生き抜けるかどうかは運次第だろう。とにかく、それまで死の恐怖をたっぷり味わいな。

　あばよ！

　こいつを言うのも、盗賊の快感なんだよなあ。

　やがて、することを済すませた一行は、もう一度、絵の中の青年に別れの挨あい拶さつを送ると、急いで通路を駆かけ抜けていった。

　後には、呆ぼう然ぜんとしたままのポリが残されていた。

　いや、その顔の下には、古代王国の知識をいやというほど得ることができたという、至福の喜びが隠かくされていたのかもしれなかった。







　エピローグ　聖都をめざして







「え～、結局あんたたちの得たお宝って、これのことだったのかい？　最初に、この娘からもらえる予定だったものじゃないか」

　改めて差し出された首くび飾かざりを見て、ミランダががっかりした顔をする。

「そう怖こわい顔をするなよ。おれにとっちゃ、おまえが無事だったってことが、なによりのお宝なんだから」

　そう言って、肩に手をまわそうとするガスパーニュだが、ミランダはまだ不ふ機き嫌げんそうだった。

「まあ、ミランダさん、あなたもこちらもあの災さい難なんを生き延びられたのだから、まずはよしとしましょうよ」

　エンリケがとりなす。メイファーもちょっと居心地悪そうだ。

　ここはレントンの小さな酒場。

　あれから一行は隠かくれていたヒポグリフの背に乗り、急いで飛び立ったのだが、シメオンの告げたとおり、古代の都は海底火山がまたも少し噴ふん煙えんを吹き上げた後、内うち海うみへと沈んでいつた。

　それから、この村にようやくたどり着くと、ちょうどそこにミランダも現われたというわけである。

「まあね、あんたの大たい言げん癖へきは前から知ってるから、だまされたあたしが悪いんだろうけど、それで？」

「いま言ったように、おれたちはサザンに行こうかと思ってる。ミランダ、おまえも来いよ」

「そうだね、ウォーレスにはもういられなくなったわけだから、行くとしたらサザンかねえ。でも、あたしはこんなもので満足しないからね」

「おいおい」

「だって、せっかくウォーレスでちょっとはいい暮らしができそうだったんだ。サザンに出たら、こっちもがんばるけど、ガス、今度はあたしはもっと高くつくことになるからね」

「あ～あ、やっかいなタネを二つも抱かかえちまった。おれはどうして、こう女運が悪いんだろう」

　そう言って、ちらっとメイファーの方を見る。メイファーは、女運ってなんですか？　みたいな顔をしていたが、話題を変えた方がよさそうなことには気がついたらしい。

「でも、サザンってどんなところでしょうね」

　その言葉を聞いたガスパーニュには、改めて思うところがあった。

　サザンか、そう、おれはついにサザンに戻もどるんだ。小さい頃ころのことだからよくわからないが、それこそあの街まちはおれの家庭運とかを奪うばっていったんだ。よ～し、見てろよ、おれはそこで運を取り返してやるぜ。

　楽弓をもてあそびかけていたエンリケだが、そのとき吟ぎん遊ゆう詩し人じんは盗とう賊ぞくの顔に、再び何とも言えない精せい気きが現われるのをかいまみたような気がした。

　まだまだ、この男にはいろいろ興味あることが起こるだろう、それを楽しみにしたいものだ。




　リコルたち一行は峠とうげにさしかかっていた。

　もうそろそろ見えてもいいはずだ。一週間ほど前に、かなり揺ゆれた地ぢ震しんがあって驚おどろいたものだが、さして被ひ害がいもなくほっとした。

　あの地震はどこであったんだろう？
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　そう思いながら歩いていると、フクロウが高いところから伝えてきた。

〝ホーホー、いい眺ながめだ、リコル、もうちょっとだ、がんばれ〟

　鳥はいいよな、地面を一歩一歩上がるなんてことをしなくてもいいんだから、と思いながら、若者は足に力をこめた。

　ほんの少し先で道が開けている。

「ほんとだ、すごいわねえ！」

「さすがに、この世界の中心と言ってるだけのことはあるな」

　もうそこで女戦士と熊男が、あれこれしゃべっている。

　リコルは、ようやくその見晴らしのいい場所に立った。

　下はどこまでも続く平野だ。これまでの山や丘が多かった景色とうってかわって、別の雄ゆう大だいさが広がっている。一気に疲つかれも吹き飛んだ。

　そして、遠とお目めにちょっと霞かすむように、その都市が見えていた。

　そこだけ何か盛もり上がっているみたいだ。

　丘のように地面が高くなっているのだろう。いや、この距きよ離りを考えると、それはちょっとした山くらいの高さがあるにちがいない。

　その斜しや面めんにへばりつくように、街並みが取り囲かこんでいる。

　街自体、かなりの広さだ。

　そして、山のように高くなったところには、何か尖せん塔とうみたいなものも立っているようだった。おそらく大寺院なのだろう。

　それは確かに、見る者を驚かすに充分だった。何か都市そのものが、天をめざしているかのようにも受け取れる。

　あれが〝望都〟とも呼ばれるサザンなのか！

　しかし、そこには大いなる〝魔〟も潜ひそんでいるにちがいない。

　リコルは、そこにこそ自分を導みちびく何かが待ち構えていると確信し、いつまでもその景色を見つめていた。







　あとがき





安田　均






　少し遅くなりましたが、『六門世界２　魔神封印の壺』が書き上がりました。楽しんでいただけたらさいわいです。

　今回はリコルたちも活躍しますが、また別の重要なキャラクターが登場します。今後、リコルとガスパーニュの二人を軸じくに物語をどんどん展開させていくつもりなのですが、この新しいキャラクターたちをどう受け取ってもらえるかなと、じつはどきどきもしています。その辺りをお便たよりなどで知らせてもらえたりしたら、とても嬉しいです。

　そういえば、前回、インターネットなどを使って感想を送ってもらってもいいですよ（現在のアドレスはhttp://www.groupsne.co.jp/です）と書いたところ、そちらでもいろいろと感想を聞かせてもらえました。お手紙でいただいた方はもちろん、皆さんどうもありがとうございました。

　確かに、こうした電でん子し通つう信しんというのは若じやつ干かんお金がかかるけれど、ちょっと何か伝えたいなというときに便利ですね。手紙だと妙みように構かまえてしまう人、切手や封ふう筒とうを探したり、それをポストに入れにいくのが面めん倒どうくさいと思うなまけもの、自分の字だとうまくなくて嫌だなあと思うタイプ──どれも、ぼく自身にあてはまるのですが──にとっては、ありがたい手段です。

　ということで、ここ一年ばかり、そうしたインターネットなど電子通信の世界を楽しんでいるのですが、おもしろいですね、これ。

　なんだか妙な連想かもしれませんが、ファンタジーの世界にも通じるものがあるんですよ。

　つまり、ホームページのリンク先を延々たどっていくと、思いもかけないような妙なものに出くわして、なんだこれは！　と驚く。でも、驚くのがそのホームページの内容だけではなくって、そのアップしてある場所が地球の裏側だったりしたら、〝ぼくはなんて遠いところまで来てしまったんだ〟と、ついついそれまでの旅路（？）を振り返ってしまうことにもなる。これって、ファンタジーの大作をよく読んでいるときに感じるアレに似てるんですよね。トリップ感覚というのにも近いのかな。

　それと、もう一つ、魔ま法ほうも似てるような気がしましたね。

　魔法といっても、以前からＳＦ作家の言っている〝よく発達した科学は、魔法と区別がつきにくくなる〟というような部分だけじゃありません。これだと、携けい帯たい電話にしても、コンピュータゲームにしても、テレビでも、文明の利器はすべてそうなってしまいますから。

　そうじゃなくって、ここで書いているファンタジーの魔法、つまり、リコルの召喚術のようなものも、こんな感じじゃないのかなって気がしたことです。

　例えば、ぼくはいま、ドイツの新しいボードゲームがおもしろいおもしろいと騒いでいます。

　で、そうした情報を得ようと、インターネットでリンクをしていくわけです。日本でそれらを楽しんでいるグループのホームページから、こうした情報ではいちばん揃そろっていると思われるイギリスのホームページへと飛びます。

　そこを見ると、いろんなおもしろそうなドイツの新しいゲームのことが最新情報で書いてあるわけです。これを知ることで、そうしたゲームがよりおもしろく遊べるようになるのはまちがいありません。

　で、さらに詳しく知ろうとそこからのリンク先を見ると、あるはあるは、本家ドイツのいろいろなものから、その周辺のフランス、イタリア、スイス、オーストリアなどいろんなホームページのアドレスが載っています。おお、おもしろそうだと思い、そのひとつを選んで、飛びます。

　と──うおっと、こいつはドイツ語だあ！（当たり前か、でも、中には、親切にも英訳してあるものもある）自慢じゃないが、こちらはドイツ語は全然ダメ。

　小文字の上に：（ウムラウト）がついたり、ラテン語のベータみたいな文字があるぞ。それに、字がくっついて単語がめちゃくちゃ長いのもある。気色悪いなあ。

　だけど、ここで好きこそ、もののなんとかなれ。これを解読さえすれば、めちゃおもしろいドイツゲームの宝庫が眠っているのだ。いつか、これを読んでやる、いつか……。

　要するに、召喚術と同じく言葉なんですよね、問題のひとつは。

　というわけで、いまぼくはドイツ語とも取り組むことになりかけているわけです。ま、その結果がどうなるのか、リコルほど才能のないぼくにとっては、ガスパーニュのようになるのは時間の問題だという説もありますが……。




　いずれにしても、ファンタジーの世界というのは架か空くうのものですが、意外に現実を映していることも多いという気がします。

　まあ、そんなことを気にしないで、思いきり空想の翼を伸ばせるのも、ファンタジーの大きな魅み力りよくでもあるんですが。

　さて、『六門世界』の次巻では、サザンでお会いしましょう。

　そのときまでには、きっとモンスターコレクションＴＣＧというゲームも出ているはずです（ゲームもおもしろいけど、イラストもすごいぜ、これは！）。

　お楽しみに！










〈六門世界〉②




魔ま神じん封ふう印いんの壺つぼ








安やす田だ　均ひとし
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